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○議事日程第１号  

令和元年６月18日午前10時00分開会 

日程第１ 会期の決定 

日程第２ 議案第１号～第11号 

報告第１号 

─────────────────────── 

○本日の会議に付した事件 

その他会議 会期の決定（決定） 

に付した事 

件（１）  

議案第１号 平成31年度網走市一般会計補正予算

（説明） 

議案第２号 平成31年度網走市介護保険特別会計

補正予算（同） 

議案第３号 平成31年度網走市水道事業会計補正

予算（同） 

議案第４号 網走市税条例等の一部を改正する条

例制定について（同） 

 議案第５号 網走市介護保険条例の一部を改正す

る条例制定について（同） 

議案第６号 網走市国民健康保険条例の一部を改

正する条例制定について（同） 

議案第７号 財産の取得について（同） 

議案第８号 財産の取得について（同） 

議案第９号 財産の取得について（同） 

議案第10号 財産の取得について（同） 

議案第11号 辺地に係る公共的施設の総合整備計

画の変更について（同） 

報告第１号 網走市税条例の一部を改正する条例

制定に係る専決処分の報告について

（同） 

請願第１号  ことし10月からの消費税増税の中止

を求める請願（総務経済委員会付託） 

請願第２号 2019年度北海道最低賃金改正等に関

する意見書提出についての請願（同） 

請願第３号 2020年度地方財政の充実・強化を求

める意見書提出についての請願（同） 

請願第４号 ＪＲ北海道の路線維持見直し策（石

北線及び釧網線）の運行継続につい

ての請願（同） 

請願第５号 学校給食無償化を求める請願（文教

民生委員会付託） 

請願第６号 「子供の貧困」解消など教育予算確

保・拡充と就学保障、義務教育費国

庫負担制度堅持・負担率２分の１へ

の復元、教職員の超勤・多忙化解

消・「30人以下学級」の実現に向け

た意見書提出についての請願（同） 

陳情第１号 性的少数者（ＬＧＢＴｓ）へ憲法13

条に基づいて最大の尊重を求める陳

情（網走市に対する陳情）（総務経

済委員会付託） 

陳情第２号 辺野古新基地建設の即時中止と、普

天間基地の沖縄県外・国外移転につ

いて、国民的議論により、民主主義

及び憲法に基づき公正に解決するべ

きとする意見書の採択を求める陳情

（同） 

陳情第３号 辺野古新基地建設の即時中止と、普

天間基地の沖縄県外・国外移転につ

いて、国民的議論により、民主主義

及び憲法に基づき公正に解決するべ

きとする意見書の採択を求める陳情

（同） 

陳情第４号 米軍普天間飛行場の辺野古移設を促

進する意見書に関する陳情（同） 

陳情第５号 国連各委員会の「沖縄県民を先住民

族と認めて保護するべき」との勧告

の撤回を求める意見書の採択を求め

る陳情（同） 

陳情第６号 「国の責任による35人以下学級の前

進」を求める陳情（文教民生委員会

付託） 

陳情第７号 「給食費の無償化」を求める陳情

（同） 

陳情第８号 「これからの高校づくりに関する指

針」を見直し、機械的な高校統廃合

を行わないことを求める陳情（同） 

陳情第９号 特別支援学校の設置基準の策定及び

特別支援学級の学級編成標準の改善

を求める陳情（同） 

陳情第10号 臓器移植の環境整備を求める意見書

令和元年第２回定例会 

網 走 市 議 会 会 議 録 第 １ 日 

令和元年６月 18 日（火曜日） 
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提出についての陳情（同） 

─────────────────────── 

○出席議員（１６名） 

石 垣 直 樹 

井 戸 達 也 

小田部   照 

金 兵 智 則 

川原田 英 世 

工 藤 英 治 

栗 田 政 男 

近 藤 憲 治 

澤 谷 淳 子 

立 崎 聡 一 

永 本 浩 子 

平 賀 貴 幸 

古 田 純 也 

松 浦 敏 司 

村 椿 敏 章 

山 田 庫司郎 

─────────────────────── 

○欠席議員（０名） 

─────────────────────── 

○説明のため出席した者 

 市     長    水 谷 洋 一 

 副 市 長    川 田 昌 弘 

 企画総務部長    岩 永 雅 浩 

 市民環境部長    酒 井 博 明 

 健康福祉部長    桶 屋 盛 樹 

 農林水産部長    川 合 正 人 

 観光商工部長    後 藤 利 博 

 建設港湾部長    佐々木 浩 司 

 水 道 部 長    脇 本 美 三 

 企画調整課長    北 村 幸 彦 

 総務防災課長    伊 倉 直 樹 

 財 政 課 長    古 田 孝 仁 

･･････････････････････････････････････････････ 

 教  育  長    三 島 正 昭 

 学校教育部長    林   幸 一 

 社会教育部長    猪 股 淳 一 

 

○事務局職員 

事 務 局 長    大 島 昌 之 

次     長    細 川 英 司 

総務議事係長    高 畑 公 朋 

総務議事係主査    寺 尾 昌 樹 

      係    早 渕 由 樹 

 

午前10時00開会 

○井戸達也議長 おはようございます。 

 ただいまから、令和元年網走市議会第２回定例会

を開会します。 

 本日の出席議員は16名で全議員が出席しておりま

す。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 

○井戸達也議長 本日の会議録署名議員として、石

垣直樹議員、川原田英世議員の両議員を指名しま

す。 

 

○井戸達也議長 次に、諸般の報告は既に印刷して

お手元に配付しておりますから、それによって承知

願います。 

 なお、監査委員から例月出納検査結果の報告があ

りましたので、その写しをお手元に配付しておりま

すから、それによって承知願います。 

 次に、市長から平成30年度網走市一般会計繰越明

許費について繰越計算書の報告が、また、物損事故

等に係る和解及び損害賠償額の決定についての専決

処分の報告が、それぞれ法令に基づき提出がありま

したので、お手元に配付しておりますから、それに

よって承知願います。 

 

○井戸達也議長 次に、議員派遣についてでありま

すが、議長において網走市議会会議規則第125条の

規定に基づき、お手元に配付しております、議員派

遣の報告のとおり派遣しましたので、報告いたしま

す。 

 

○井戸達也議長 次に、本定例会に当たり提出され

ました請願６件、陳情10件につきましては、文書表

にして付託区分表に記載のとおり、関係常任委員会

に付託しましたから承知願います。 

日程に従い、直ちに議事に入ります。 

 

○井戸達也議長 日程第１、会期の決定についてを

議題といたします。 

まず、議会運営委員長から、本定例会の会期及び

運営に関する諸般の事項について発議を求めます。 

 近藤憲治議会運営委員長。 

○近藤憲治議員 －登壇－ 本日をもって招集され
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ました、本年第２回定例会の運営に関する諸般の事

項を協議するため、去る６月14日、午前10時から議

会運営委員会を開催しましたので、ここにその結果

を御報告申し上げ、あわせて会期の決定に関する動

議の提出にかえますとともに、今議会運営に関する

諸般の事項につきましても、議員皆様の御了承と御

決定を賜りたいと思います。 

 まず、議運当日におきます本定例会の付議予定案

件は、議案11件、報告１件、その他会議に付すべき

事件１件、さらに、今議会で関係委員会に付託され

ます請願６件、陳情10件の合わせて29件でありま

す。 

 また、一般質問は、通告期限までに11名の議員か

ら通告がなされたところであります。 

以上のような案件と状況から判断いたしまして、

会期は、本日から６月27日までの10日間とすること

がよろしいということになった次第であります。 

どうか本会議におきましても、議運の決定どおり

御了承と御決定を賜り、議事を進められますようお

願い申し上げまして、本委員会の結果報告といたし

ます。 

○井戸達也議長 ただいま議会運営委員長から報告

と発議がありましたが、そのとおり決定することに

御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議がありませんので、本定例会の会期は、本日

から27日までの10日間とし、運営に関する諸般の事

項につきましても発議のとおり決定しました。 

なお、会期中の審査日程及び本日の議事日程は、

あらかじめ議会運営委員会で決定のありました内容

をもって印刷して配付しておりますから、それによ

って承知願います。 

 

○井戸達也議長 それではここで開会に当たり、市

長から挨拶があります。 

水谷市長。 

○水谷洋一市長 －登壇－ 令和元年第２回定例会

の開会に当たりまして、一言御挨拶を申し上げま

す。 

 議員の皆様におかれましては、時節柄、何かと御

多用の中、御参集をいただき御審議を賜りますこと

に、厚く御礼を申し上げます。 

 さて、本定例会に御提案を申し上げております案

件は、女満別空港への国際チャーター便誘致に係る

補助金と本年10月からの保育料等無償化に伴う認可

外保育施設等利用給付金の追加を主な内容とする一

般会計補正予算、水道事業会計及び介護保険特別会

計補正予算のほか、網走市税条例及び介護保険条

例、国民健康保険条例の一部を改正、財産の取得、

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更などに

ついてであります。 

 議案の細部につきましては、後ほどそれぞれ担当

者から御説明を申し上げますので、よろしく御審議

賜りますようお願いを申し上げます。 

 次に、この機会に最近の主な行政諸般の動向につ

いて、その概要を御報告申し上げます。 

 初めに、農作業の進捗状況及び農作物の生育状況

についてでありますが、ことしは、降雪量が少なか

ったものの、春先に低温が続き、作業の遅れが心配

されましたが、その後、気温も回復し作業が順調に

進み、結果的にバレイショの植え付けは５月10日、

てん菜の移植は５月８日に、それぞれ平年よりほぼ

１週間程度早く終了しております。農作物の生育に

つきましては、５月中旬からの好天により、秋まき

小麦が平年に比べ８日、二条大麦、春まき小麦も４

日早く、バレイショは68％が萌芽しており４日早

く、てん菜についても６日早い生育となっており、

総じて順調な生育状況となっております。 

 なお、気象庁が発表した北海道地方の６月から８

月の３カ月予報では、天気は数日の周期でかわり、

気温については、ほぼ平年並み、降水量について

は、平年並みか多い予報となっており、今後の天候

の状況によっては、生育の管理には十分な注意が必

要であるとは思いますが、順調な生育を期待をして

いるところであります。 

また、５月20日から21日にかけての強風の被害状

況についてですが、南部地区での被害が多く報告さ

れており、網走市全体では、てん菜の移植圃場で約

114ヘクタール、直播の圃場で約42ヘクタールの風

害がありました。このほか、タマネギやゴボウなど

約10ヘクタールの圃場に被害を受け、施設ではビニ

ールハウスや倉庫の一部に被害を受けました。 

てん菜の直播圃場については、約９割で再幡を完

了しておりますが、移植圃場での補植は、種苗確保

の関係もあり、１割程度にとどまっており、その後

の降雨で一部回復は見られるものの、今後の生育へ

の影響が懸念をされております。 

次に、漁業についてでありますが、５月末までの

網走漁協の漁獲状況は、漁獲量が１万2,188トンで

対前年比168％、金額で13億8,737万円で対前年比
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118％となっており、漁獲量・金額ともに前年を上

回っております。平成28年から30年の過去３年間の

平均と比較をいたしますと、漁獲量では174％、金

額で126％という状況であります。ことしの海明け

は、平年より21日早い２月27日で、キンキはえ縄漁

は３月21日に初水揚げとなりました。また、ホタテ

につきましては、平成27年の大型低気圧災害による

しけの被害から回復し、本年度の生産計画は、１万

7,000トンと従来規模の漁獲が見込まれています。 

 次に、西網走漁協でありますが、漁獲量は2,475

トンで前年比89％、金額で７億8,744万円で対前年

比98％となっており、平成28年から30年までの過去

３年間の平均と比較いたしますと、漁獲量は

128％、金額で118％という状況であります。 

 網走湖では、漁獲量が170トンで対前年比79％、

金額で１億1,642万円で、対前年比81％となってお

ります。 

 網走湖のシジミ漁は、５月１日開始されておりま

すが、網走湖のシジミ資源が産卵不振などにより減

少し、ことしの生産計画は600トンと例年より100ト

ン減産となっております。 

 能取湖では、漁獲量が2,305トンで対前年比

89％、金額で６億7,102万円で対前年比102％となっ

ております。能取湖のホタテ稚貝の出荷、放流作業

は４月22日に開始され、５月26日に終了しておりま

す。 

 次に、観光についてでありますが、平成30年度の

観光客の入り込みと宿泊施設利用状況は、観光客入

込数が147万2,000人で対前年比91％、宿泊者数が35

万4,000人で対前年比92％となりました。 

 初めに、上期の動きですが、春期はゴールデンウ

ィーク後半の天候不順などの影響もあり、入込数は

昨年を下回りましたが、宿泊者数は前年並みとなり

ました。 

夏期以降におきましては、ラグビーや陸上を初め

とする合宿受け入れによる底支えや、オホーツク網

走マラソンの開催効果はあったものの、道外客の周

遊型や個人型消費の動きが鈍く、さらに９月６日に

発生をした北海道胆振東部地震の影響を受け、入込

数、宿泊者数ともに昨年を下回りました。 

10月から12月までの第３四半期は、震災対策の

「ふっこう割」や昨年度に引き続き実施した閑散期

対策事業の効果も限定的で、道内客の入込数及び宿

泊者数は、前年を上回りましたが、道外客の動きが

弱く、入込数及び宿泊者数が前年を下回る結果とな

りました。 

１月から３月までの第４四半期は、流氷帯の勢力

が弱かったことから、流氷観光砕氷船おーろらの流

氷体験率が昨年を下回りましたが、就航率が高かっ

たことや「ふっこう割」を利用した団体客の増加に

支えられ、乗船客数は前年並みとなったものの、道

内客の動きが悪かったため、入込数・宿泊者数とも

昨年を下回る結果となりました。 

また、冬期イベントの入り込みにつきましては、

天候に恵まれ、あばしりオホーツク流氷まつり、網

走湖ワカサギ釣りは、前年を上回りましたが、流氷

絶景スライダーの利用者は、減少いたしました。 

観光施設の入館者数については、オホーツク流氷

館が対前年比88％で16万人にとどまり、博物館網走

監獄は24万2,000人で対前年比98％と前年を若干下

回りましたが、流氷観光砕氷船おーろらの乗船客数

については、天候にも恵まれたことに加え、乗客の

ＳＮＳなどによる情報発信による効果もあり、前年

同様の11万人となりました。 

外国人観光客の宿泊者数は、中国・台湾からの観

光客は前年並みでしたが、チャーター便の効果もあ

り、韓国からの観光客が増加したほか、堅調なアジ

ア諸国と欧米諸国からの宿泊者数の推移もあり、外

国人観光客全体では、対前年比101％の４万1,000人

となり、３年連続で過去最高を記録いたしました。 

 次に、オホーツク網走マラソン2019についてです

が、４月１日より開始をしたフルマラソンの一般エ

ントリーは、６月13日現在でフルマラソンの部で

1,734人、５キロの部で179人、３キロの部で43名の

合計1,956名のエントリーをいただいているところ

であります。ことしは、エントリーの申込状況が好

調で、６月13日現在になりますが、前回大会より

222名増の前年比113％となっております。今後も引

き続き、大会のＰＲを行い、参加者の増加に努めて

まいりたいと考えております。 

 次に、道の駅流氷街道網走についてですが、平成

30年度の入館者数は、胆振東部地震の影響もあり前

年度より約8,000人減少いたしましたが、オープン

以来最高であった前年に次ぐ約68万1,000人となり

ました。 

また、平成30年度末の累計入館者数は、約634万

5,000人となっております。これから、夏場の本格

的な観光シーズンに向けて、引き続き、利用者の声

を聞きながら、施設の魅力アップに努め、さらなる

利用促進を図ってまいります。 
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 次に、フィジー共和国駐日大使の御来網について

ですが、去る６月５日、フィジー共和国大使館から

イシケリ・マタイトガ駐日特命全権大使閣下が御来

網されました。滞在期間中には、フィジーのスポー

ツと文化について、市民講演会や網走小学校の児童

への講話を行っていただいたほか、ラグビーワール

ドカップの公認キャンプ地としてフィジー代表チー

ムが使用する予定の施設を御視察いただき、大使か

らは、大変よい評価をいただいたところでありま

す。 

 今後も、公認キャンプ地として万全の体制を整え

るとともに、大会の機運醸成のため、さまざまな取

り組みを行っていきたいと考えております。 

 次に、あばしり手話フェスティバルについてです

が、網走市手話言語条例の制定を記念し、６月２

日、エコーセンターにおいてあばしり手話フェステ

ィバルを開催をいたしました。このフェスティバル

は、市内手話サークルの皆様に御協力をいただい

て、企画・実施し、約100名の参加者がゲームなど

を楽しみながら、手話を学ぶとともに、聴覚障がい

者とのコミュニケーションについて理解を深めまし

た。 

 市では、今後より一層、市民一人一人の手話や聴

覚障がい者に対する理解を深め、手話を使用しやす

い環境づくりを進めるため、出前講座やパンフレッ

トの作成などに取り組んでまいりたいと考えており

ます。 

 次に、新庁舎建設に係る説明会の状況についてで

ありますが、５月29日から網走市町内会連合会など

の御協力をいただき、14地区で新庁舎建設に係る説

明会を開催をしております。今後、７月中旬までを

目途に地区町内会、ふれあいの家、老人クラブ、民

生委員、児童委員などの団体にも御協力をいただき

ながら60回程度開催をし、新庁舎建設に係る市の検

討状況や方向性などについて広く市民の皆様に周知

していきたいと考えております。 

 また、６月17日には新庁舎建設基本構想を策定し

ていただく新庁舎建設基本構想策定検討委員会を開

催し、市民公募の委員５名を含む25名の方に委員に

御就任をいただきました。この検討委員会で、基本

構想案の各種項目等の内容について御審議をいただ

き、来年の６月末ころを目途に基本構想案を答申し

ていただきたく考えております。 

 次に、建設工事についてでありますが、５月末ま

での発注状況は、約23％の発注率で、ほぼ例年並み

の発注状況となっております。引き続き、市民生活

の基盤でもある道路・上下水道等の施設の改修工事

など、重点的に進めてまいりますとともに、早期発

注に努め、工事の進捗を図ってまいります。 

 最後に、平成30年度一般会計の決算についてであ

りますが、歳入では、市税及び地方交付税で当初見

込みを上回る額を確保できました。歳出では、地域

総合整備事業債の償還財源として、減災基金から、

戸籍事務の電算化、公共施設老朽化対策など特殊事

情分として財政調整基金から１億円を取り崩すこと

により、収支の均衡を図った決算となりましたが、

経常経費の削減に努めるなどの努力により、当初予

算の取り崩し見込額より圧縮をした基金の取り崩し

となったところであります。 

 今後におきましても、引き続き財政の健全化に努

めてまいりたいと考えております。 

 以上、行政諸般の動向について申し上げました

が、網走の持つさまざまな魅力を最大限に活かしな

がら、まちづくりの実現に向けて、全力で取り組ん

でまいりたいと考えておりますので、議員の皆様を

初め、市民の皆様の特段の御理解と御協力を賜りま

すようお願いを申し上げ、今定例会の開会に当たっ

ての御挨拶とさせていただきます。 

 

○井戸達也議長 次に、日程第２、議案第１号から

議案第11号まで及び報告第１号の合わせて12件を一

括して議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

企画総務部長。 

○岩永雅浩企画総務部長 －登壇－ ただいま御上

程いただきました議案第１号及び議案第２号、議案

第４号、議案第７号、議案第11号並びに報告第１号

につきまして、一括して提案理由の御説明を申し上

げます。 

 初めに議案第１号及び議案第２号の平成31年度網

走市各会計補正予算について御説明を申し上げま

す。 

 議案資料１ページ、資料１号をごらん願います。 

 １、歳入歳出予算の補正でございますが、一般会

計では8,945万2,000円を追加、介護保険特別会計で

は、財源の補正をしようとするものでございます。 

 款項の区分及び金額につきましては、各会計議案

の第１表に記載のとおりでございます。 

 次に、補正予算の内容でございますが、別冊でお

配りしております事項別明細書をごらん願います。 
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 それでは、一般会計から御説明申し上げます。事

項別明細書７ページをお開き願います。 

なお、歳出補正額の財源内訳欄には、特定財源と

なります歳入の内訳を記載しておりますので、説明

は歳出のみとさせていただくことで、御了承いただ

きたいと存じます。 

 総務費の一般管理費、庁用車両整備費では、庁内

の各部署で使用する車両を導入する経費として500

万円の追加でございます。 

同じく市民活動費、消費生活相談事業では、市民

意識の啓発及び相談員の育成に係る経費として128

万1,000円の追加でございます。 

同じく財政調整基金費、財政調整基金積立金で

は、庁舎建設に対する寄附金の積立金として1,000

万円の追加でございます。 

民生費の高齢者福祉費、介護保険特別会計繰出金

では、低所得者の保険料軽減に係る繰出金として

1,666万円の追加でございます。 

同じく児童福祉費、子ども・子育て支援事業事務

費では、幼児教育無償化等に伴うシステム改修等に

係る経費として346万7,000円の追加でございます。

同じく子育て支援施設等利用給付費では、認可外保

育施設等利用料の無償化に係る給付費として995万

円の追加でございます。 

 農林水産業費の農業振興費、農業経営基盤確立事

業補助金では、農業用機械の導入に対する補助金と

して300万円の追加でございます。同じく畑作構造

転換事業補助金では、畑作品目の転換に対する補助

金として3,789万4,000円の追加でございます。 

 １枚めくっていただき、９ページをお開き願いま

す。 

 商工費の観光商工費では、オホーツク網走マラソ

ンの開催負担金へのスポーツ振興くじの助成に伴う

財源補正でございます。同じくチャーター便誘致対

策補助金では、国際チャーター便を女満別空港に誘

致するための補助金として220万円の追加でござい

ます。 

 教育費のスポーツ施設整備費では、陸上競技場備

品整備事業へのスポーツ振興くじの助成に伴う財源

補正でございます。 

 以上が、一般会計補正予算の内容でございます

が、今回の補正に係る一般財源所要額につきまして

は、地方特例交付金248万8,000円、地方交付税47万

3,000円を追加しようとするものでございます。 

 次に、15ページをお開き願います。 

 介護保険特別会計でございますが、保険給付費の

居宅介護・地域密着型・施設介護サービス給付費で

は、消費税引き上げに対する低所得者の介護保険料

軽減に伴う財源補正でございます。 

 以上が、平成31年度網走市各会計補正予算の内容

でございます。 

 続きまして、議案第４号網走市税条例等の一部を

改正する条例制定について提案理由の御説明を申し

上げます。 

議案資料18ページ、資料３号をごらんいただきた

いと存じます。 

 改正の趣旨でございますが、地方税法等の一部改

正に伴い、当該条例の関係部分について所要の改正

を行うものでございます。 

 改正の内容でございますが、１点目は個人市民税

における非課税措置の追加、２点目は申告書記載事

項等の簡素化、３点目は軽自動車税の環境性能割の

臨時的軽減や非課税等の規定の整備、４点目は軽自

動車税の種別割及び環境性能割の不足額の規定の整

備、５点目はグリーン化特例（軽課）の見直し、６

点目は文言整理を行うものでございます。 

本条例の施行期日及び経過措置につきましては、

３の施行期日等に記載のとおりでございます。 

続きまして、議案第７号財産の取得について提案

理由の御説明を申し上げます。 

議案資料35ページ、資料6号をごらん願います。 

取得する財産は、緊急告知防災ラジオ7,000台で

ございます。取得の理由ですが、ＦＭラジオの放送

を活用し、ラジオを通じて災害時などの緊急情報を

発信しようとするものでございます。去る５月30日

に指名競争入札を行い、入札の結果、契約の内容は

記載のとおりでございます。 

取得財産の予定価格が、網走市財産条例第２条の

規定に該当いたしますことから、本契約の締結に当

たりまして議会の議決を得ようとするものでござい

ます。 

なお、取得財産の概要につきましては、記載のと

おりでございますが、納入期限につきましては、令

和元年12月20日としております。 

続きまして、議案第11号辺地に係る公共施設の総

合整備計画の変更について提案理由の御説明を申し

上げます。 

議案資料40ページ、資料10号をごらん願いま

す。 

平成30年度に策定した総合整備計画について本年
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度以降の事業追加に伴い、計画を変更しようとする

もので、道路整備費として嘉越辺地及び浦士別辺地

で6,000万円の追加、スクールバスの整備費として

能平辺地で2,500万円を追加しようとするものでご

ざいます。 

次に、報告第１号網走市税条例の一部を改正する

条例制定に係る専決処分の報告について御説明を申

し上げます。 

議案資料41ページ、資料11号をごらん願います。 

改正の趣旨でございますが、地方税法等の一部改

正に伴い、当該条例の関係部分について、所要の改

正を行うものでございます。 

改正の内容は、ふるさと納税における個人住民税

の寄附金税額控除の見直しでございます。本条例の

施行期日及び経過措置につきましては、３の施行期

日等に記載のとおりでございます。 

ただいま御説明を申し上げました報告第１号につ

きましては、施行に緊急を要することから、地方自

治法第179条第１項の規定により令和元年５月31日

付で専決処分をさせていただきましたので、ここに

御報告を申し上げ、御承認をお願いするものでござ

います。 

以上、議案第１号及び議案第２号、議案第４号、

議案第７号、議案第11号並びに報告第１号につきま

して御説明を申し上げましたが、よろしく御審議賜

りますようお願いを申し上げます。 

○井戸達也議長 水道部長。 

○脇本美三水道部長 －登壇－ ただいま御上程を

いただきました議案第３号及び議案第９号につきま

して、一括して提案理由の御説明を申し上げます。 

 初めに、議案第３号平成31年度網走市水道事業会

計補正予算につきまして御説明を申し上げます。 

 議案資料16ページ、資料２号をごらん願います。 

 補正の内容につきましては、導水管の更新事業に

対する生活基盤施設耐震化等補助金の内示を受けた

ことに伴い、その財源を補正しようとするものでご

ざいます。 

 第１条は、総則でございます。 

第２条は、資本的収入及び支出でございます。予

算第４条に定めております資本的収入の予定額の財

源を補正するものでございます。 

 初めに、第１款資本的収入、第１項企業債を

3,795万円減額し、２億2,005万円とするものでござ

います。 

 次に、新たに第３項補助金を追加し、その額を

3,795万円とするものでございます。 

 第３条は、企業債でございます。予算第５条に定

めております限度額の予定額を補正するものでござ

います。内容は、限度額２億5,800万円を3,795万円

減額し、２億2,005万円とするものでございます。 

 導水管付設がえ工事の実施箇所につきましては、

議案資料17ページに記載のとおりでございます。 

次に、議案第９号財産の取得について御説明を申

し上げます。 

議案資料38ページ、資料８号をごらん願います。 

今回取得する財産につきましては、経年劣化によ

り機能低下や故障の著しい汚泥運搬用ダンプトラッ

クの更新を行うものでございます。去る４月25日に

指名競争入札を行い、入札の結果、契約の内容は、

議案資料に記載のとおりでございます。 

 取得財産の予定価格は、網走市財産条例第２条の

規定に該当いたしますことから、本契約の締結に当

たりまして本議会の議決を得ようとするものでござ

います。なお、取得財産の概要につきましては、議

案資料に記載のとおりでございます。 

 以上、議案第３号及び議案第９号につきまして、

提案理由の御説明を申し上げましたが、よろしく御

審議賜りますようお願い申し上げます。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 －登壇－ ただいま御上

程いただきました議案第５号網走市介護保険条例の

一部を改正する条例制定につきまして、提案理由の

御説明を申し上げます。 

議案資料30ページ、資料４号をごらん願います。 

 趣旨でありますが、低所得者の保険料軽減強化に

係る介護保険法施行令及び介護保険の国庫負担金の

算定に関する政令の一部を改正する政令が、交付さ

れたことに伴いまして、低所得者の介護保険料額を

変更するため、当該条例の所要の改正を行うもので

あります。 

 内容でありますが、一つ目は、中段の介護保険料

段階表にお示しのとおり所得段階が第１段階から第

３段階に該当する低所得者の介護保険料額の改正、

二つ目は、改元による元号の改正を行うものであり

ます。 

 施行期日でありますが、交付の日から施行し、平

成31年４月１日から適用するものであります。 

 経過措置でありますが、改正後の網走市介護保険

条例の規定につきましては、平成31年度以後の年度

分の介護保険料に適応することとし、平成30年度以
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前の年度分の介護保険料につきましては、なお、従

前の例によることを定めるものでございます。 

 以上、御説明を申し上げましたが、よろしく御審

議賜りますようお願い申し上げます。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○酒井博明市民環境部長 －登壇－ ただいま御上

程いただきました議案第６号網走市国民健康保険条

例の一部を改正する条例制定について提案理由を御

説明申し上げます。 

議案資料の32ページ、資料５号をごらんいただき

たいと存じます。 

 条例改正の趣旨でございますが、国民健康保険料

の付加限度額の引き上げ及び保険料の軽減判定所得

の見直しを内容とする国民健康保険法施行令の一部

を改正する政令が公布されましたことから、当市に

おいても同様の措置を講ずるため、当該条例の所要

の改正を行おうとするものでございます。 

 改正の内容でございますが、目次と本文のずれを

改め、次に、国民健康保険料のうち、基礎賦課限度

額を58万円から61万円に改定しようとするものでご

ざいます。 

 また、被保険者均等割額及び世帯別平等割額を軽

減する所得判定基準について５割軽減の基準につい

ては、被保険者数に乗じる金額27万5,000円を28万

円に、２割軽減の基準については、被保険者数に乗

ずる金額50万円を51万円に、それぞれ引き上げよう

とするものでございます。 

 施行期日につきましては、公布の日から施行し、

平成31年４月１日から適用しようとするものでござ

います。 

なお、改正後の規定は、平成31年度以後の年度分

の保険料について適応し、平成30年度分までの保険

料につきましては、従前の例によるものでございま

す。 

 以上、議案第６号につきまして提案理由の御説明

を申し上げましたが、よろしく御審議賜りますよう

お願い申し上げます。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○佐々木浩司建設港湾部長 －登壇－ ただいま御

上程いただきました議案第８号財産の取得について

提案理由の御説明を申し上げます。 

議案資料36、37ページ、資料７号をあわせてごら

んいただきたいと存じます。 

 取得する財産は、除雪グレーダー１台でございま

す。現車両につきましては、購入から25年が経過

し、老朽化による故障が多くなっているため、車両

の更新を行うものでございます。 

 去る５月９日に指名競争入札を執行いたしました

結果、契約の内容につきましては、議案資料に記載

のとおりでございます。 

 取得財産の予定価格は、網走市財産条例第２条の

規定に該当いたしますことから、本契約の締結に当

たりまして本議会の議決を得ようとするものでござ

います。なお、取得財産の概要・仕様につきまして

は、議案資料に記載のとおりでございます。 

 以上、議案第８号につきまして提案理由の御説明

を申し上げましたが、よろしく御審議賜りますよう

お願い申し上げます。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○林幸一学校教育部長 －登壇－ ただいま御上程

いただきました議案第10号財産の取得について提案

理由の御説明を申し上げます。 

議案資料の39ページ、資料９号をごらんいただき

たいと存じます。 

 取得する理由及び財産の概要ですが、市内小・中

学校のうち、郊外校に通学する児童・生徒の登下校

のため運行しているスクールバスについて、老朽化

が進んでいることから新規に購入するものでござい

ます。金額は2,289万6,000円、取得の相手方は、東

北海道いすゞ自動車株式会社網走営業所でございま

す。納入期限は、令和２年２月28日としておりま

す。 

 以上、議案第10号につきまして御説明を申し上げ

ましたが、よろしく御審議賜りますようお願い申し

上げます。 

○井戸達也議長 以上で、議案の提案理由の説明を

終わります。 

 なお、ただいま提出されました案件につきまして

は、議会運営委員会の決定に基づきまして、後日各

会派１名による大綱質疑を行い、大綱質疑終了後は

所管の委員会に付託し、細部審査を行うことになり

ます。 

 

○井戸達也議長 以上で、本日の議事日程は全て終

了いたしました。 

 開会当初に決定しました審議日程に従いまして、

再開は20日、午前10時としますから参集願います。 

 本日は、これで散会します。 

 御苦労さまでした。 

午前10時41分散会 
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○議事日程第２号 

令和元年６月20日午前10時00分開議 

日程第１ 議案第１号～第11号 

報告第１号 

─────────────────────── 

○本日の会議に付した事件 

議案第１号 平成31年度網走市一般会計補正予算

（各委員会付託） 

議案第２号 平成31年度網走市介護保険特別会計

補正予算（文教民生委員会付託） 

議案第３号 平成31年度網走市水道事業会計補正

予算（総務経済委員会付託） 

議案第４号 網走市税条例等の一部を改正する条

例制定について（同） 

議案第５号 網走市介護保険条例の一部を改正す

る条例制定について（文教民生委員

会付託） 

議案第６号 網走市国民健康保険条例の一部を改

正する条例制定について（同） 

議案第７号 財産の取得について（総務経済委員

会付託） 

議案第８号 財産の取得について（同） 

議案第９号 財産の取得について（同） 

議案第10号 財産の取得について（文教民生委員

会付託） 

議案第11号 辺地に係る公共的施設の総合整備計

画の変更について（総務経済委員会

付託） 

報告第１号 網走市税条例の一部を改正する条例

制定に係る専決処分の報告について

（同） 

─────────────────────── 

○出席議員（１６名） 

石 垣 直 樹 

井 戸 達 也 

小田部   照 

金 兵 智 則 

川原田 英 世 

工 藤 英 治 

栗 田 政 男 

近 藤 憲 治 

澤 谷 淳 子 

立 崎 聡 一 

永 本 浩 子 

平 賀 貴 幸 

古 田 純 也 

松 浦 敏 司 

村 椿 敏 章 

山 田 庫司郎 

─────────────────────── 

○欠席議員（０名） 

─────────────────────── 

○説明のため出席した者 

 市     長    水 谷 洋 一 

 副 市 長    川 田 昌 弘 

 企画総務部長    岩 永 雅 浩 

 市民環境部長    酒 井 博 明 

 健康福祉部長    桶 屋 盛 樹 

 農林水産部長    川 合 正 人 

 観光商工部長    後 藤 利 博 

 建設港湾部長    佐々木 浩 司 

 水 道 部 長    脇 本 美 三 

 企画調整課長    北 村 幸 彦 

 総務防災課長    伊 倉 直 樹 

 財 政 課 長    古 田 孝 仁 

…………………………………………………………… 

 教  育  長    三 島 正 昭 

 学校教育部長    林   幸 一 

 社会教育部長    猪 股 淳 一 

 

○事務局職員 

事 務 局 長    大 島 昌 之 

次     長    細 川 英 司 

総務議事係長    高 畑 公 朋 

総務議事係主査    寺 尾 昌 樹 

      係    早 渕 由 樹 

 

午前10時00分開議 

○井戸達也議長 おはようございます。 

 本日の出席議員は16名で、全議員が出席しており

ます。 

 ただいまから、本日の会議を開きます。 

令和元年第２回定例会 

網 走 市 議 会 会 議 録 第 ２ 日 

令和元年６月 20 日（木曜日） 
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○井戸達也議長 本日の会議録署名議員として、小

田部照議員、工藤英治議員の両議員を指名します。 

 

○井戸達也議長 本日の議事日程は、既に印刷して

配付の第２号のとおりであります。 

日程に従い、直ちに議事に入ります。 

 

○井戸達也議長 日程第１、既に一括上程中の議案

第１号から議案第11号まで及び報告第１号の合わせ

て12件を議題とし、大綱質疑を行うわけですが、通

告がありませんので、お手元に配付しております議

案付託区分表のとおり、所管の各常任委員会に付託

の上、会期中に審査することにしたいと思います

が、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認め、そのように決定しました。 

 

○井戸達也議長 以上で、本日の議事日程は全て終

了しました。 

 本議会の審議日程に従いまして、各委員会議案等

審査のため、これより本会議を休会とし、再開は25

日午前10時としますから、参集願います。 

 本日は、これで散会します。 

 御苦労さまでした。 

午前10時02分散会 
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○議事日程第３号 

令和元年６月25日午前10時00分開議 

日程第１ 一般質問 

─────────────────────── 

○本日の会議に付した事件 

 一般質問 （村椿議員、古田議員、澤谷議員、永本

議員、川原田議員、小田部議員、近藤

議員） 

─────────────────────── 

○出席議員（１６名） 

石 垣 直 樹 

井 戸 達 也 

小田部   照 

金 兵 智 則 

川原田 英 世 

工 藤 英 治 

栗 田 政 男 

近 藤 憲 治 

澤 谷 淳 子 

立 崎 聡 一 

永 本 浩 子 

平 賀 貴 幸 

古 田 純 也 

松 浦 敏 司 

村 椿 敏 章 

山 田 庫司郎 

─────────────────────── 

○欠席議員（０名） 

─────────────────────── 

○説明のため出席した者 

 市     長    水 谷 洋 一 

 副 市 長    川 田 昌 弘 

 企画総務部長    岩 永 雅 浩 

 市民環境部長    酒 井 博 明 

 健康福祉部長    桶 屋 盛 樹 

 農林水産部長    川 合 正 人 

 観光商工部長    後 藤 利 博 

 建設港湾部長    佐々木 浩 司 

 水 道 部 長    脇 本 美 三 

 健康福祉部次長    武 田 浩 一 

 観光商工部次長    田 口   徹 

 企画調整課長    北 村 幸 彦 

 総務防災課長    伊 倉 直 樹 

 職 員 課 長    寺 口 貴 広 

 財 政 課 長    古 田 孝 仁 

 市民活動推進課長    田 邊 雄 三 

 生活環境課長    近 藤   賢 

 健康推進課長    永 森 浩 子 

 社会福祉課長    岩 尾 弘 敏 

 介護福祉課長    高 橋 善 彦 

 子育て支援課長    清 杉 利 明 

 観 光 課 長    大 西 広 幸 

 商工労働課長    秋 葉 孝 博 

 観光商工部参事    高 井 秀 利 

 観光商工部参事    前 田 関 羽 

 建 築 課 長    小 原   功 

 都市整備課長    立 花   学 

 都市管理課長    柏 木   弦 

 都市管理課参事    澁 谷 一 志 

…………………………………………………………… 

 学校教育部長    林   幸 一 

 社会教育部長    猪 股 淳 一 

 学校教育部次長    大 西   篤 

 社会教育部次長    岩 本 博 隆 

 学校教育課長    小 松 広 典 

 社会教育課長    吉 村   学 

 スポーツ課長    阿 部 昌 和 

  

 選管事務局長    伊 倉 直 樹 
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○井戸達也議長 おはようございます。 

本日の出席議員は16名で、全議員が出席しており

ます。 

 ただいまから、本日の会議を開きます。 

 

○井戸達也議長 本日の会議録署名議員として、近

藤憲治議員、栗田政男議員の両議員の両指名しま

す。 

 

○井戸達也議長 本日の議事日程は、既に印刷して

配付の第３号のとおりであります。 

日程に従い、直ちに議事に入ります。 

 

○井戸達也議長 日程第１、一般質問を行います。 

前例に従い、通告順に発言を許します。 

 村椿敏章議員。 

○村椿敏章議員 －登壇－ おはようございます。

日本共産党議員団の村椿敏章です。 

 質問をする前にお礼と決意を述べたいと思いま

す。さきの選挙では、多くの市民の方から応援をい

ただき、市議会議員となることができました。この

場をお借りしてお礼を申し上げます。市民の負託に

応えられるよう努力していく所存です。 

 また、先日６月18日におきた山形県沖地震で被災

された住民の方々にお見舞いを申し上げます。 

 私は昨年暮れまで32年間、網走市役所の皆さんと

一緒に仕事をさせていただきました。大変お世話に

なりました。ありがとうございました。 

私がなぜ市議を目指したのか。 

網走は農林水産業や観光資源に恵まれたすばらし

いまちです。そのまちが、国の進める政策の中で、

市民の暮らしが脅かされています。働く人の給料が

減り、年金が減らされる。農林漁業も昔のような活

気はありません。商店街はシャッターが下りたまま

のお店がふえる。高校を卒業しても働く場所がな

い。子供を産み育てたくても、給料が安くて大変

だ。人口はふえず、減る一方です。 

 地方自治法第２条に、地方自治体の役割は住民の

安全と健康及び福祉の保障と書かれています。国の

言いなりではなく、国の悪政から市民の命と暮らし

を守るのが自治体の本来の役割だと思います。 

 このすばらしい網走市を少しでも住みやすくした

い、元気にしたいというのが市議を目指した理由で

あります。 

 それは今、ここにいらっしゃる市議の皆さん、市

長を初めとする市役所の皆さんと気持ちは同じだと

思っています。微力ではありますが、あったかい市

政を目指して精一杯仕事してまいりますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 それでは質問いたします。 

 昨年12月に、大曲１丁目の市営住宅の住人と網走

市との意見交換会があったと聞きます。市営住宅に

ついて、公営住宅法には次のように書かれていま

す。公営住宅は国及び地方公共団体が協力して、健

康で文化的な生活を営むに足りる住宅を整備し、こ

れを住宅に困窮する低額所得者に対して、低廉な家

賃で賃貸することにより、国民生活の安定と社会福

祉の増進に寄与することが目的としています。その

認識の上で、次の質問をするものです。 

まず、大曲と台町の入居状況についてお伺いしま

す。網走市が管理する市営住宅の概要について伺い

ます。また大曲１丁目の市営住宅及び台町３丁目の

市営住宅の入居状況についてお伺いいたします。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○佐々木浩司建設港湾部長 市営住宅の概要であり

ますが、市では平成30年度末において15団地、180

棟1,800戸を管理しており、そのうち空き家は438戸

となっております。 

 大曲１丁目市営住宅の平成30年度末の入居状況で

ございますが、７棟76戸のうち、入居されている住

戸は55戸となっております。 

 また、台町３丁目の市営住宅の平成30年度末の入

居状況は10棟118戸のうち、入居されている住戸は

100戸となっております。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 わかりました。 

 次に、市営住宅への入居の希望状況について伺い

ます。 

 ５月の広報あばしりでは、入居の募集をしており

ましたが、大曲や台町が一覧表に載っておりません

でした。募集されていないのはなぜですか。その理

由について伺います。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○佐々木浩司建設港湾部長 市では、市営住宅の募

集に当たり５月、８月、10月、12月、２月の年５回

公募を実施しております。公募をする住宅は撤去後

の修繕が完了したものから順次行うこととしてお

り、５月の公募で大曲団地及び台町団地の公募がな

かったことにつきましては、公募可能な住戸がなか

ったことによるものでございます。 



- 17 -  

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 先ほど聞いた中では、大曲でいく

と21戸あいておりまして、それから台町でも何戸か

あいていると思うのですが、そういった場合でも募

集をしないものなのでしょうか。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○佐々木浩司建設港湾部長 空き住宅で募集可能な

ものについては随時募集を行っております。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 随時募集をしているということで

すね。 

 それでしたら、広報あばしりへの掲載の中で、空

き住宅について随時募集しているという文を入れる

など、市民に広く伝わるよう、わかりやすいものに

していただきたいと思います。 

 次の質問をいたします。 

 住民からの要望について質問いたします。昨年12

月に大曲の町内会で意見交換会があったと聞いてお

りますが、その町内会で出された要望について、ど

のような要望があったのか伺います。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○佐々木浩司建設港湾部長 昨年12月５日に開催さ

れた大曲１丁目市営住宅入居者で構成されている町

内会との意見交換の中で出されました要望につきま

しては、老朽等に伴う住戸の修繕要望や入居者が行

う修繕範囲の確認について、また町内会で管理して

いるごみステーションの改善や、空き物置の利用に

ついて、さらに、入居者のマナーや住みかえに関す

ることなど、11項目の要望がございました。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 今のお答えの中に、住みかえにつ

いて話があった、要望があったとのことですが、今

まで住みかえの事例はありましたか。 

 また、今回その入居者が少ないと思うのですが、

その１棟に入居者が少ないと、住人の共益費の負担

が多いと思いますが、どのような対応をしているの

か伺います。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○佐々木浩司建設港湾部長 まず住みかえについて

でございますが、住みかえの理由につきましては同

居者の数の変動、また加齢、病気によるものなどが

ございます。同居者数の変動によるものにつきまし

ては、平成28年度で５件、29年度で１件、30年度で

１件ございました。また、加齢、病気等によるもの

につきましては、平成29年度で２件、30年度で１件

がございました。 

 共益費につきましては、未納者につきましては個

別に納入のお願いをしている状況でございます。ま

た、入居者が少ない期間は、共益費等の負担が大き

くなると思われるため、市では草刈り等を実施して

いただいている町内会へ環境整備費として年最大１

万円として助成をしているものでして、そうしたも

のを活用して対応していただきたいと思っておりま

す。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 わかりました。 

 次の質問に移ります。 

要望について、全体的に市はどのような認識を持

っているのか伺います。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○佐々木浩司建設港湾部長 要望につきましては、

入居者の立場に立って対応することが重要と考えて

おり、今回の要望に関しましても個別に状況を確認

し、必要な改善等の取り組みを実施しているところ

でございます。 

 なお、今回の要望に対しましては、窓口となって

いただいた町内会長へ文章による回答とあわせ、個

別にも説明を行うなどの対応を行ってまいりました

ことから、一定の御理解を得られたものと考えてご

ざいます。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 次の質問に移ります。ありがとう

ございます。 

網走の公共施設について、長寿命化計画というも

のがあると思いますが、市営住宅の長寿命化計画は

あるのか伺います。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○佐々木浩司建設港湾部長 市では、平成23年度に

網走市公営住宅等長寿命化計画を策定しておりま

す。平成30年度に計画の見直しを行い、平成29年度

に策定した網走市住宅供給計画、平成30年度に策定

した潮見団地建てかえ基本計画などを反映させた計

画としております。 

なお、計画の期間につきましては2019年度から

2028年度の10年間でございます。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 その大曲１丁目の住宅ですけれど

も、鉄筋コンクリート造だと思います。耐用年数は

何年なのか、あと何年使用可能なのか伺います。同

じく台町３丁目の公住についてもお答えください。
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お願いします。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○佐々木浩司建設港湾部長 市営住宅の耐用年数

は、公営住宅法により、鉄筋コンクリート造の場合

70年、コンクリートブロック造の２階建ては45年、

平屋建てについては30年でございます。 

 大曲団地には１棟のみ昭和48年建設のコンクリー

トブロック造平屋建てがあり、既に耐用年数を経過

しておりますが、ほかは昭和58年、59年に建設され

た鉄筋コンクリート造ですので、適切に維持修繕を

行っていくことでまだ30年以上使用可能と考えてお

ります。 

 また、台町団地には昭和55年、56年に建設された

コンクリートブロック造２階建てがあり、あと数年

で耐用年数を迎えますが、ほかは昭和57年から59年

にかけて建設された鉄筋コンクリート造ですので、

こちらにつきましては適切に修繕を行っていくこと

でまだ30年以上使用可能であると考えてございま

す。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 今のお答えでは、あと30年使用可

能だということなのですが、今、入居されている方

が不便に感じていることを解消するためにも、それ

から若い人が新たに入ってこれるようにリフォーム

を検討することはできないのでしょうか、伺いま

す。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○佐々木浩司建設港湾部長 住宅供給計画や長寿命

化計画でも、将来の人口減少に伴い、市営住宅の管

理戸数を縮減していくこととしてございます。 

 主に老朽化した団地や住棟から縮小を進めること

になりますが、入居状況によっては集約化等の検討

が必要となると考えております。 

 他の自治体の中には、団地の建てかえや集約化に

伴い、使用を継続する住棟の大規模改修を行ってい

るところもございますが、市では今後の入居状況を

よく見ていく必要があると考えており、修繕につき

ましては当面、都度対応することとして考えてござ

います。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 わかりました。復元するというこ

とですね。それから集約化の計画があるということ

がわかりました。 

 大曲１丁目及び台町３丁目の今後の改修の計画に

ついて、どのように考えているのか伺います。今と

同じ答えになるかもしれませんが、計画があれば教

えてください。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○佐々木浩司建設港湾部長 市営住宅の長寿命化対

策につきましては、長寿命化計画に基づき、国の交

付金を活用しながら工事を進めることと考えており

ます。 

大曲１丁目及び台町３丁目につきましては、過年

度に屋根及び外壁の塗装工事を実施しておりますの

で、現計画期間での工事の予定はありませんが、今

後、劣化の状況を見ながら、必要に応じ、長寿命化

のための工事を実施していくこととしております。 

また、老朽化に伴う住戸の修繕等につきましては

都度、維持修繕予算の中で対応してまいりたいと考

えております。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 大規模なリフォームということは

考えていないということがわかりました。また、様

子を見たいということですが、先ほどリフォームが

できないかと言いましたが、築30年もたっており、

お風呂を初め水回りなど、改修が必要な時期が来て

いるのではないかと思います。 

 現在、76戸のうち21戸あいている状況ですから、

住みかえを進めて、１棟丸ごと改修することも検討

すべきではないかと考えます。 

 今後、入居が進まない場合や、高齢化する入居者

のことを考えて、ぜひ検討してほしいと思います

が、いかがお考えか伺います。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○佐々木浩司建設港湾部長 先ほども答弁させてい

ただきましたが、今後の入居者の動向を見て、その

大型のリフォーム等が可能かどうか見極めたいと考

えております。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 わかりました。よろしくお願いい

たします。 

 次の質問に移ります。 

通学路の安全についてです。歩道で信号待ちなど

をしていた歩行者が、突然突っ込んできた自動車に

はねられ死傷する悲惨な事故がなくなりません。５

月８日に滋賀県大津市の事故は、２台の車が交差点

で衝突し、１台が歩道に乗り上げ、信号待ちをして

いた散歩中の保育園児らをはね、園児二人が死亡、

一人が重体、保育士を含む13人が重軽傷を負ったも

のです。その直前の４月19日には、東京都豊島区で
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横断歩道を渡っていた母子らが、暴走した車にはね

られ、10人が死傷した事故がありました。また、４

月21日には、神戸市で市営バスが横断歩道を渡って

いた歩行者をはね、８人を死傷させた事故など、相

次いで発生しました。いずれの事故も、歩行者側に

は落ち度はありません。普通に歩いていて命を奪わ

れる、理不尽というほかありません。 

 どうしたら、このような悲惨な事故をなくせるの

か、子供を危険から守ることができるのか、考えな

くてはならないと思います。 

 そこで質問いたします。大津市で起きた事故をき

っかけに、保育園の散歩コースや学校の通学路の安

全点検などが全国で行われていると聞きます。網走

市の通学路の安全点検の状況について伺います。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○林幸一学校教育部長 学校通学路の安全点検の状

況につきましては、各学校で点検を行い、危険と思

われる箇所を教職員間で共有することとしておりま

す。 

また、通学路の安全確保に向けた取り組みを行う

ため、各道路管理者、警察署、防犯協会、保護者団

体などの各部署で構成されます網走市子供の安全確

保連絡会議による通学路交通安全等プログラムを策

定し、関係機関が連携して、通学路の安全対策を図

ることとしております。 

 本プログラムの具体的な内容につきましては、地

域や市内小中学校より要望のありました危険箇所に

ついて、関係機関、必要に応じて学校、ＰＴＡ、町

内会などが参加する合同点検を行い、箇所ごとにイ

ンフラ整備などのハード対策及び安全教育などのソ

フト対策を検討しながらとり進めているところでご

ざいます。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 わかりました。 

 2012年４月にも、同じような事故が起きていま

す。京都府亀岡市、集団登校中の小学生らの列に車

が突っ込み、10人が死傷した事故がありました。そ

の後、政府は全国の通学路の危険箇所を緊急点検

し、一定の改善を図る取り組みを実施しました。 

 網走でも2012年以降に、交通安全に関する対策が

進んでいると思われますが、どのような対策が行わ

れてきたのか伺います。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○林幸一学校教育部長 交通安全対策についてでご

ざいますが、学校におきましては児童生徒が交通事

故に遭わないための取り組みとして、自転車の乗り

方の指導や交通安全指導員を講師として招いての交

通安全教室を実施しているほか、集団下校の訓練と

して実際に教員が交通安全の指導も行っておりま

す。 

 また、危険箇所に関する対策として、通学路交通

安全プログラム等で検討した箇所について、順次、

改善などの整備を進めているところでございます。 

 初年度となる平成28年度は、中央小校区の北西地

区、網走小校区、第一中学校校区の駒場北地区の歩

道整備のほか、改善が必要な箇所の整備を順次進め

てきております。 

 昨年度におきましては、網走小校区の駒場北、鉄

南、中央小校区であります北西の総延長241メート

ルの歩道整備のほか、西小校区の歩道整備のため必

要となります道路排水の改善を事前に実施したとこ

ろでございます。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 生徒への指導や、それから安全点

検プログラムに基づいて対応していると理解しま

す。引き続き、点検をしていただくことを要望しま

す。 

次の質問に移ります。 

昨年11月に日本共産党松浦議員がアンケートを行

いました。そこでは、錦町に信号機をつけてほし

い、錦町会館前に横断歩道があるが、全然とまらな

いため、子供、お年寄りのことを考えて信号機をつ

けてほしいとありました。 

錦町地区では、西山通ができたことにより交通量

がふえており、毎年のように事故が起きています。

この道路も、小学生の通学路となっていると思いま

すが、地域の変化や現場の実情に即して、ガードレ

ールや信号の増設について、必要な予算を確保して

対策を進めることが急務だと考えますが、どう考え

ているのか伺います。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○佐々木浩司建設港湾部長 西山通におきまして

は、特に冬型の事故が多いと認識しておりまして、

対策として凍結防止剤及びびり砂利等の散布を実施

しているところでございます。 

 歩行者の防護のガードレール等につきましては、

今後の事故の危険性等を総合的に勘案し、検討して

まいりたいと考えております。 

 信号機の設置につきましては、所管が公安委員会

でございますので、これまでも市から要望を出して
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おりますが、今後も引き続き関係部署等と連携し、

要望してまいりたいと考えてございます。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 信号については公安委員会という

ことなのですけれども、今、信号機のついていない

横断歩道が各所にあるのですけれども、なかなか信

号機がないと運転手、なかなか歩行者が立っていて

もとまれない、私も以前はその横断歩道というのを

余り意識していなくて、そのまますーっと通ってし

まうことが多かったのですね。なので、できれば、

先日もその横断歩道のところを渡ってみたのですけ

れども、私が横断歩道を渡ろうとするとやっと車が

とまるというところなので、歩行者が渡るという意

思を示すような旗を設置するとか、以前、横断歩道

のところには横断旗というのが設置されていたと思

うのですが、そういうものを設置するなどして、横

断歩道を市民が安全に利用できるようなことを検討

していただけたらと思います。 

 次の質問に移ります。 

同じくアンケートでは、これは昨年の話ですけれ

ども、車道の白線がことし初めて塗りかえられませ

んでした。今までは毎年、雪が解けて５月中ごろか

ら新しく引かれていました。最近はほとんど見え

ず、危険がいっぱいです。春には必ず引いてほしい

です。交通安全のために、住人の命を守るために、

とありました。 

 そこでお聞きします。白線を引き直す予算という

のは、毎年幾ら計上しているものか伺います。ま

た、先ほど言った横断歩道の白線なのですけれど

も、横断歩道の白線も塗りかえられていない状況が

ありますが、いかがお考えなのか伺います。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○佐々木浩司建設港湾部長 区画線につきましては

近年、年間で600万円から700万円の予算を計上し、

幹線道路のセンターラインを優先して施工しており

ます。施工延長は線種にもよりますが年間で約20キ

ロの施工を行っております。 

 今年度は４月下旬に発注し、施工はほぼ完了して

いる状況でございますが、今後も必要な予算を確保

し、区画線を施工してまいりたいと考えておりま

す。 

 また、横断歩道につきましては、所管がこちらも

公安委員会でございまして、公安委員会の基準によ

って塗りかえ等を進めていると思いますが、こちら

についても道路管理者として必要があれば、塗りか

え等の要望も検討してまいりたいと思います。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 実際、横断歩道の白線が見えづら

い場所は、市内各地の至るところにあります。それ

は信号機のある横断歩道もそうですし、信号機のな

いところの横断歩道もそのように見受けられます。

ぜひ、公安委員会のほうに要請していただきたいと

思います。 

 次の質問に移ります。 

保育園の散歩コース及び幼稚園の散歩コースにつ

いて、市として把握しているようであれば、交通量

の多い場所など、散歩コースに危険な箇所がないの

か伺います。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 保育園の散歩コースの安

全点検についてでありますが、今回の痛ましい事故

を受け、保育園、幼稚園におきまして、散歩の際に

コースに係る危険箇所等の点検、再確認を行ってい

るところでございます。 

 今回の安全点検では、新たな危険箇所はないとの

ことでありますが、従来から実施している安全対策

の徹底はもとより、一層の安全確認を職員間で情報

共有するなど、注意喚起を行っているところでござ

います。 

 散歩コースによりましては、交通量の多い道路を

横断する場合もありますが、全ての園におきまし

て、信号機のある横断歩道を渡る、信号待ちの際は

道路から離れて待機する、３歳未満児は交通量の少

ないコースを選択するといった対応をしておりまし

て、また危険箇所等があればコースを変更するな

ど、一層の安全確認に努めているところでございま

す。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 今の安全点検では、危険なところ

は見受けられなかったということなのですけれど

も、同じく交通量の多い道路ですね。この間の大津

市の事故は、交通量の多いところだったのですよ

ね。その交通量の多い道路というのは、どこを指し

ているのかお伺いします。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 危険と思われる散歩コー

スの把握といったことでございますけれども、詳細

のルートは各園把握しておりませんけれども、散歩

の頻度や目的地、また所要時間も20分から60分と、

園ごとに相違している状況が見受けられます。 
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 幼稚園、保育園の立地条件でも異なるのですけれ

ども、町中にあれば相当交通量も多いというような

ことになりますので危険が生じるというような場合

もございます。今回の事故を受けまして、改めて各

園に確認しておりますけれども、危険箇所の報告や

改善要望は受けておりませんが、情報共有をしなが

らそういった箇所があれば、関係機関と連携をし、

把握に努めていきたいというふうに考えてございま

す。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 ありがとうございます。 

 次に、今の交通量の多い道路というところもあっ

たのですが、その散歩コースに危険な箇所が今後、

見受けられるようであれば、ガードレールを設置す

るなど、安全対策が必要と考えますが、市の考え方

をお伺いします。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○佐々木浩司建設港湾部長 散歩に関する安全対策

につきましては、日ごろから散歩の方法、道路状

況、環境等の変化に合わせたコース変更など、園側

においても対策されていると認識しております。 

 その上で、さらにハード面においても恒常的な対

策が必要である状況を確認した場合につきまして

は、保育園を所管する部署とも協力し、危険等を総

合的に勘案して設置等を検討してまいりたいと考え

ております。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 わかりました。 

 交通事故は突然、急に起こるものではなくて、ひ

やっとしたり、はっとしたり、そういうところが何

度もある中で起きるものだと思っています。 

今後とも、子供たちや学校、市民からの危険だと

いう声を十分に聞いていただき、事故が起きないよ

う安全対策をしていただきたいと思います。 

 以上で質問を終わります。ありがとうございまし

た。 

○井戸達也議長 古田純也議員。 

○古田純也議員 －登壇－ 志誠会の古田純也でご

ざいます。 

通告に従いまして、質問させていただきます。 

成年後見制度に対する質問です。医療技術の発

達、健康推進の活性化に伴い、日本人の平均寿命は

どんどん伸びている。長生きゆえに、長生きのリス

クの一つ、認知症は、厚生労働省が発表する推計は

2025年には認知症患者数は700万人前後に達し、65

歳以上の高齢者の約５人に一人を占める見込みとな

っております。 

そこで、現在の網走市の認知症と認定されている

数をお伺いいたします。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 認知症の認定者数につい

てでありますが、当市における本年３月末の65歳以

上の人口１万1,135人のうち、要支援、要介護認定

者数は1,795人となっております。 

 要支援、要介護認定者における認知症有病者は

1,595人、14.3％となっており、このうち、日常生

活に支障を来し、注意が必要とされる認知症日常生

活自立度判定基準ランク２以上に該当する方は

1,165人、10.5％となっております。 

○井戸達也議長 古田議員。 

○古田純也議員 認知症傾向にもあると設定されて

いる方に対し、認知症に対する正しい知識や予防の

方法の教室も開催されているようで、認知症を正し

く理解するためにも、今後も啓発活動に努めていた

だきたいと思います。 

 認知症以外でも知的障害、精神障害などの理由で

判断能力が不十分な人の財産と権利を守る制度とし

て、成年後見制度がありますが、網走市の成年後見

制度の現状についてお伺いいたします。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 成年後見制度の現状につ

いてでありますが、裁判所が所管となるため、当市

全体の成年後見制度の利用状況は把握できません

が、市が確認できる現状といたしましては、平成27

年度から取り組んでいる市長による後見等の審判の

申し立て及び平成27年度から取り組んでいる市民後

見人に関する状況となっております。 

 現在、３名の専門職と11名の市民後見人が成年後

見人等に選任され、19件の後見等業務を行ってお

り、内訳といたしましては後見が９件、補佐が９

件、補助が１件といった状況でございます。 

○井戸達也議長 古田議員。 

○古田純也議員 理解いたしました。 

 高齢化に伴い、認知症高齢者の増加や、先ほどお

聞きしました網走市社会福祉協議会の成年後見相談

支援事業による後見人制度の活発的な周知活動によ

り、制度を利用される方が徐々にふえているとお聞

きしました。市民後見人として活動されている方

は、平成31年４月30日現在、11名のようですが、需

要と供給は現在、一致されているのかお伺いいたし
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ます。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 市民後見人の需要と供給

についてでありますが、平成26年度と平成29年度に

市民後見人を養成しており、現在17名が登録してお

ります。 

 現状におきましては充足している状況にあります

が、裁判所が市民後見人を選任する事例が増加傾向

にあり、今後、制度を必要とする高齢者等の増加が

見込まれるため、令和２年度に市民後見人養成研修

を実施することで計画しております。 

○井戸達也議長 古田議員。 

○古田純也議員 市民後見人になるためには、二つ

の要件があるらしくて、市内在住の方で福祉に理解

と熱意のある方が１点。２点目は、平日開催の講演

会出席、施設実習等合計50時間が必要と回答があり

ました。なかなか現役世代では、職場の理解がない

と難しい問題だと私は思いましたが、市民が市民を

支える地域づくりとしては重要な支援事業だと思い

ますので、今後も周知活動を進めていただければと

思います。 

 続いての質問に入ります。 

市内小学校及びエコーセンターの安全対策につい

てです。 

 以前、私の仕事柄、小中学校の校内の出入りで気

になったことがあります。職員玄関からも出入りは

しっかりと施錠されており、部外者が入る際はモニ

ターで確認され、要件を伝え、施錠が解除され入り

ますが、児童玄関は比較的、児童以外でも誰もが簡

単に入れるなと思いました。 

 もちろん、登下校時間に限ってだと思いますが、

その誰もが入りやすい時間帯の危機管理、または安

全対策についてお伺いいたします。登下校時間帯の

児童玄関の不審者侵入防止策は現状、どのようにな

っているかお示しください。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○林幸一学校教育部長 児童玄関の不審者侵入防止

対策についてでございますが、学校におきましては

低学年児童の登下校の際には、教員が学校敷地内に

おいて声かけ、見守りの安全指導を行っておりま

す。市内の小中学校では、児童玄関は原則として授

業中、施錠することとし、部外者の出入りに関しま

しては、議員お話しのとおり、全校がオートロック

の職員玄関でインターホンによる確認を経て、管理

しているところでございます。 

○井戸達也議長 古田議員。 

○古田純也議員 児童生徒を取り巻く環境は日々変

化しております。起こるかわからない事故にきちん

と備えることが、今後も重要だと私は思います。 

 次に、校内に不審者が侵入してしまい、児童生徒

に危害を加えるような状況の発生を想定した対応策

の有無と、その内容についてお伺いいたします。 

 あわせて、小中学校における暴漢対策で使用する

備品の現状についてお示しください。現状では、暴

漢を取り押さえるためのさすまたが常備されている

とお伺いしております。正しい使い方の習得はどの

ように行っていますか。また、非力な人、力の弱い

人では、さすまたで暴漢を取り押さえることは困難

であると思われます。 

 そこで、催涙スプレーなども備えておく必要があ

ると考えますが、認識をお聞かせください。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○林幸一学校教育部長 不審者が侵入した場合の対

応策についてでございますが、各学校におきまして

は安全教育の指導計画やマニュアル作成をしており

ます。 

 これらの計画の主な内容は、学校の施設、設備の

安全点検、通学を含めた学校生活、その他の日常生

活における安全に関する指導、教職員に対する研修

でありますけれども、学校における侵入者に対する

対応につきましては、この中の危機管理マニュアル

において対応を定めております。 

 不審者の侵入があった場合には、児童生徒への避

難指示、校内への不審者侵入の周知と警察への通

報、さすまたなどによる不審者の移動阻止を行うこ

ととしているところでございます。 

 また、暴漢対策用備品の使用方法と現状について

でございますけれども、さすまたは全校に配置して

おりますけれども、さすまたの使い方につきまして

は各学校において、警察署の協力を得て、児童生徒

の防犯教室や防犯対策の教職員研修を実施している

ところでございます。訓練の内容としましては、実

際に警察官が犯人役となり、非常時における指導を

受けているところでございます。 

 また、この訓練において、力の弱い職員のさすま

たの使用方法などについても指導を受けているとこ

ろでございますが、議員からお話のありました催涙

スプレーについては配置していない学校もあります

ことから、今後、実効性のある備品の配備のあり方

について、学校及び関係機関の意見を取り入れなが
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ら検討してまいりたいと考えているところでござい

ます。 

○井戸達也議長 古田議員。 

○古田純也議員 承知いたしました。 

 危機マニュアルの中に、やはり児童生徒の安全確

保のためには、先生方がみずから危険の最先端に立

つというイメージを私は思いました。 

 そこで、防犯の観点から警備や暴漢対策のプロフ

ェッショナルでもある自衛官や刑務官、警察官のＯ

Ｂの方々を学校校務補として積極的に採用し、小中

学校の安全確保を図る視点も必要であると考えま

す。 

学校現場における自衛官、刑務官、警察官のＯＢ

の積極的な採用について、どのような認識をお持ち

か、今後の方向性をお示しください。 

○井戸達也議長 企画総務部長。 

○岩永雅浩企画総務部長 学校現場における校務補

の採用についてでございますが、学校用務員を含め

た職員の採用に当たりましては、職務の遂行に必要

な能力の実証によって行っているところでございま

して、平等取り扱いの原則からも前職を指定した募

集は考えていないところでございます。 

○井戸達也議長 古田議員。 

○古田純也議員 理解いたしました。 

 続きまして、不特定多数の人が利用できる、簡単

に施設に入れる公共の場所、エコーセンター2000に

ついて、不審者が利用者に危害を加える状況が発生

した場合の対応策の有無と内容についてお示しくだ

さい。 

 また、対応策がないのであれば、昨今さまざまな

事件の発生を受け、対応策をまとめる必要があると

思いますがいかがでしょうか。 

 あわせて、エコーセンター2000における暴漢対策

用の備品の整備状況もお示しください。不十分な場

合は、せめて小中学校と同レベルの備品の設置が必

要であると考えますが、認識をお伺いいたします。 

○井戸達也議長 社会教育部長。 

○猪股淳一社会教育部長 エコーセンターではこれ

まで、施設内でいわゆる不審者による暴行事案とい

うものは発生しておりませんが、防犯対策といたし

ましては職員や管理人による定期・不定期の館内の

巡回、また監視カメラによる監視などによりまし

て、館内の安全確保に努めているところでございま

す。 

 万が一、そのような事案が発生した場合の対応策

につきましては、警察への通報とともに、利用者を

避難させるなどの安全確保を図る対応となります。 

 ただ、施設としての対応策という点では現在、特

段の方策を備えていないということでございますの

で、類似施設の対応方法なども参考にしながら、マ

ニュアルや防犯用備品の整備について検討したいと

考えております。 

 また、暴漢対策用の備品ということでございます

けれども、学校で設置しているようなさすまた、催

涙スプレーなどについては現在、エコーセンターの

ほうでは備えていない状況にございます。暴漢への

対策という点では、そのような備品の配置というの

は大変有効な対策でもあると考えておりますので、

その整備について検討していきたいと考えておりま

す。 

○井戸達也議長 古田議員の質問の途中ですが、こ

こで暫時休憩いたします。 

午前10時56分休憩 

午前11時06分再開 

○井戸達也議長 休憩前に引き続き、再開します。 

 一般質問を続行します。 

 古田議員の質問から。古田議員。 

○古田純也議員 私からは最後の質問です。 

川崎市と東京都練馬区で起きた二つの事件後、大

人の引きこもりが世間では注目されるようになりま

した。大人の引きこもりの方が犯罪を犯すかのよう

なイメージで報道され、恐怖感を感じる市民もいら

っしゃるのではないかと感じております。 

 そこで、大人の引きこもりについて幾つかお伺い

いたします。昨年12月の定例会一般質問でも、大人

の引きこもりについての質問があり、やり取りがあ

ったことは承知しておりますが、その後、状況の推

移も深めつつ伺ってまいります。 

 まず、大人の引きこもりについて、当市の現状で

すが、昨年12月の一般質問で明らかになったのは、

生活サポートセンターで相談を受けた人数として、

平成27年度７人、平成28年度３人、平成29年度３

人、平成30年度２人の計15人。また、生活保護受給

者で、現在引きこもりの状況にある方は８人という

ことでございました。 

 そこでお伺いしますが、8050問題として指摘され

るような、老夫婦のもとに中高年の方が引きこもっ

ているようなケースも存在しているのか、大まかな

現状を明らかにしてください。お伺いいたします。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 
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○桶屋盛樹健康福祉部長 当市における8050問題の

現状についてでありますが、内閣府の調査によりま

すと40歳から64歳までの広義の引きこもり群の出現

率は1.45％であり、推計数は61万3,000人との結果

が３月に発表されております。生活サポートセンタ

ーに確認したところ、相談を受けたケースのほとん

どが8050問題に該当する状況とのことであり、将来

に不安を感じた親からの相談が多いとのことであり

ます。 

 現在、市関係機関により32人のケースにかかわり

を持てておりますが、潜在的に相談まで至らないケ

ースもあると推測されます。 

○井戸達也議長 古田議員。 

○古田純也議員 今後は、8050から9060問題として

も呼ばれ、親の介護もかかわり、さらに孤立を深め

る大きな問題として発展していくようなことだと懸

念されているようです。8050問題にしても、大局的

な観点から必要なのは、引きこもりの状況の改善で

あると考えております。支援事業や社会参加の機会

をより柔軟、かつ多様に設けていく必要があります

が、市の取り組みの現状と課題についての認識をお

示しください。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 引きこもりに対する市の

取り組みと課題でございますけれども、引きこもり

はさまざまな課題を抱えているケースが多くあり、

単に就労支援だけではなく、精神的なカウンセリン

グ、サポート支援体制の構築、保健医療福祉などの

専門的なかかわりが重要になると考えております。 

 現状では生活サポートセンターや保健センターに

おける相談業務、また生活保護のケースワーカーや

介護保険のケアマネージャーがかかわることで必要

な支援につないでおりますが、深刻な引きこもりの

解消は、多職種が連携した継続的な支援が必要とな

ります。 

 今後、引きこもりの悩みを抱える世帯がふえるこ

とが推測されますが、親亡き後の当事者の生活維持

や健康など、複合的な問題が生じると考えられるた

め、相談機関となる生活サポートセンターや保健セ

ンターの職員が、各種研修を通じて知識を習得する

とともに、引きこもりに対する理解促進を図るた

め、チラシやホームページを活用し、市民に情報を

発信してまいりたいと考えております。 

○井戸達也議長 古田議員。 

○古田純也議員 承知いたしました。 

 社会参加から就労支援事業への展開、または引き

こもりの方々との信頼関係の構築から全てが始まる

と認識しております。大変、困難を伴う事業であり

ますが、不可欠な取り組みでもあります。たくさん

の職員の方々だけの努力では、なかなか全てを賄う

ことも難しい面はあるのではないかと思います。 

 そこで、私は中長期的な視野から引きこもりの状

況を改善するために、民生委員や高校ボランティア

を含め、さまざまな方がかかわる大きな枠組みとし

て支援体制の構築が必要であると考えております。 

 今後も体制を含め、安心できるような形を進めて

いただければなと思っております。 

 以上で質問を終わります。 

○井戸達也議長 澤谷淳子議員。 

○澤谷淳子議員 公明クラブの澤谷淳子でございま

す。初めての質問なので、大変緊張していますが、

私は小さな声にも耳を傾ける市政を忘れることなく

頑張ってまいりますので、どうぞよろしくお願いい

たします。 

 それでは、通告に従いまして質問させていただき

ます。 

 初めに、乳幼児世帯生活応援事業について伺いま

す。網走は昨年４月から、赤ちゃんが産まれた家庭

に黄色の紙おむつ用ごみ袋を１年間20リットル120

枚、２年間分240枚を一度に配付し、紙おむつにつ

いては、指定ごみ袋の無料配付に取り組んでいま

す。施行からまだ１年余りですが、市民の皆様に大

変喜ばれています。 

 何より、出産を皆でことほぐ心が感じられる大変

よいサービスだと思っております。 

 そこで、昨年度、赤ちゃんが産まれた家庭に配付

した紙おむつ用ごみ袋の経費自体はどれくらいだっ

たのかお伺いいたします。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 乳幼児世帯生活応援事業

の経費についてでありますが、事業費の内容はごみ

袋の購入費となり、平成30年度の実績につきまして

は184万3,200円となっております。 

 支給状況でありますが、248人に対し、５万7,600

枚を支給しております。 

○井戸達也議長 澤谷議員。 

○澤谷淳子議員 経費はともかく、今の赤ちゃんの

人数を聞きますと、本当に大変うれしく感じており

ます。 

 それで、やはり実は網走と同じように年間240枚
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のごみ袋を無料配付しているという自治体は大変多

くで、子育て支援をして、皆さんでやっているとい

うのは多いのですが、その中で江別市の取り組みを

少し紹介させていただきます。 

 江別市では、赤ちゃんのほかに要介護４以上の方

と障害者手帳１、２級の方、脳性まひなどによる運

動機能障害で障害者手帳の交付を受けている方に

も、紙おむつ用ごみ袋の無料配付を行っておりま

す。限定的ではありますが、赤ちゃん以外にも支援

の輪を広げています。 

 もちろん網走市も要介護４以上の介護を受けてい

る方に、おむつ自体の購入費は毎月5,000円補助が

あるのですが、何とかここの枠を広げるという意味

で、網走においても、例えば要介護者や介護を受け

られている方など、限定的になるとは思いますが、

対象を広げて、赤ちゃん以外の方にも紙おむつ用ご

み袋の無料配付が可能か、考えをお伺いいたしま

す。 

 また、現在網走市では要介護４以上の方や１、２

級の手帳をお持ちの方がどれくらいいらっしゃる

か、あわせて伺います。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 要介護者、障がい者等を

対象とした紙おむつ用ごみ袋の無料配付についてで

ありますが、当市におきましては要介護者、障がい

者等を対象とした紙おむつ用ごみ袋の無料配付は行

っておりませんが、在宅で生活する要介護４以上

で、前年度市民税非課税の高齢者等を対象として、

紙おむつ、尿取りパッド等の介護用品の購入に要す

る費用の一部助成事業を実施しております。 

 また、障がい者につきましては３歳以上で脳性ま

ひ等、原性運動機能障害により排尿、もしくは排便

の意思表示が困難な方等を対象として、紙おむつの

購入費用を支給しております。 

 これらの支援制度により、経済的な負担軽減が図

られるということから、現段階での実施予定はない

ところでございます。 

 なお、５月末における要介護４以上の認定者数は

363人、要介護４が220人、要介護５が143人。重度

身体障がい者は６月18日現在の数値になりますが

732人、１級が501人、２級が231人といった状況で

ございます。 

○井戸達也議長 澤谷議員。 

○澤谷淳子議員 今の要介護になっている方の人数

をお聞きいたしまして、本当にもう赤ちゃんよりは

るかに多い数で、産まれた赤ちゃんより多い数で、

大変びっくりしております。 

 また逆に、介護されている方、その方とその背後

にいらっしゃる御家族や応援者の方の御苦労がわか

りますので、本当に何か支援してあげたいという気

持ちにはなるところでございます。 

 そこで、もう一歩進みまして、ここ１年から３年

の間に近郊の北見市、美幌町、紋別市、帯広市な

ど、ごみ袋の配付をやめて、赤ちゃんやケアを必要

とする方も指定ごみ袋は使わずに、透明、半透明の

レジ袋の使用を認めて、家庭から出る紙おむつ類、

ごみ無料収集に踏み切りました。 

 ごみステーションにレジ袋におむつを入れて、そ

のまま出すのですけれども、これにより専用ごみ袋

の無料配付自体に係る経費をなくして、支援できる

ようにしました。このように、子育てする保護者の

方と同じように、介護が必要な方を在宅でケアして

くださる御家族、協力者の方の献身的なお世話をよ

く存じておりますので、それは体力的、精神的にも

大変ですし、経済的負担も少なくありません。せめ

て、その経済的負担を少しでも支援できないかとの

思いから、もう一歩踏み込んだのが無料収集の制度

だと認識しております。  

 ほかの町での取り組みを申し上げましたが、全国

的も無料収集している自治体は多く、初めはごみ袋

無料配付から始まりました。その後、紙おむつごみ

は現代のライフスタイルで努力してごみの減量をす

る、ということができないごみであることと、福祉

サービスの観点から、子育てと介護はどちらも隔て

なく、その大変な部分を理解し、共感して、思い切

って無料収集を取り入れていました。 

 これらを踏まえ、網走市でも透明、半透明のレジ

袋の使用を認め、赤ちゃんや大人を問わず、家庭か

ら出る紙おむつ類ごみの無料収集の早期実現をお願

いしたいと思いますが、考えをお伺いいたします。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○酒井博明市民環境部長 紙おむつ類のごみの無料

収集についてでございますが、当市では平成29年４

月から、使用済み紙おむつ類を分別収集しておりま

す。その際、指定ごみ袋による収集手数料を改定し

ておりまして、それまでの１リットル当たり２円の

収集手数料を、１リットル当たり1.6円に軽減いた

しまして、市内全域で週２回の収集を行っていると

ころであります。 

 また、使用済み紙おむつ類の中には、ペットシー
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トと猫砂も入れて出すことが当市の場合はできるこ

と、さらに乳幼児がいらっしゃる世帯と生活保護の

世帯につきましては、指定ごみ袋を支給するなど、

一定の支援をしておりますことから、当面は現行の

方法で処理をしていきたいと考えております。 

○井戸達也議長 澤谷議員。 

○澤谷淳子議員 これからも在宅で介護する方もふ

えてくることと思いますが、少子高齢化の時代に入

りまして、また介護をされている方もいらっしゃる

ということで、この紙おむつ類ごみの無料収集は大

変よい支援だと本当に思っております。網走も、周

辺のことなどもちょっと見ながら、ぜひ早期の実現

をお願いしたいということで、この質問を終わりま

して、次の質問に移ります。 

 次に、２項目めの道立網走高等看護学院について

お伺いいたします。 

 網走に看護学校があるのは知っていますが、もう

自分を含めて市民の皆様も、意外とどんな生徒が通

う学校か知らない人が多いことに、皆さんとお話し

する中で気がつきました。 

学校の入学対象者はどのようになっているのかお

伺いいたします。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 道立網走高等看護学院の

入学対象者についてでありますが、網走高等看護学

院につきましては、昭和46年４月に開校しており、

准看護師の資格を持つ方が看護師の資格を取得する

ために学ぶ全日制２年過程の道立の看護師養成所と

なります。 

 入学対象者につきましては、中学校卒業の准看護

師で、免許取得後３年以上、看護業務に従事した

方、また、高等学校卒業で、准看護師の免許を取得

していることが受験の条件となっております。 

○井戸達也議長 澤谷議員。 

○澤谷淳子議員 網走高等看護学院は、北海道で唯

一、全日制２年過程の道立看護学校で、卒業生の方

からも大変すばらしい学校だと聞いております。 

 しかしながら、こんなに近くにいながらこの学校

のことが余り知られていないと認識していますが、

網走市民との交流など、網走市と連携する取り組み

はあるのかお伺いいたします。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 網走市との連携について

でありますが、保健センターでは毎年、網走高等看

護学院の依頼を受けまして、看護実習を受け入れて

いるところでございます。カリキュラムといたしま

しては、小児看護学の実習として乳幼児健康診査の

実施日に合わせて行っており、今年度におきまして

も３回の予定で12名の実習生を受け入れることとな

っております。 

 実習では、健診に来所する乳幼児や保護者との交

流が図られるとともに、母子保健について学んでい

ただいております。また、そのほかにも市内の病院

や介護老人保健施設、保育園や地域活動支援センタ

ーなどで実習を行っており、市民との交流が図られ

ております。 

 引き続き、実習の受け入れに協力するとともに、

多くの看護師が輩出されるよう連携を図ってまいり

たいと考えております。 

○井戸達也議長 澤谷議員。 

○澤谷淳子議員 本当に、網走でそんなにやってい

ただいているというのは知りませんでした。これか

らも、子供たちや地域の方ともかかわりながら、晴

れて正看護師になって卒業しても、ぜひ網走に勤務

していただけるよう、私たちも見守っておりますの

で、地域医療の柱の人材として活躍していただけま

すよう祈念いたしまして、私の質問を終わります。 

 以上です。 

○井戸達也議長 永本浩子議員。 

○永本浩子議員 －登壇－ 公明クラブの永本でご

ざいます。 

私は、さきに通告させていただきました２項目に

ついて質問をさせていただきます。 

それでは、まず１項目目の医療体制の充実につい

てお伺いいたします。本年５月から、脳血管疾患の

疑いのある患者の救急搬送先であった脳神経外科病

院が総合病院化し、斜網地区で唯一、脳血管疾患の

緊急手術に対応する医療機関であったのにもかかわ

らず、その手術が休止状態ということで、多くの市

民の方々から網走の医療体制は大丈夫なのかという

心配の声をいただいております。 

特に、ことしはラグビーワールドカップがあり、

フィジーと日本代表の直前合宿にも選ばれているの

に大丈夫なのか、また網走はラグビー合宿の聖地と

も言われ、毎年多くのトップリーグの合宿が行われ

ているのに、今後の合宿誘致に影響はないのか、と

の声もいただいております。 

まず、この点についての市の見解をお伺いいたし

ます。 

○井戸達也議長 社会教育部長。 
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○猪股淳一社会教育部長 市内の病院とラグビー合

宿の関係についてでございますが、網走脳神経外科

病院においては、その診療体制の変更によりまし

て、緊急の手術を必要とする処置は行わなくなりま

したが、脳疾患の診療がなくなったわけではござい

ません。これまで、ラグビーの合宿期間中に脳震と

うによる受診事例はございますが、緊急手術を伴う

ような事案は発生していないという状況でございま

す。 

 今後のラグビー合宿におけるけがへの対応という

点で申し上げますと、全く影響はないとは言えませ

んけれども、その影響が最小限となるよう、関係機

関、団体と連携、調整に努めてまいりたいと考えて

おります。 

 また、お話のありましたワールドカップの関係で

ございますが、ワールドカップに伴い合宿されるチ

ームは、チームドクターを初め、ラグビーワールド

カップ2019組織委員会で万全の医療体制を築いてい

ると伺っておりますので、心配はないものと考えて

おります。 

○井戸達也議長 永本議員。 

○永本浩子議員 まず、ラグビーのワールドカップ

に関しては心配がないということで、今後の合宿誘

致に関しては、脳震とう程度であれば対応可能であ

る、それ以上になると少し影響があるかもしれない

ということで理解させていただいてよろしいでしょ

うか。 

○井戸達也議長 社会教育部長。 

○猪股淳一社会教育部長 緊急の手術を行わないと

いうことでございますので、そのような事案が発生

した場合には、これまでとは若干状況が違うという

ことでございます。 

○井戸達也議長 永本議員。 

○永本浩子議員 了解いたしました。 

では、次に昨年亡くなった私の父は、５度目の脳

梗塞で半身不随にはなりましたが、脳外があったお

かげで命は助かって、私も９年間介護することがで

きました。父は緊急手術を受けたわけではありませ

んが、２週間以上、集中治療室で治療を受け、助か

ることができました。脳血管疾患はともかく時間と

の勝負です。市民の命と健康を守るという観点か

ら、大変大事な問題だと思いますので、急性期医療

の確保について、何点か市の見解をお伺いいたしま

す。 

初めに、これまでの経過をまずお聞きしたいと思

います。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 急性期医療の確保に伴う

これまでの経過でございますけれども、本年５月に

網走脳神経外科リハビリテーション病院から改称し

た網走の丘総合病院は、平成３年７月に網走脳神経

外科病院として開院以来、平成16年に総合リハビリ

テーション施設を新設するなど、斜網地域の脳疾患

が疑われる患者の一次救急、二次救急を初め、予防

医療の脳ドック検診や、当市における救急医療当番

を担う大切な医療機関として位置づけております。 

 これまでの経過でございますけれども、先般、経

営判断により網走医師会に対し、ＩＣＵ、ＳＵ病床

の閉鎖、さらには急性期病棟の維持が難しい状況か

ら、５月以降の病棟転換と手術を行わない方向性が

示されたところでございます。 

 市といたしましては、網走の丘総合病院の診療体

制の変更に伴い、医師会を初め消防、関係機関、斜

網地域１市４町と救急医療の確保に関し、情報共有

を図るとともに、意見交換、協議を進めてきたとこ

ろでございます。 

○井戸達也議長 永本議員。 

○永本浩子議員 さまざまな協議を多分、今進めて

きている途中かとは思いますけれども、そうした経

過の中で、網走市としては具体的にどのような対応

をしたのか、お聞かせいただきたいと思います。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 市の対応でありますが、

斜網地域を基盤とする医師会及び自治体といたしま

しては、地域における医療の充実を図るとともに、

住民の安心・安全の確保と要望に応えるため、関係

機関及び医療機関と連携した救急医療体制の構築が

急務であると考えまして、オホーツク三次医療圏の

中核を担う地方センター病院であり、また救命救急

センターの機能をもつ北見赤十字病院との連携が不

可欠となるため、斜網地域の二次救急医療機関等で

受け入れが困難な場合における脳疾患患者の直接搬

送について、網走医師会及び斜網地域１市４町の連

盟で４月26日に要望書を提出したところでありま

す。 

 北見赤十字病院からは、オホーツク三次医療圏の

地方センター病院であり、オホーツク地域に住む

方々が安心して暮らすための医療体制の一端を担っ

ているため、受け入れ可能との回答をいただいてお

ります。 
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 救急搬送に当たっては、消防機関が中心となり、

北見赤十字病院との調整により細やかなルールづく

りを進めておりますが、原則としては各地域の二次

医療機関において、応急処置による安定化や搬送の

指示を仰ぎ、手術が必要な場合に北見赤十字病院に

搬送するルールとなりますが、判定基準により救急

救命士が明らかに脳卒中を疑い、緊急を要すると判

断した場合については、直接搬送できる体制となっ

ております。 

 また、６月３日には北見赤十字病院から院長を初

め、救命救急センター長、脳外科部長等に御出席を

いただき、医師会、関係する地域病院、消防組合、

保健所、１市４町の総勢38名が集まり、救急医療体

制構築に伴う意見交換会を北見赤十字病院にて開催

したところであります。 

○井戸達也議長 永本議員。 

○永本浩子議員 これまでの経過と対応を今お聞き

しまして、北見赤十字病院に救急搬送できる体制が

構築されているとのことで、少し安心はいたしまし

たが、例えば発症から４時間半以内でないと使えな

い血栓溶解剤、ｔ－ＰＡなどは、これが使えればほ

とんど後遺症が残らずに済むわけですけれども、こ

うした処置は今の網走の丘総合病院でもしてもらえ

るのでしょうか。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 ただいま議員から御指摘

がありましたｔ－ＰＡ等の処置でございますけれど

も、網走の丘総合病院につきましては脳外科がなく

なったわけではなく、脳外科医も常勤医師がおられ

ますので、そういった対応も可能であるというふう

に考えてございます。 

○井戸達也議長 永本議員。 

○永本浩子議員 そういった初期の処置に関して

は、できる体制はきちんと保持されているというこ

とだと思いますけれども、それにしても北見赤十字

病院に救急搬送されるということは、やはり搬送時

間の延長は否めません。 

 また、父がお世話になったような集中治療室も使

えないということで、発症から治療までの時間が長

くなればなるほど後遺症が重篤になり、患者本人は

言うまでもなく、家族の負担も大きくなり、医療介

護の社会保障費も増大いたします。 

 こうしたことを考えると、脳血管疾患の急性期医

療は、この斜網地域にはやはり必要だと私は考えま

す。今後、網走市としては関係する自治体と連携を

図りながら、網走医師会や斜網地域の基幹病院であ

る網走厚生病院に対して、脳血管疾患の急性期医療

の確保に向けた要請をするなど、何らかの対応をす

るべきだと思いますが、市の見解はいかがでしょう

か。 

○井戸達也議長 市長。 

○水谷洋一市長 議員御指摘の件でございますが、

北見赤十字病院に救急搬送できる体制が構築されて

いるところでありますが、これまで１市４町におけ

る意見交換におきましても、斜網地域に脳疾患にお

ける急性期を担う医療体制は必要であるとの認識を

持っているところでございます。 

 今後におきましては、関係する自治体との連携に

より、関係機関に対し、議員御指摘のとおり要請の

対応など、検討してまいりたいと存じます。 

○井戸達也議長 永本議員。 

○永本浩子議員 ありがとうございます。簡単なこ

とではないことはもう重々承知の上ですけれども、

ぜひそういった努力をしていただきたいと思ってお

ります。 

 次に、４年前にも網走の医療体制の充実について

質問させていただいた際、個人病院の後継者問題に

ついても言及させていただきましたが、本年３月、

地域医療に長年貢献していただいた医院がいよいよ

閉院となってしまいました。 

 しかし、今年度の新規事業として開業医誘致推進

事業がスタートし、医師の公募のための予算が計上

されたことは大変うれしく、一人でも多くの医師の

応募があるよう願っているところでございます。 

 また、個人経営の総合病院には泌尿器科や呼吸器

内科などの医師が常勤するようになり、少しずつ地

域医療の体制が充実しているとありがたく思ってい

るところです。 

 しかし、肝心の基幹病院の医師不足はなかなか改

善されていないように思います。４年前にも市長が

直接大学病院を訪問して、医師の派遣をお願いして

いることなども答弁でお聞きしているところです

が、期待していた地域枠の研修医は網走に来てくれ

たのでしょうか。また、この４年間、市としてはど

のような対応をしてきたのか、今後どのような対策

を考えているのかお伺いいたします。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 基幹病院に係る医師不足

の対応についてでありますが、北海道においては札

幌、旭川を除き、地域医療における医師確保につい
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ては厳しい状況にあり、即効性のある対策がないの

が現状であります。これまでも毎年、市長みずから       

医育大学を訪問し、地域の実情に理解を求めるとと

もに、北海道厚生連と連携した医師確保に努めてま

いりました。 

 さらに、昨年度からは斜網地域が連携し、斜網地

域周産期医療支援事業を実施するとともに、１市４

町の首長で医育大学を訪問し、地域の医師確保に理

解を求めているところでございます。 

 また、地域枠制度の研修医の配置先は、指定公的

医療保険、地域枠医師、所属する大学講座及び専門

医研修プログラム責任者の意向等を踏まえ、北海道

が決定することとなっております。配置先は、全道

で一般病床200床以上の病院が31施設、200床未満が

194施設あり、市内では網走厚生病院と北海道立向

陽ヶ丘病院が知事が指定する公的医療機関となって

おり、平成30年度に網走厚生病院に１名が配置され

たところでございます。 

 引き続き、持続可能な地域医療の確保を目指し、

医師を初めとする医療従事者の確保に努めてまいり

たいというふうに考えてございます。 

○井戸達也議長 永本議員。 

○永本浩子議員 今、平成30年度において厚生病院

に一人、地域枠の研修医が来てくれたということを

お聞きしまして、ちょっと安心いたしました。なか

なか本当に、私も医療の現場に携わる身として難し

いことはよくわかっておりますけれども、やはり市

民の皆さんの安心・安全ということを考えると、ぜ

ひその辺のところをこれからも努力をしていってい

ただきたいと思います。 

 今、部長のほうからもお話がありましたように、

全国的にも医師が都市部に集中する偏在が問題にな

っておりますが、北海道も札幌や旭川に集中し、地

方では医師が不足していることが大きな課題となっ

ております。そのため、北海道医師会や道などは、

医療者が不足している地域に出向いて、小中学生に

命や健康を守る医療の仕事の大切さを伝え、将来ふ

るさとで働く医療者を目指してもらおうと医療体験

学習会を開催しております。この事業は、平成24年

からスタートして、昨年度は北竜町、室蘭市、江差

町の３カ所で開催されたようです。 

 ふるさと網走で働いてくれる医療者を育てていく

ために、この医療体験学習会を網走でもやっていた

だけるよう、ぜひ道に働きかけていただきたいと思

いますが、この点はいかがでしょうか。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 小中学生への医療体験学

習の開催と、医療者の育成でございますけれども、

御提案のありました事業は、北海道における地域医

療介護総合確保基金事業の一つでございまして、北

海道医師会等の協力を得て、地域医療を担う人材を

育成するため、中学生等を対象に体験学習等を実施

する地域医療を担う青少年育成事業となっておりま

す。 

 当市での実績はありませんが、各学校では望まし

い勤労観を育成するため、学生・生徒が在学中に企

業などで就労体験をするインターンシップ制度を実

施しており、市や事業所、医療機関なども実習生を

受け入れている状況もございます。これは、教育活

動の一環として実施されるものであり、学生・生徒

が産業や職業の現場などを知ること、また将来の生

き方や進路を考える機会となり、大変有意義である

とともに、仕事のミスマッチによる早期離職を防ぐ

効果も指摘されているところでございます。 

 各学校では、それぞれのカリキュラムを工夫し、

インターンシップを含めた各種体験学習を実施して

おり、議員から御提案のありました医療体験学習会

も、将来の職業選択における動機づけになると考え

られます。開催につきましては教育委員会を初め、

北海道や医師会などの関係機関と情報共有を図ると

ともに、各自治体で実施した事例を参考に研究して

まいりたいというふうに考えてございます。 

○井戸達也議長 永本議員。 

○永本浩子議員 今、お話のありましたインターン

シップ、大変いい取り組みだと私も思っておりま

す。私が勤務する薬局にもインターンシップで来て

いただいたこともありまして、その医療の現場を知

っていただくということでは大変意義のあるものだ

と思っております。 

 一方でこの、今、私が提案しました医療体験学習

会ですけれども、報道された記事を読みますと、北

海道医師会長の長瀬さんの講演のほかにも、実際に

超音波診断装置や腹腔鏡手術の模擬体験など、実際

にそういった機器も持ち込んで、生徒がいろいろな

医療機器に触れながら、実際にそういう体験をする

ことができ、また医師だけでなく看護師や救急救命

士など、医療に携わるさまざまな職種の人からも説

明を受けて、この仕事の内容に触れるということ

で、一人一人が自分が選んだインターンシップもい

いのですけれども、大勢の生徒が一緒の場で、そう
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いった話を聞きながら、そして実際にそういうめっ

たに触れることのできない医療機器に触れて、その

実際のやり方も教えてもらいながらこういう体験を

積ませてもらえるということは、医療がぐっと身近

になるということで、すばらしい取り組みだと私は

思っておりますので、ぜひこういった医療体験学習

会、道のほうで行っているようですので、網走市で

も手を挙げていただいて、誘致していただければと

思います。 

 次に、本年度の市長の市政執行方針には、重点施

策の五つの視点の四つ目に心して子育てができるま

ちとあります。妊娠から出産、子育てまで切れ目の

ない相談・支援をワンストップで行う子育て世代包

括支援センターの開設を初め、さまざまな施策が展

開されておりますが、その中で乳幼児医療費の無料

化は３歳までのままです。私が10年前に網走に帰っ

てきたとき、それまで住んでいた江戸川区は10年前

で既に中学生まで無料でした。３歳までしか無料で

ないのは、余りにも遅れすぎているのではないでし

ょうか。 

 このことを以前も決算特別委員会で言ったことが

ありますが、そのときはコンビニ受診がふえ、医師

の負担がふえて、ますます網走で勤務してくれる医

師が減るという答弁だったと思います。確かに、そ

ういった懸念がないわけではありませんが、国の政

策としてもいよいよ本年10月から幼児教育が無償化

になるなど、今後の少子化を見据え、子供を産み、

育てやすくする方向に大きく舵を切りました。 

安心して子育てができるまちを目指している当市

といたしましても、せめて就学前まで医療費を無料

にするなど、対象年齢の引き上げを検討していただ

きたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 乳幼児医療費の無料化対

象年齢の引き上げについてでありますが、現行の子

供医療費助成につきましては、課税世帯のゼロ歳か

ら３歳未満及び非課税世帯の就学前までが入院、通

院ともに無料。課税世帯の３歳以上から小中学生及

び非課税世帯の小中学生が入院無料と通院１割負

担。課税世帯、非課税世帯ともに第３子目以降の通

院費が無料といった状況となっております。 

 これまでの経過におきまして、平成26年８月の中

学生までの入院無料、平成28年８月の中学生までの

通院１割負担と第３子目以降の無料など、助成範囲

を拡大してきたところでございます。加えて、イン

フルエンザ予防接種の無料化、新生児聴覚検査費用

の助成、さらには産婦健康診査事業や産後ケア事業

といった母子への支援事業を実施しており、また10

月から始まる保育料の無償化など、子育て世代に対

する負担軽減が図られていると考えているところで

ございます。 

 今後におきましても、限られた財源ではあります

が、他市の状況を参考といたしまして、有効的な施

策を研究してまいりたいというふうに考えてござい

ます。 

○井戸達也議長 永本議員。 

○永本浩子議員 今、説明がありましたように、当

市といたしましても、少しずつ支援の枠を広げなが

ら、子供を産みやすい、育てやすいというところを

目指していることは私も重々承知しているところで

すけれども、３子目以降が無料にはなるといって

も、多分その３子目以降が無料になるから、じゃあ

３人目を産もうというところではなく、多分３人目

を産んでみて、ああ、３人目から無料になるのだと

いうところが現状かなという思いもしております。 

 また、３歳まで無料とは言いましても、その後３

歳を過ぎてから保育園や幼稚園に入ってからがいろ

いろな病気をし始めます。この３歳までというの

は、余り病院にかかることが少なくて、やっぱり幼

稚園や保育園に行ってからインフルエンザをもらっ

たり、ノロウイルス、ロタウイルス、手足口病、い

ろいろなそういった感染症をお互いに移し合うよう

な形でもらってきて、それがまた家庭内に帰ってき

て、家族がまた感染するという、そういったことが

多くなるというのが現状で、一番お金がかかるよう

になったときに無料がなくなってしまうというのが

今の現状かなという思いがいたしております。 

１割負担、２割負担ということで、負担軽減はさ

れておりますけれども、できれば私はわかりやすく

無料にして、入院というよりもやはり通院を無料に

していただいたほうが、子供を抱える若いお母さ

ん、御両親にとってはありがたいという思いが増す

のではないかと思っておりますので、この辺のとこ

ろをぜひ今後、検討していっていただきたいと思い

ます。 

○井戸達也議長 一般質問の途中ですが、ここで昼

食のため休憩とします。 

 再開は午後１時とします。 

午前11時53分休憩 

午後１時00分再開 
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○井戸達也議長 休憩前に引き続き、再開します。 

一般質問を続行します。 

永本議員の質問から。永本議員。 

○永本浩子議員 それでは次に、２項目めの高齢ド

ライバー対策と地域公共交通のあり方について質問

させていただきます。 

 本年４月、東京池袋で87歳の男性が運転する車が

暴走し、31歳の母親と３歳の娘さんが亡くなり、男

女６人が重軽傷を負った事故を初め、高齢ドライバ

ーによる痛ましい交通事故のニュースが後を絶ちま

せん。 

 ２年前の平成29年６月議会でも、高齢ドライバー

による重大事故が続いていたため、免許返納を促進

するための特典を提案させていただきましたが、も

ともと免許を持っていない方との不公平感が拭えな

いということで、市が購入した俊敏性測定器、通称

クイックアームを活用して、自身の判断能力や機敏

性の衰えを自覚していただいて、自主的に免許を返

納してもらえるように促したいとの答弁でした。 

 あれから２年がたちましたが、この俊敏性測定器

の活用状況と免許返納への効果をお聞きしたいと思

います。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○酒井博明市民環境部長 俊敏性測定器の活用状況

でございますが、老人クラブなど、高齢者の交通安

全教室、敬老会、シルバー人材センターや網走市老

人クラブ連合会の研修会、みんなの生活展、認知症

カフェなどで機会を設け、平成30年度までの２カ年

で76回、延べ1,267人に体験していただきました。

年齢層としては70歳以上の人が９割となっておりま

す。皆さんに評判はよく、ゲーム感覚で楽しく体験

をいただいているところでございます。  

 次に、免許証返納への効果についてですが、自動

車運転免許証の自主返納者の人数は、60歳以上で平

成27年度62人、平成28年度64人、平成29年度91人、

平成30年度93人となっており、９割が70歳以上の方

となっております。 

 また、ことしの４月、５月の60歳以上の返納者数

は前年同月の1.6倍の25人となっております。 

 俊敏性測定器の活用の効果としては、具体的に表

すことは難しいところですが、測定結果を見て老人

クラブなどでは自主返納を含めたことが話題になっ

たり、自身が考える機会となっていると聞いており

ますので、それが最近の返納者数の増にも表れてい

ると思い、今後も取り組みを進めてまいりたいと考

えております。 

○井戸達也議長 永本議員。 

○永本浩子議員 地元紙等でもこのクイックアーム

を使った測定器の状況等が報道されておりまして、

高齢者の皆さんが楽しみながらやっている様子は報

道等でも知っているところですけれども、免許返納

の数が、人数が徐々にふえてきているということが

即、この俊敏性測定とつながるかどうかは別とし

て、こうしたいろいろなニュースを聞いて、自分で

自覚をしてということも入るかと思いますけれど

も、少しずつふえているということはいいことだと

思っております。 

 これで高齢ドライバーの交通事故を防ぐというこ

とになるかどうかは別ですけれども、俊敏性測定器

の活用のほかに、市としてはこの高齢ドライバーの

交通事故を防ぐために、何か対策をとってきたとい

うことはあるのでしょうか。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○酒井博明市民環境部長 高齢ドライバーの事故対

策についてでありますが、以前の事故防止対策は歩

行者中心で、特に薄暮時、夜間の外出時の交通事故

の防止が重点となっておりましたが、高齢化社会に

伴い、高齢運転者が第一当事者となる交通事故がふ

え、高齢運転者向けの交通事故防止対策の必要性が

増したものと認識しております。 

 このことから、高齢者が対象となる交通安全教

室、研修会の中で歩行者、運転者ともに関係する加

齢による認知・身体機能を自覚してもらう取り組み

を俊敏性測定器の導入とともに進めているところで

あります。 

交通安全教室、研修会の内容についても、交通安

全に関することのほか、後出しじゃんけんなどの脳

トレ、血圧、握力測定を行い、俊敏性測定器の結果

も合わせ、昨年からは交通事故に御注意手帳を制作

し、これらの結果を３回分記録できるようにして、

前回の結果を見ながら、今の身体状況がどのような

ものなのかを考えてもらう機会とするようにしてい

きたいと考えております。 

○井戸達也議長 永本議員。 

○永本浩子議員 種々、いろいろな機会を捉えてや

っていただいているということでしたが、国として

も２年前から、75歳以上のドライバーへの認知機能

検査を強化してまいりましたが、冒頭に述べたよう

な重大事故はなかなかなくならず、昨年は75歳以上

が第一当事者となった交通死亡事故は460件で、前
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年より42件ふえております。 

団塊の世代の方々が全て75歳以上になる2025年ま

であと６年。今後さらに高齢ドライバーによる事故

がふえると予測されます。警視庁では有識者分科会

を設けて、自主返納以外の選択肢として、運転でき

る車種や地域、時間帯などを絞った限定免許の導入

を検討しているようですが、根本的な解決となるの

かは疑問だと思います。高齢ドライバーによる死亡

事故の原因は、ハンドル操作のミスやアクセルとブ

レーキの踏み間違いが460件中、136件と非常に目立

っていて、死亡事故には至らなかった事故を含める

と、このアクセルとブレーキの踏み間違いによる事

故はかなりの数になるのではないかと思われます。 

将来、自動運転車が普及すれば、こうした重大事

故は限りなく減っていくのではないかと思われます

が、自動運転車への買いかえには経済的な負担が大

き過ぎると思われます。 

そこで、当面の対応策として、ブレーキ踏み間違

い防止装置の普及が望まれるところです。後づけ可

能な防止装置が何種類か市場に出ておりますが、３

万円台から10万円台程度であるようです。先日、東

京都がこの装置の設置費用の９割を補助するという

発表がありましたが、当市でも９割とまではいかな

くても、費用の助成を検討していただきたいと思い

ますがいかがでしょうか。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○酒井博明市民環境部長 ブレーキ踏み間違え装置

の設置費用の助成についてでありますが、踏み間違

え防止装置は発進時や後退時のアクセルの踏み間違

えによる急発進を抑制するものでありますが、現在

トラックなどの商用車に既に義務化されている衝突

被害軽減ブレーキなどが乗用車にも義務化される方

向でありまして、また相次ぐ高齢運転者の交通事故

防止対策として、国は自動ブレーキやペダル踏み間

違い防止機能を搭載した安全機能つき車両に限定し

た高齢者の新運転免許制度の検討を始めるとの報道

があったところでございます。 

 また、今後、国におきましては後づけの安全運転

支援装置についての性能認定制度の導入に向けた検

討を行うこととなっております。 

 このようなことから、新運転免許制度とあわせま

して、国による制度設計が進められているところで

すので、今後の国の動向に注視してまいりたいと考

えております。 

○井戸達也議長 永本議員。 

○永本浩子議員 やはり国としても、昨今のこの重

大事故を看過できないということで、さまざまな方

策を今、検討しているところということで、当市と

しての財政状況を見ても、当市だけでの助成という

のはなかなか厳しいとは思いますけれども、そうし

た国の動向を見ながらも、例えばこのブレーキとア

クセルの踏み間違い事故というのは高齢者だけでは

なく、若い世代にも結構あるということですので、

こういったブレーキの踏み間違い防止装置があると

いうことの周知等もしていく必要があるのではない

かと思っております。 

 次に、免許を返納するにも、その後の足となる地

域公共交通が整備されていなければ、安心して返納

することができません。現に、返納はしたものの、

本当に後悔していると言っている方から御相談を受

けたこともございます。 

２年前の質問のときは、地域公共交通活性化協議

会が７月開催予定のため、まだ開催されておらず、

進捗状況をお聞きすることはできませんでした。し

かし、今後開催する協議会では、市街地などの公共

交通の整備されている地域については、公共交通の

あり方やバスルートの確認、郊外地区などの公共交

通不便地域については、公共交通空白地有償運行に

ついて可能性や課題等を整理するとの答弁でした。 

 その後の進捗状況と、これから開催される予定の

協議会では、どのような点を協議する予定なのか、

具体的に教えていただきたいと思います。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○後藤利博観光商工部長 地域公共交通活性化協議

会の進捗状況でございますけれども、市街地におい

ては公共交通空白地域であります西山通線と二ツ岩

線の各地域とは意見交換を進めており、西山通線に

つきましては、平成28年度に公共施設の利用時間に

考慮した運行時間に見直しを行っております。 

 また、二ツ岩線につきましては、昨年４月に地域

と協議の結果、利用ニーズが見込まれる施設を経由

する路線に変更するとともに、運行時間につきまし

ても、これまでの児童生徒用の利用を想定した時間

帯から、地域住民が通院に使うことを想定した時間

帯に変更をしてきております。 

 その後も毎年、地域と意見交換を行い、ルートや

運行時間などについて地域とともに検討・協議を

し、両路線とも継続できるように取り組みを進めて

おります。 

 郊外線につきましては呼人地区や南地区と地域に
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適した交通について協議・検討を進めてきたところ

であり、特に南地区につきましては、自家用有償旅

客運送について提案をいたしましたが、実施体制の

問題から実施には至っておりません。 

 市では本年度より、地域公共交通網形成計画の策

定に取り組むこととしており、市内地域の路線の見

直しや郊外地区の公共交通のあり方について、地域

公共交通活性化協議会などで検討を進めていくとい

うこととしてございます。 

○井戸達也議長 永本議員。 

○永本浩子議員 地域の皆さんとの意見交換を踏ま

えながら、運行時間の変更や路線の変更等を行って

いただいているということで、少しずつ進んでいる

のではないかということを理解させていただきまし

た。 

 こういったことをやってくる中で、やはり利用者

がふえてきたということは掌握されているのでしょ

うか。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○後藤利博観光商工部長 先ほど申し上げました西

山通線につきましては、30年度実績では前年度より

利用者数が増という結果が出てございます。 

○井戸達也議長 永本議員。 

○永本浩子議員 今、西山通では利用者数が増とい

うお答えをいただきましたけれども、このバスルー

トの確認などの協議のもとになる利用者数のこのデ

ータなのですけれども、先日市内のバス会社の社長

さんから、今までの数値はあくまでも運転手の感覚

に基づいた数値で、正確なデータをとったことがな

かったと聞いてびっくりいたしました。そして、停

留所の利用者数など、正確な数値がないと正しい検

討ができないので、今、つくし線にはセンサーを５

台つけてデータをとっているそうですけれども、こ

のセンサーは１台30万円かかるということで、もし

全ての線につけるとなると500万円から600万円かか

るということで、市の助成がもらえるとありがたい

との話がありました。 

 正しいデータの把握というのは大変大切なことと

思いますけれども、この点について市の見解はいか

がでしょうか。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○後藤利博観光商工部長 バス利用者数のデータの

収集のことでございますけれども、市内バス会社で

は市内、郊外を合わせて全路線において年に３回、

１週間程度の期間で乗降調査を行い、各路線の停留

所ごとの乗降者数を詳細に調査をしており、網走市

としましてもそのデータを活用させていただいてお

ります。 

 しかしながら、全ての日数の調査は行えないとい

う状況であり、そのセンサーの必要性についてはバ

ス会社側からもお話を聞いているところでございま

す。事業者は独自に数台のセンサーを活用し、デー

タ収集を行っておりますが、最終的にそのデータを

どのように公共交通の充実に反映させるのかが重要

なことでありまして、今後バス利用の利便性向上を

図るには、データの収集のみならず、ＩＣＴの活用

などもあわせて検討する必要があると思っておりま

す。 

 公共交通の発展のために何が必要なのか、本年度

から実施する公共交通網形成計画を検討する中にお

いても、あわせて協議を進めたいというふうに考え

てございます。 

○井戸達也議長 永本議員。 

○永本浩子議員 詳細なデータをとっているという

今の答弁でしたけれども、現実は運転手の感覚によ

っていたという話を先日聞きまして、ちょっと私も

驚いたところでございます。助成する、しないは別

としても、ぜひその正しいデータをもとにした検討

をしていただければと思っております。 

 現在、農大線と空港線以外は全て赤字と聞いてい

ますが、なかなか乗車人数が上がらないバスの利用

促進対策はどのようなことをやってきたのでしょう

か。２年前に行政視察で訪問した東京都羽村市で

は、コミュニティバス「はむらん」を運行してお

り、利用促進のために無料乗車デーやバスの乗り方

教室を開いたり、自宅から目的地までの時刻表を私

の時刻表と銘打って、希望者一人一人の個別の時刻

表を作成するサービスを行っておりました。 

 例えば、免許を返納した人たちに、バスに慣れて

もらうため何回か分の無料乗車券や乗り方教室の開

催、病院や買い物に行くためのわかりやすい時刻表

や運行コースなどを免許返納時にセットにしてお渡

しするなど、こうしたサービスをすることも大切な

のではないでしょうか。 

また、２年前も言わせていただきました市内一律

料金制度ですが、バス会社のほうでも検討はしてい

るというお話でした。問題は採算が取れるかどう

か、そのためにも正しい乗客数のデータが必要とい

うことでした。 

 公共交通活性化協議会でも、この市内一律料金制
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度についても、ぜひ検討をお願いしたいと思います

けれどもいかがでしょうか。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○後藤利博観光商工部長 バス利用の促進策でござ

いますけれども、これまで地域公共交通活性化協議

会や網走バスでは、わかりやすい時刻表の作成やバ

ス路線マップの作成、またイベントでのバス乗降体

験などを実施してきております。 

昨年の七福神まつりの会場では、市内路線バスに

七福神祭りの抽選券を配置をしまして、祭りにバス

を利用してこれられた方に対し、抽選で景品をプレ

ゼントするというようなインセンティブをつけ、バ

スを実際に体験してもらい、今後のバス利用につな

げるなどの取り組みを行ってきました。今後も、こ

のような取り組みを継続していきたいと考えてござ

います。 

 また、バス料金の一律料金制度につきましては、

バスに長い距離を乗る方にとっては利点がございま

す。短い距離を乗る方にとってはデメリットの分も

あります。この現行の料金体系、一律料金制度、ど

ちらの制度がよいのか、今後も形成計画検討の中に

おいても協議をしていきたいと考えております。 

○井戸達也議長 永本議員。 

○永本浩子議員 前回お話ししたときも今のような

答弁をいただいたかと思いますけれども、なかなか

免許を手放せない人というのは、やはり病院や買い

物に行くのが遠い方が多いのではないかと思ってお

ります。そして、本当に長年、自家用車でやってき

た人が、今度バスに乗るとなると本当に乗り方がわ

からなくて戸惑ってしまうという方もいらっしゃる

ということも聞いております。 

市としても、その七福神まつりやいろいろなイベ

ントを企画したときに、そういったバスの乗降の練

習とか、そういったものも組み込んでいるというお

話でしたので、例えばそういったものを活用して、

免許を返納した人に、市としてもこういったことを

やっているので、ぜひそこにも参加してもらいたい

ということを、ちゃんと伝わるような周知の仕方と

か、またやはり大体行きたいところというのは、高

齢になってくると決まってくると思いますので、そ

こに特化した時刻表なり運行コースなどというもの

も検討していってはどうかなと思いますけれども、

この点はいかがでしょうか。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○後藤利博観光商工部長 今、議員からお話しのあ

りました件につきましても、公共交通活性化協議会

のメンバーの中にも高齢者の方の団体もございます

ので、その中でいろいろ議論していきたいと考えて

ございます。 

○井戸達也議長 永本議員。 

○永本浩子議員 ぜひよろしくお願いいたします。 

 また、ちょっと公共交通と直ではないかもしれま

せんけれども、現在、施行されている高齢者総合支

援事業ですが、ほとんどその使い道がいまだにバ

ス、タクシーがほとんどということで取り上げさせ

ていただきたいと思います。 

 この高齢者総合支援事業、見直しを望む声を多数

いただいております。御本人が課税の場合はそれな

りに収入があるということなので納得できますが、

御本人は非課税なのに、家族に課税者がいる場合が

さまざまなケースがあって、非常に難しい状況で

す。今回、御相談をいただいた方も御夫婦とも年金

暮らしで、非課税なのに同居の娘さんが働いていて

課税者になるので、御夫婦とも総合支援事業の対象

にはならないというケースでした。同居の家族の収

入が多く、非課税の御両親にもその恩恵が行ってい

る場合はいいのですが、娘さん一人の収入だけでは

そうもいかない場合などは不公平感が増してしまう

わけで、そこのところの線引きが難しいということ

は、多分理事者側の方もよくわかっているところだ

と思いますけれども、御本人が課税か非課税かで線

引きするのが一番すっきりするのではないかと思い

ますがいかがでしょうか。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 高齢者総合支援事業の見

直しについてでありますが、旧制度におきましては

同一世帯に課税者がいる場合でも、市民税が非課税

であれば支給対象としておりましたが、その部分に

対しても不公平感といった意見が寄せられていた状

況もございました。 

 平成28年度の制度改正に当たりましては、公共交

通の空白地域や不便地域を踏まえ、市街地と郊外に

おける利用格差の解消を目的として、助成券の利用

範囲を拡大するとともに、単純に対象者の見直しと

いったことではなく、低所得者支援の観点から助成

額も増額しているところでございます。 

 議員御指摘のとおり、世帯の状況はさまざまであ

り、どこで線引きするかといったことは大変難しい

ことではありますけれども、当面、現行制度で継続

実施してまいりたいというふうに考えてございま
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す。 

○井戸達也議長 永本議員。 

○永本浩子議員 変えてまだそれほど年月がたって

いないので、またすぐに戻すというのもなかなか難

しいところかと思いますけれども、これからどんど

ん高齢化していく中で、いただく年金額も下がって

くるという状況で、そういったところでこの不公平

感が増していく可能性もあるかと思いますので、こ

れからちょっとそういった点も踏まえて、検討をし

ていっていただければと思っております。 

 次に、高齢化が進むとバスに乗れている状態か

ら、だんだんバスに乗るのも大変になってまいりま

す。膝や腰の痛みなどで、バスの停留所まで行くの

が大変。買い物した荷物を持って、停留所から家ま

で帰るのが大変なのですという御相談もいただいて

おります。そうなると、やはりドアツードアのタク

シーが一番便利なわけですが、バスに比べると料金

が高いのが難点です。 

 そこで、買い物や通院などの移動に困難を伴う人

を支援するため、乗り合いのデマンドタクシーを運

行してきたある自治体では、登録者は多いのに、年

に一度も利用しない登録者が全体の８割も占めるこ

とからアンケートを行ったところ、事前の予約が面

倒だったり、停留所までの移動がやはり負担になっ

ていたことがわかり、タクシーの初乗り運賃を助成

する形に変えたところ、利用率がデマンドタクシー

の５倍になったという記事が載っておりました。 

 また、小清水町では反対に、上限はありますが初

乗り運賃を払えば、後のタクシー代は町で出してく

れるという支援を行っているそうです。 

当市も障がい者と要介護４以上の方には、タクシ

ーの初乗り運賃の助成をしているかと思います。そ

れを高齢者にも拡充するのは、財政的にはなかなか

難しいかもしれませんが、ぜひこうしたやり方も今

後、検討していただきたいと思いますがいかがでし

ょうか。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 高齢者へのタクシー初乗

り運賃助成についてでありますが、当市におきまし

ては議員お示しのとおり、車椅子やストレッチャー

を利用しなければ外出困難な在宅で生活する要介護

４以上の高齢者を対象として、タクシー乗車に伴う

基本料相当額の助成事業を実施しているところでご

ざいます。 

 今、お話がありましたように小清水町ですとか、

そういった市町村によってはさまざまな取り組みが

行われている状況がございますので、そういった部

分、把握、参考にしながら今後、研究してまいりた

いと考えております。 

○井戸達也議長 永本議員。 

○永本浩子議員 ぜひ検討をしていただきたいと思

います。 

 さらに、タクシーのドライバー不足の現状や、郊

外地区などの公共交通空白地区や不便地域の問題を

考えると、免許返納の高齢者が増加する将来的に

は、自家用有償旅客運送事業の検討も必要になって

くるのではないかと思います。先ほど、検討はした

けれども、なかなか体制的に難しい問題があったと

いうことはお聞きしましたけれども、将来的には必

要になってくる制度ではないかと思いますので、市

としての見解をお伺いいたします。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○後藤利博観光商工部長 自家用有償旅客運送事業

の検討についてでございますが、先ほど申しました

とおり、南地区では一度提案をいたしましたけれど

も、実現していないという経過でございます。この

旅客運送は、運営者がＮＰＯのほか、町内会などで

も運営ができるということから、地域みずからの取

り組みとして提案できるという内容のものでござい

ますが、運営者の問題などから実施に至っていない

ということがございます。 

国のほうでは現在、この旅客制度の条件緩和策

や、タクシーの相乗り制度などについて検討を進め

ていきたいという情報がございます。これらの仕組

みについても研究をして、それぞれの地域の実情に

適した交通体系を検討していきたいと考えてござい

ます。 

○井戸達也議長 永本議員。 

○永本浩子議員 実現するにはなかなか難しい問題

がある制度だと思いますけれども、これからの高齢

化時代を考えると、どうしてもそこに行かざるを得

ないということも出てくるのではないかと思ってお

ります。 

 最後に、昨年12月、オホーツク農山漁村活用体験

型ツーリズム推進協議会主催の兵庫県養父市の白タ

ク特区取得事例についてというセミナーに参加いた

しました。市役所からも参加されていたので、内容

はよくわかっていると思いますが、養父市の地方創

生課長とテレビ電話で質疑応答をするという、お金

のかからない新しいセミナーの形に感銘いたしまし
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た。 

時代はどんどん進んでいて、専用のスマホアプリ

で乗りたい場所と降りたい場所を指定すると、乗り

合いバスが配車されるＡＩ運行バスが横浜や札幌、

函館でも実証実験が始まっております。 

 こうした先進事例を地域公共交通活性化協議会や

関係部署でもテレビ電話を活用して学びながら、前

向きな協議を進めていっていただきたいと思います

がいかがでしょうか。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○後藤利博観光商工部長 先進事例の研修というこ

とでございますけれども、地域の公共交通を検討す

るに当たりましては、先進事例の研究を行うことは

非常に有効なことと考えておりますので、その地域

の特性や現実性、また有効性が網走市に十分マッチ

するかどうかを見極めた上で、今後地域の地域公共

交通活性化協議会や幹事会などで研究をしていきた

いと考えてございます。 

○井戸達也議長 永本議員。 

○永本浩子議員 先行してやっている自治体に聞き

ますと、やはりいろいろなところで苦労をして、問

題点等も明らかになったり、こちらももしやるとし

たら、この点はどうなのだろうかという質問もやり

取りができるというところがとてもいいところだと

思いますので、ぜひこういった形も活用しながら、

少しでも網走市が歳をとっても住みやすい、安心し

て暮らしていけるまちになるように御尽力お願いし

たいと思います。 

 以上で私の質問を終わらせていただきます。 

○井戸達也議長 川原田英世議員。 

○川原田英世議員 －登壇－ 民主市民ネットの川

原田です。 

通告に従いまして質問させていただきたいという

ふうに思います。 

まず初めに、選挙における投票所について伺いた

いというふうに思います。ことしは選挙イヤーとい

うことで、さきには統一地方選挙があり、そしてま

たこの後、参議院選挙が行われるというような流れ

になっています。 

年々、選挙における投票率が下がってきているの

ではないかということ、これが多く指摘されている

ところでございます。その原因としては、やはり社

会的な背景、また一部の市民からやはり政治に関し

て無関心であったりだとか、政治に対しての不信感

も一部あるような、そういった声も聞こえておりま

すけれども、そうではなく、投票に行きたいのだけ

れども行くことができないという事態が発生してい

ることも、これは一つ声として届いているところで

あります。 

少子高齢化、地域の形態が大きく変わっていく中

で、さまざまな要因によって投票所が遠くなってし

まっただとか、自分たちの地域に投票所がなくなっ

てしまっただとか、そういうことが発生してしまう

ということは、これは民主主義国家日本として、非

常に大きな課題であるというふうに認識しなくては

いけないというふうに思います。これはやはり全国

的な問題であるというふうに思うのですが、この網

走でもそういった状況、投票所が遠い、アクセスが

悪いということから、投票になかなか行くことがで

きない、タクシーを使っていくにも往復で何千円も

かかってしまう、バスも何回も乗りかえなければい

けない、そういった状況はあるのか、市がどのよう

に把握しているのかをお伺いいたします。 

○井戸達也議長 選挙管理委員会事務局長。 

○伊倉直樹選挙管理委員会事務局長 選挙管理委員

会で把握しておりますのは、鉄南、錦町地区なので

すけれども、平成28年に施設の老朽化により、その

当時第２投票所でありました女性センターが廃止と

なり、網走市役所へ統合となりました。統合に当た

って、まず初めに当該投票区内に代替となる施設の

調査・検討を行いましたが、残念ながら投票所の要

件を満たす施設がなかったため、投票区外の隣接地

域で代替となる施設を調査・検討をし、網走市役所

を投票所とする第１投票区に統合させていただいた

ところでございます。 

 このことにつきましては、地域の方や町内会から

投票所が遠くなったという御意見をいただいており

まして、御不便をおかけしていると認識していると

ころでございます。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 直接声が届いているということ

で、状況は認識されているということで理解いたし

ました。 

 これは、民主主義は国家の根本的な部分でありま

すから、これはやはり地域のそういった実態がある

ということも踏まえていくと、国として一定の基準

というか、設置基準とか、そういったものがあって

しかるべきなのだというふうに思うのですが、そう

いったものはどういう状況になっているのでしょう

か。 
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○井戸達也議長 選挙管理委員会事務局長。 

○伊倉直樹選挙管理委員会事務局長 公職選挙法の

第39条で、投票所は市役所、町村役場、または市町

村の選挙管理委員会の指定した場所に設けると定め

られており、明確な基準は示されていない状況とな

っております。 

 投票所は各投票区に１カ所設置しており、その要

件は選挙の都度、確実に利用可能なこと、投票所と

しての標準的な配置が可能な広さを有すること、投

票日の前日、または前々日に設営が可能なことに加

えて、駐車場が整備されており、車椅子で入れるよ

うな段差のないバリアフリー対応の施設であること

などの要件を備えている公共施設や公共的施設とな

っております。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 明確な基準がなくて、今伺って

いると、駐車場があるということとバリアフリーと

いうこと以外は、設置する側の要件なのですよね。

これで果たして、この国の民主主義は守られていく

のかというのは、非常に大きな危機感を感じてしま

います。 

 それに対して、地域ではさまざまな取り組みをし

ているところもあるというふうに伺っています。移

動型の投票所、路線バスを使って投票所をつくった

りだとか、移動型期日前投票所、こんなものもこと

しになってできてきているようでありまして、やは

り同じような課題が各地域であって、それに対して

自治体で取り組んでいるところがあるのだろうとい

うふうに思います。 

 そういったことも可能性を広げて検討していかな

くてはいけないのですが、それ以前に、やはり国で

しっかりとそういった基準がないというのはやはり

おかしいと思いますので、こういったことに対して

しっかりと国に対して申し上げていく取り組みを、

自治体としてもしていく必要があると思いますけれ

ども、それに対しての所見を伺いたいと思います。 

○井戸達也議長 選挙管理委員会事務局長。 

○伊倉直樹選挙管理委員会事務局長 いわゆる投票

困難者への対策というようなことも、各市町村によ

って地形や人口密度などの事情が異なっているた

め、国で一律に設置基準を設けるというのは困難な

部分もあるのではないかというふうに思っておりま

す。 

 また、国で仮に設置基準を設けたといたしまして

も、一番の大きな課題というのは選挙だけのために

施設を建てるわけにはいきませんので、投票所とし

て基準を満たす施設を市で用意、確保できるかが大

きな課題ではないかというふうに認識をしていると

ころでございます。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 国に対して申し上げる前に、い

ろいろ問題があるのだよということで、なのでそれ

ぞれ自治体は苦労していろいろ取り組みが始まって

いるというのが、先ほど言ったような路線バスを活

用して、移動期日前投票所というのを設置している

自治体、当日に関しても、バスを使ってその場所に

行って、そこで中を投票所のような形にしていると

いうことが進んでいるということです。 

 これもやはり、やるにしても国の許可が必要なの

かどうなのか、ちょっとそこまではわからないので

すけれども、一定の国としてもかかわりがあって進

んでいるとことだというふうに思うのですけれど

も、なので課題としては、国も多分、大分わかって

いる、認識しているのだというふうに思うのです

ね、そういった先進事例が出てきたということは。 

 なので、こういった基準だとか、例えば網走がこ

ういうことに取り組んでいくだとか、そういったと

きに、国もしっかりとそれを認めていく、もしくは

一緒に取り組んでいくという形になっていかなくて

は、この国の民主主義は維持されないというふうに

思いますので、そこをしっかりと訴えていく必要が

あるというふうに思うのですが、その点はいかがで

しょうか。 

○井戸達也議長 選挙管理委員会事務局長。 

○伊倉直樹選挙管理委員会事務局長 少子高齢化を

踏まえまして、投票機会の確保と利便性の向上、並

びにさまざまな地域の課題の解消というのは、非常

にこれからも重要な部分があると思っております。 

 選挙制度につきましては、全国市区選挙管理委員

会連合会という組織がございまして、そこを通じて

国へ要望をしてまいりたいというふうには考えてお

ります。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 わかりました。ぜひ、要請をし

っかりとしていっていただきたいというふうに思い

ます。 

 先ほど言ったようなさまざまな取り組みも進んで

きているということもぜひ認識をいただいて、進め

ていってください。 

 それでは次に、網走市の経済状況について何点か
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伺っていきたいというふうに思います。網走市の経

済状況、近年については、やはり一次産業は力強く

安定感を増しているように見受けられて、いい状況

が続いているなというふうに受けとめています。 

 しかし、その他の産業では、厳しい状況が長期に

わたって続いているというふうに思っているところ

です。経済状況を改善して、そして企業誘致や新た

な起業を起こしていくためには、現在の網走の経済

の状況をしっかりと把握する必要があります。 

また、国の経済政策であるアベノミクス、これが

網走市の経済にどのように影響を与えているのか、

このことについての把握していきたいというふうに

思いますので、何点かお伺いしたいというふうに思

いますが、まず日銀で取り組んでいる物価目標、こ

れは年２％を目標としていますけれども、これは達

成されていないという状況が明らかになっていま

す。これは、現在のデフレの状況は、金融緩和では

解消されないということが示されている一つの数字

なのだろうというふうに思います。そういった中で

金融緩和によってだぶついたお金が、都市部の土地

や大企業の株に集中していて、バブルのような状況

になっているというのが多くの経済学者が示してい

るところでありますけれども、それによってさらに

地域間の格差、さらには個人の格差が拡大している

のが現状であるというふうに認識しています。 

特に、金融緩和によって通貨の総量であるマネタ

リーベースはふえ続けていますが、使われるお金、

つまり個人消費や企業の設備投資などに回っていく

お金の総量であるマネーストック、これはそれほど

ふえていないということは、これはデータで明らか

になっています。 

つまりは、アベノミクスの金融政策というのは、

これを見ると完全に失敗に終わったというふうに考

えられているわけであります。 

そういった中で、網走市では金融緩和の影響はど

のような状況になっているのか、これを把握してい

かなければいけないなというふうに思っています。

それで伺いたいのですが、そもそも金融緩和の最大

の目的は企業の設備投資など、活力ある企業をしっ

かりとつくっていく、そして経済を活性化させてい

くということになりますので、市内の企業の設備投

資の状況、これが近年どのようになっているのか把

握したいというふうに思いますが、お伺いします。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○後藤利博観光商工部長 市内企業の設備投資の状

況ということでございますが、まず企業及び事業所

の経済活動を把握する統計としまして、国の経済セ

ンサスがございますが、直近の数値としましては、

平成27年度で設備投資額が26億5,300万円、これに

対し、前回調査であります平成23年は34億4,000万

円、比較では７億8,700万円の減という統計数字に

なってございます。 

 市内の近年の状況といたしましては、例えばバイ

オマス発電所ですとか、日体大高等支援学校の誘致

に加え、これまでに既に誘致をしてきた企業であり

ます日本ガイシ及び日本ホワイトファームによる工

場の増設、デンソーによるテストコースの改修など

が投資の形で行われております。 

 さらに、平成30年６月からは、新たな国の生産性

向上特別措置法に基づく中小企業に対する設備投資

の支援にも取り組んでおりまして、この１年間の実

績としましては、トータルで13件、投資額は５億

1,600万円という数字になってございます。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 それぞれの企業の名前も出なが

ら、状況がちょっとずつわかってきたのかなという

ふうに思いますけれども、市の金融機関の融資の状

況というのは、これは把握できるのか、できている

のかお伺いします。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○後藤利博観光商工部長 当市の中小企業設備投資

に対する融資制度の利用状況でございますけれど

も、平成26年度からの数字でいきますと、平成26年

度が11件、4,126万円でございます。平成27年度が

同じく11件で5,818万円。平成28年度が13件で7,445

万円。平成29年度が８件で2,900万円。平成30年度

が５件で2,910万円となっており、年度間によって

はばらつきが見られている状況でございます。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 市を通してのこの融資制度の中

ではそれぞればらつきがあるということで、なかな

か全体の状況は把握できないなというふうに思うの

ですけれども、その融資制度の枠を超えた市の金融

機関全体のものというのは、やっぱり市ではなかな

か把握できないということで理解していいでしょう

か。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○後藤利博観光商工部長 全体のものは詳細不明で

ございますけれども、金融機関のお話によります

と、例えば市内の事業者が改修や設備投資をする場
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合、一般的に市内の建築事業者とか、取り扱ってい

ただける事業者に相談をすると。そうしますと、大

体皆さんの方が網走市の融資状況を御存じなので、

それを推薦するというようなことが多いようでござ

います。 

 そういうことから考えますと、今お話しをした数

字がほぼ全体の融資に使われている数字なのかなと

いうことは推測できますけれども。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 わかりました。 

市の融資制度を通していっているということで、

ただそこに何割市の融資で全体の事業の中から、設

備投資の中から使っているかどうかというのは、や

っぱりそれぞれバランスがあるというふうに思いま

すので、全体の額というのはなかなか把握は難しい

けれども、件数として大体通していってるというこ

とで、そこは大体ずっと横ばいになってきている、

件数としてはですね、というような状況になってい

るのだなということで理解をしました。 

次に、経済指標の一つである求人の状況について

伺っていきたいというふうに思うのですが、市内の

企業の課題として最も多い課題というのが、やっぱ

り人材不足にあるということ、これは以前も質問さ

せていただきまして、雇用のミスマッチが最大の問

題であるということ、求職者への資格取得などのサ

ポートの必要性などをそのときの質問で訴えさせて

いただきました。 

一般的に考えれば、求人倍率が高ければ、求職者

の仕事に対しての選択の範囲も広まっていきます

し、企業はより多くの労働者を求めているというこ

とから、経済に活気があるというふうに考えられる

というわけですけれども、有効求人倍率の近年の推

移はどのようになっているのかお伺いします。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○後藤利博観光商工部長 有効求人倍率の推移でご

ざいますけれども、これは網走公共職業安定所の数

字でございますので、管内の求人倍率ということに

なりますけれども、平成26年度が0.94倍、平成27年

度が1.01倍、平成28年度が1.13倍、平成29年度が

1.20倍、平成30年度が1.22倍ということで、上昇傾

向ということで推移しております。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 年々、有効求人倍率が上がって

いっているということ、これをどのように分析して

いかなくてはいけないのかというのはちょっとある

のですけれども、まず一つ目にやはり人口減少によ

って、求職者数とその求人の件数そのものも少なく

なってきているという傾向があるのではないかなと

いうふうに思います。その状況をちょっと把握した

いのですが、倍率についてはわかったのですけれど

も、その倍率に占める、つまりベースになる求職者

数の推移というのは、そこで把握されていましたら

お示しいただきたいと思うのですが。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○後藤利博観光商工部長 やっぱり人口減少という

ことがありまして、傾向としては下がっているとい

うことでございます。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 人口減少に合わせて、求職者数

は下がっていっている、しかしながら企業の課題は

ずっと人材不足にあるのですから、多分求人の件数

自体というものは、その人口減少に合わせて同時に

下がっていっているかというと、それはちょっと逆

なのだろうなと。横ばい、もしくはそんなに減って

いない状況にあるのだというふうに推測されるとい

うふうに思います。 

 つまり、有効求人倍率が年々上がってきている状

況というのも、そこを見ていくと、上がっていって

いるというよりは、やはり人口減少による影響が反

映されてきているだけ、だけとは言いませんけれど

も、そこは一番大きいのかなというようなふうに捉

えているところですけれども、次にちょっともう少

し伺っていきたいのですけれども、経済状況を把握

する上で、やっぱり必要なのは労働者の賃金につい

てですね、伺いたいと思います。 

 やはり、経済の好循環を生み出していくには賃金

が上がっていくということ、これが最も重要である

というふうに思います。しかし、実質賃金の伸び率

は国全体で見ると、昨年不正データなどの問題もあ

りましたけれども、ほとんど上がっていないと。さ

らには、物価の上昇もあわせた実質賃金が下がって

いる状況にある。世界的に見ても、ＯＥＣＤ諸国の

実質賃金の伸び率は日本だけが横ばい。その他の国

は着実に上がっていっていると。 

 これに対して、賃金を上げようとアベノミクスに

よるトリクルダウン型の経済政策が進められている

ところですが、地域の影響はどうなっているのかと

いうところです。市内の企業の賃金について、ここ

をしっかりと上がっていっているという状況でなけ

れば、なかなか経済が好転していっているとは言え
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ないですし、これから先の経済状況も見通せないの

だろうなというふうに思うのですが、それが市内の

企業の賃金がどのような推移にあるのか、お伺いし

たいというふうに思います。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○後藤利博観光商工部長 賃金水準の推移でござい

ますけれども、これは市で実施しております労働実

態調査による統計でございますけれども、平成26年

度の平均賃金は22万9,510円となっています。この

年の平均年収は335万4,000円、平均年齢は44歳でご

ざいます。これに対し、平成30年度の平均賃金は25

万8,606円、平均年収は345万5,000円、平均年齢は

44.1歳となっており、この数字を比較した段階で

は、賃金では２万9,096円の増、年収で10万1,000円

の増という数字でございます。 

 次に、求人賃金の状況でございますが、これはそ

の月によりまして変動がございますので、比較的求

人倍率の多い月で比較をいたします。 

 求人倍率の多い10月、低い月２月で比較いたしま

すと、まず平成29年10月が16万7,216円、平成30年

10月では16万9,740円で、2,524円の増。次、平成30

年２月では16万9,354円、同じく平成31年の２月で

は17万2,215円、比較では2,861円の増となってお

り、両時期とも上昇傾向を示しております。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 わかりました。 

賃金、これはしっかりと改善の状況にあると。し

かしながら、実質賃金とあわせると、これは目標は

年２％で、実態はちょっと違いますのであれですけ

れども、どうなっているのかちょっと計算しないと

あれですけれども、実質賃金はしっかりと若干上が

っている計算になるのかな、これで行くと。賃金、

実態の分は上昇しているということで把握はできま

した。 

次に伺いたいのは、この政策の目標としている賃

金の上昇と、これは政策自体が直結する部分、政策

自体と成果が直結する部分をちょっと１点伺いたい

というふうに思うのですが、アベノミクスで対応す

る一つとして、10兆円規模の機動的な財政政策が掲

げられています。主な財政政策としては、やはり公

共事業があるわけですけれども、この国の公共事業

の状況、国による市への公共事業の状況について、

近年の増減の状況はどうなっているのか、これを伺

いたいと思います。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○佐々木浩司建設港湾部長 公共事業の状況につい

てでございますが、当市の場合も国の財源を活用し

た事業として道路、橋梁、公園等などの事業があり

ますが、道路事業につきましては国の重点政策であ

る防災安全交付金事業により橋梁補修、通学路整備

を行っているところでございます。 

 また、近年は公共施設の長寿命化を図るため、公

共施設等適正管理推進事業債などを活用し、老朽化

対策に努めているところでございます。 

 近年、公共事業の状況につきましては、新設・改

良に係る予算は年々減少しておりますが、防災・減

災及び老朽化対策に伴う事業費はふえている状況で

ございます。市全体の公共事業費につきましては、

大型の建築工事や一般廃棄物処理場の建設工事を除

くと、近年約20億円程度で推移している状況でござ

います。 

 また、国の重要施策である防災・減災国土強靭化

計画に伴う地方財政措置の動きもございますので、

今後、需用費等ふえる要素がございます。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 今後ふえる要素があるというこ

とで理解しました。 

 これまでのように、新たなものというよりは、こ

れまであるものの補修・修繕、また耐震化含めてと

いう部分に変わってきているという部分、それがあ

って、現在のベースの部分から少しふえる余地があ

るか、それはまだわからないこれからの話なのかな

ということで理解をしました。 

 公共事業、これが経済の活性化につながっていく

には、これはもちろんその地域の企業が事業を行う

ことが重要であると、それによって雇用の安定や創

出につながっていかなくては意味がないというわけ

でありますから、それに対してトリクルダウンとい

う今の政府の一つの考え方では、どうしても下請け

や孫請けという形で地域の需要が落ちるという構

造、こういうふうにも見えて取れてしまうわけです

ね。この構造もしっかりと変えていかなくてはなら

ないのだなというふうに思っているところです。 

 経済についてもう１点ちょっとお伺いしたいと思

います。大体、状況はアベノミクスでいざなぎ景気

超えというふうに言われていて、一部の報道では物

すごく景気がいいように言われていますけれども、

網走市の状況を見ると、今聞いていく中では横ばい

なのかなと。ちょっと詳しく調べてみないとあれで

すけれども、という状況なのかなということで理解
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をしました。 

 横ばいの状況に対して、国は国として取り組んで

いることを受けとめながら、地域として取り組んで

いくのかというのが「まち・ひと・しごと創生総合

戦略」だというふうに理解をしています。 

 そこで、ちょっとこの現在のところの総合戦略の

進捗状況と、その成果をどのように捉えているのか

をお伺いしたいと思います。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○後藤利博観光商工部長 総合戦略の進捗状況とい

うことでございますけれども、地域経済活性化にか

かわるＫＰＩの達成状況などにつきましては、観

光、合宿などの交流人口の拡大分野、それから企業

誘致などに関する部分につきましては、目標の達成

に向けて数値の改善が進んでいるというふうに捉え

ておりますが、中心市街地の活性化や販路の拡大と

いう部分につきましては、短期的になかなか成果が

見えてこないというふうに認識をしております。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 短期的に成果がなかなか見えて

こないものはあるということで、ただ、その総合戦

略の中ではＫＰＩを定めていて、その第一段階は終

了したわけですよね。そこから、これから先さらに

というところだというふうに思うのですけれども、

その第一段階の中での精査というか、第一段階の中

で把握している中でも、このＫＰＩの状況というの

は、長期的なもの以外はそういった認識でいるとい

うことでよかったのでしょうか。 

○井戸達也議長 企画総務部長。 

○岩永雅浩企画総務部長 当市の総合戦略ですが、

目標年次が平成31年度ということになっております

ので、先ほど観光商工部長が御説明した内容につい

ては、まだ最終的な判断ではないということでござ

います。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 今年度ですね、済みません。今

年度中に出てくるのだということで理解をしまし

た。 

 長期的なものに対してどのように、特に中心市街

地の活性化などについてどのような形になってくる

のか、これをこれから注視していかなければいけな

いなというふうに思います。 

○井戸達也議長 一般質問の途中ですが、ここで暫

時休憩いたします。 

午後１時59分休憩 

午後２時10分再開 

○井戸達也議長 休憩前に引き続き、再開します。 

 一般質問を続行します。 

川原田議員の質問から。川原田議員。 

○川原田英世議員 それでは、引き続き質問させて

いただきたいと思います。 

次の質問に移るのですが、今、経済関係について

いろいろ数字をいただきまして、またこれをしっか

りと精査していかなければいけないというふうに思

っているのですが、１点だけ申し上げさせていただ

きたいのは、数字を聞いているとやはり全体的な部

分というのはなかなか把握しづらいのが、一つの地

域の自治体としての実情だというふうに思っていま

すけれども、この前、財務局のほうとの、市で共催

という形になっていましたけれども、何と言ったら

いいのか、研修会と言ったらいいのか、勉強会と言

ったらいいのかがありましたけれども、ああいった

形で行われて、地域の経済状況についていろいろな

形で情報共有をしていくということ、ある金融機関

の方とか企業の方だとかも参加してああいうことを

していくことが重要なのではないかなというふうに

思っています。 

とりわけ、この網走の規模だと、先ほど答弁でも

一部あったように、企業誘致によって大きく状況は

変化していくというのは経済の実態だというふうに

思っています。 

その企業誘致によって生まれる変化、これは活性

化の呼び水でもありますから、それを地場の産業と

どうリンクさせていくのか、ここはなかなか今まで

できていなかったことなのではないのかなというふ

うに思っています。企業誘致に加えて、地域の企業

をどうやって絡めていくのかということ、これを取

り組んでぜひ進めていっていただきたいなというふ

うに思います。 

それで、次の高齢者の運転事故についての質問な

のですが、先ほど永本議員からもありましたので、

１点だけちょっと私のほうから確認も含めて伺わせ

ていただきたいというふうに思うのですけれども、

高齢者の運転事故等があるということ、それと同時

に高齢者にもさまざまな認知症などで、免許の扱い

方がいろいろ変わってきたということがありまし

た。運転免許証は75歳以上の方が更新をする場合に

は、認知機能検査を義務づけ、認知症であると診断

された場合には、聴聞等の手続の上で運転免許が取

り消され、または停止をされますということになっ
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ています。 

それで、こういうことになって、既に取り消され

てしまったよと、または停止されてしまったよとい

うことが網走市で今、発生しているのかどうか、そ

のことをまずお伺いしたいと思います。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○酒井博明市民環境部長 認知機能検査による運転

免許の取り消し、停止についての状況でございます

が、平成29年３月に施行されました改正道路交通法

におきまして、75歳以上の運転免許保有者につきま

しては、３年に１回の免許更新時や一定の違反時に

受ける認知機能検査で、認知の恐れがあり、医師の

診断後、認知症と診断されると免許の取り消しや停

止処分を受けることとなります。 

 網走警察署に確認しましたところ、網走市内では

認知機能検査により免許の取り消し、停止となった

方は現時点ではいないとのことでございます。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 現時点ではいないということで

理解しました。 

 先ほど自主返納の話もありましたけれども、自主

返納される方は、逆を言えばやっぱり返納できる状

況にあるということも一つだと思います。 

それに対して、やはり自分の本意ではなく、もう

免許証停止になりますよという方、こういう方たち

にどういった対策を講じていくのか、これが逆にも

っとスピーディにやっていかなくてはいけないこと

だというふうに思います。やはり、生活の足を失う

ということを、そのままではその場所で生活できな

いということにつながっていきますので、そういっ

たことも考えながら、これから先、計画も進められ

て作成していくのだというふうに思いますけれど

も、特にこういった自分の本意ではない方への緊急

的な措置等も含めて、計画を考えていっていただき

たいというふうに要請させていただきたいというふ

うに思います。 

次に、子供の虐待防止対策についてお伺いさせて

いただきたいというふうに思います。これも以前に

も、この件についてお伺いさせていただいています

が、緊急の対策として以前伺ったところでありま

す。網走では、それに該当するような形はなかった

ということで安心したところですけれども、それと

その後に国のほうでも対策等でいろいろと進められ

てきていますけれども、児童福祉士、いわゆる児童

相談員、これが足りていないという状況が明らかに

なってきたというふうに思います。これに対しての

対策を、政府としても増員していくということで報

道でもありましたけれども、網走市のこの児童福祉

士の配置の状況というのはどのようになっているの

か、お伺いしたいと思います。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 児童相談員の配置状況に

ついてでありますけれども、報道などで報じられて

おりますのは、児童相談所における児童福祉士の不

足というふうに認識をしております。北見児童相談

所における児童福祉士である相談員につきまして

は、地区割で複数の市町村を担当しておりますけれ

ども、網走市におきましては児童虐待相談及び各種

相談で各１名ずつが配置されている状況でありま

す。 

 当市が配置する相談員につきましては、家庭児童

教育相談室に家庭児童相談員２名と、教育相談員１

名が配置され、地区割で各種相談に対応しておりま

すが、児童虐待の対応につきましてはこの３名に加

えまして、子育て支援課の職員が連携した対応を行

うとともに、関係機関との連絡、調整業務を担当し

ている状況でございます。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 北見にある施設から網走地区の

担当者がいて、その方たちが３名。そして、市の担

当課と連携をとりながらということで理解をしまし

た。 

 厚生労働省の報告が出ていまして、児童相談所の

児童虐待相談件数、これは平成20年で約４万2,000

件でありましたが、年々増加しまして、９年後、平

成29年では約13万3,000件ということで３倍以上と

いうふうになっています。 

 この状況を考えると、もちろんこの網走市で担当

を充てられている方の負担はもちろんですけれど

も、この北見から網走を管轄されている方たちの状

況も大変な状況になっているのではないかなという

ふうに思うのですけれども、この担当されている３

名の方、もしくはその網走市の対応されている方の

一人当たりが受けている相談件数などは把握されて

いるのでしょうか。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 平成30年度における相談

実績ということでお答えさせていただきます。 

 月々の集計で積み上げになりますので、数字は後

ほど詳しくは説明するのですが、一応相談件数とし
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ては97件、月平均でいくと8.1件です。それで、月

の実件数の積み上げでありますから、この中で実際

相談している方につきましては40件程度、この97件

のうち40件程度というようなことでございます。相

談延べ件数につきましては172件、月平均14.3件と

いうような数字でございます。 

相談の形態でありますけれども、来訪される方が

91件、電話が44件、学校訪問が33件、家庭訪問が４

件。相談の種類につきましては、養護・虐待が61

件、不登校・しつけ52件、その他36件、それと障が

いですとか発達遅滞というような部分で23件ござい

ました。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 現状の相談を受けている大体

の、それは網走も国全体の３倍以上になっていると

同様に伸びてきているのかどうかというところもあ

るのですけれども、基本的に何かしらこちらであっ

た場合、その担当の方は北見から来て、その業務等

を行って、また北見に戻ってという形になるという

ことで単純に理解していいのでしょうか。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 基本的には、子育て支援

課の職員がその辺の調整をさせてもらって、関係機

関に連絡をして、ケース担当会議ですとか、そうい

った対応だとか、そういった部分で虐待に関する部

分を進めているというような内容でございます。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 市側でいろいろ調整をして行っ

ているということで理解をしました。  

 ただ、この前ちょっと１件ケースがあって、一般

の家庭の方から通報されたというか、あなたが子供

を身体的虐待を行っているのを見たというふうに通

報されて、北見から相談員の方が来たというのを伺

ったときには、行くから時間をとってくれというこ

とで言われて、待っていたのですけれどもなかなか

来ないということで、大分放置されたと言ったらあ

れですけれども、ということがあって、実際話をす

る中で誤解だったということで、誤解は解けたので

すけれども、そのまま帰っていくということで、夜

中の11時、12時くらいまでの対応があったというこ

とで伺っていました。そういうケースというのは実

態にあるのか、把握されているのかお伺いしたいと

思います。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 虐待の場合では、通報が

あったときに、48時間以内に児童の安全確認が必要

とのことがございますので、その中の時間の範囲内

で拘束されるというようなことはあろうかと思いま

す。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 時間的なそういった側面もあっ

てということで理解しました。すごい重要なところ

ですし、そういったこともあると、やっぱりそこに

従事されている専門的な立場の方も負担も大きいの

だろうなというふうに理解をしました。 

 やはり、その人手が足りないということがもしあ

るようであれば、しっかりとそれはこういうふうに

してあげていかなくてはいけないのかなというふう

にも思っています。 

 この近年の相談件数、３倍以上になってきたと、

ふえてきているというわけですけれども、これは今

まで見えなかった虐待が見えるようになってきたと

いうことも一つはあるのだろうなというふうに思い

ます。そして同時に、以前も発言しましたけれど

も、虐待死の把握の状況は厚生労働省の把握してい

る虐待死の件数と、日本小児科学会による虐待の件

数、これには３倍から５倍の差が年間あるというこ

とで、このことからも、やはり行政としての判断の

ジャッジと、実際にドクターによるこれはこういう

傷だろうという判断との差が、乖離はかなりあると

いうことで、やはり一般的に捉え方というのはすご

く難しい問題でもあるのだなということ。 

 このことからも、そういった専門の立場の人たち

が近くにいるということ、これもやっぱり重要なの

だろうなというふうに思います。 

 そして、さまざまな社会環境の変化によって、こ

ういった虐待という問題が発生しているわけですか

ら、虐待があった場合の対策の強化としての人材的

な増強というか、さらに育成、そしてそういった専

門家の方たちにやはり情報の共有などをしっかりと

行っていくということが必要になってくる。 

 そして虐待を起こらせない社会にするために、や

はり子育て世帯のサポートや子供のころからの教育

等も必要になってくるだろうというふうに思いま

す。 

 そこで伺いたいのですが、マスコミで報道されて

いるそれぞれの虐待死につながっていくような事件

を見ていくと、やはり初期の虐待と、その身体的な

虐待に行くまでの間というのがやっぱり経過として

あるということが明らかになってきたのだと思いま
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す。初期はやはり心理的な虐待ですとか、ネグレク

トのような形での虐待から、どんどんどんどんエス

カレートしていって、身体的な虐待に拡大していっ

てしまっているということです。この拡大が、され

る虐待が広がっていってしまう前に誰かとめること

ができれば、こういったことにはならなかったとい

う事件が多いということですから、このことからも

親の生活環境の把握などで事前に、未然に防いでい

く取り組み、これがまず防ぐという意味では重要で

あるというふうに考えますが、これについての所見

を伺いたいと思います。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 未然防止対策についてで

ありますが、けがやあざなどの身体的虐待と思われ

る情報以外は情報提供が少なく、特にネグレクトは

把握が難しいというふうに考えてございます。保健

センターでは、妊婦届け出時や新生児訪問、その後

の各乳幼児健診で虐待リスクを把握するためのアン

ケートを実施しておりまして、リスクが高いと判断

されるケースにつきましては、虐待予防検討会を開

催、さらには、本年６月に開設した子育て世代包括

支援センターユカリエとの連携により、個別ケア会

議を開催いたしまして、虐待が疑われる家庭に対す

る支援、こういったものにつなげる体制をとってお

ります。 

 今後におきましても、妊娠初期から情報を継続的

に把握して、児童虐待にかかわる予防的なかかわり

を持つことが問題の早期発見と対応につながるとい

うふうに考えてございますので、子育て支援課と健

康推進課が連携した防止対策に努めてまいりたいと

いうふうに考えてございます。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 わかりました。取り組みをさら

に進めていっていただきたいと思いますし、やはり

そういったサポートの手を拒むという形が、やっぱ

りこういった該当する方には非常に多いということ

もありますので、そういった場合の取り組み方とい

うもの、これは国もしっかり取り組んでいっていた

だかなくてはならないことですし、地域としてもそ

ういった拒まれた場合のケースということもしっか

り想定しながら、取り組みを進めていっていただき

たいというふうに思います。 

 次に、虐待のない社会にしていくために、これは

やはり教育が必要であるというふうに、これは以前

も教育とのかかわりということで質問させていただ

きました。親への教育、これがやっぱりまず必要で

あろうというふうに私は思います。そして、親とな

る方への教育。さらには、やはり子供のころからの

義務教育課程での思いやりですとか、そういった教

育、さまざまな過程の中で必要になってくるという

ふうに思いますが、所見をお伺いしたいというふう

に思います。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 虐待防止の教育について

でありますが、未然防止対策でも説明いたしました

けれども、保健センターや子育て世代包括支援セン

ターユカリエの取り組みを通じて親、もしくは親と

なる方への教育を行っていくとともに、子育て安心

ガイドぴゅあに児童虐待に関する情報を掲載し、子

育て世代に対する周知に努めているところでござい

ます。 

 子供のころからの教育につきましては、保健セン

ターと子育て支援センターの連携事業で、中学生を

対象に赤ちゃん触れ合い体験教室を実施しており、

子育て中の親やその赤ちゃんと触れ合うことで命の

尊さを実感し、小さな子供をいとおしく思う心を養

い、将来愛情を持って子育てできるための基本を学

んでいただいているところでございます。 

 学校教育における虐待の防止に向けた取り組みに

つきましては、自立した人間として、他者とともに

よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため

の教育が重要であるというふうに考えまして、各学

校におきましては道徳科をかなめとした教育活動の

中、家族を敬愛する心やかけがえのない命を尊重し

ようとする心などについて、発達段階に応じて指導

し、子供たちが将来、さまざまな場面、状況におい

て適切な行為を選択して実践することができるよ

う、心の教育に努めていただいております。 

 今後におきましても、健康福祉部と教育委員会が

連携いたしまして、各種事業や家庭教育に関する講

演会などを活用いたしまして、虐待防止に向けた取

り組みに努めてまいりたいというふうに考えてござ

います。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 わかりました。非常に大きな問

題で、これから子供たちがこういった虐待等で、ま

たそれがさらに輪が広がって、子供たちの中でもい

じめの環境なども生まれてきてしまうのですよね。

そういった中で、さらに発展していってしまうとい

うか、そういうこともあったりとか。また、その虐
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待の連鎖というのも、また今一つの問題になってい

て、虐待を受けた子はやはり自分自身も大人になっ

たら虐待をしてしまうというようなことも一つ問題

になってきているということで、近年これだけ大き

な問題になってきて、やっぱりしっかりとした対策

というのを、自治体として講じていかなくてはいけ

ないというふうに思いますので、これからもしっか

りよろしくお願いいたします。 

 終わります。 

○井戸達也議長 小田部照議員。  

○小田部照議員 －登壇－ 志誠会の小田部です。 

通告に従い、質問に入ります。 

まず初めに、いせの里保育園、児童センター周辺

の交通安全対策について伺います。 

本年度から、すずらん保育園、たんぽぽ保育園、

北児童館が統廃合され、いせの里保育園、児童セン

ターが開園されました。新設に伴い、園児数が約

140名が通園、職員の方がパートも含め二、三十名

程度の方が通勤している状況の中で、交通量が激増

することは当初から当然、予測されていたことと思

いますが、市はこれに対してどのような認識で対応

されてきたのか伺います。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○酒井博明市民環境部長 いせの里保育園前の交差

点の対応についてでございますが、この交差点は西

山通に直線でつながっており、平成24年４月に子育

て支援センターどんぐりが、本年４月からはいせの

里保育園、児童センターが開設したことにより、送

迎、施設への来館の車両がふえたことにより、交通

量がふえている状況にございます。 

 現在、子育て支援センターどんぐりの１日平均の

来館者数は、親子25組50人、いせの里保育園の園児

と職員は約190人、児童センターへの登録児童数は

約50人となっております。 

 いせの里保育園の開園により、車での園児の送

迎、職員などの車両交通などがふえること、また、

子育て支援センターからいせの里保育園に向かう道

路を横断して通学する児童もいること。また、平成

29年度の地域要望において、北連合町内会より交差

点への信号設置の要望がありまして、信号の設置に

向け、網走警察署とも協議を行っているところでご

ざいます。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 わかりました。 

それでは、いせの里保育園園児の父母の皆さんや

町内会、地域住民などへの交通安全に対する説明は

どのようになされてきたのか伺います。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 園児の保護者や地域住民

等への安全対策の説明についてでありますが、園児

の保護者に対しましては入園説明会の際、送迎時に

おける注意事項として路上駐車の禁止、園内駐車場

の利用、一時停止の遵守などを説明し、また行事の

際には近隣の駐車場を借り上げ、路上駐車が生じな

いよう対策を講じているとのことでございます。 

 地域住民に対しましては、４月下旬、警察署との

連携により交通安全の注意喚起と見守り活動への協

力に関するチラシを配付しているとのことでござい

ます。  

 その他の対策といたしましては、不定期ではある

ものの朝と夕の警察署員による見守りが実施されて

いるため、保育園前を通行する車両の注意喚起につ

ながっているものと考えております。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 当初より地域住民より懸念されて

いた市道107北山沿線、つまり向陽ヶ丘坂下の西村

歯科医院の前から入り、旧たんぽぽ保育園横を通

り、いせの里保育園方向に向かう道路のことです

が、この道路の利用についてはどのように説明がな

されてきたのか伺います。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 ただいま御指摘のありま

した道路についてでございますけれども、そのこと

につきましては平成29年５月28日に開催をいたしま

した地域との意見交換会の中でも、道幅が狭く、そ

して冬期間はさらに道幅が狭くなるので危険ではな

いかというような御意見をいただいておりましたの

で、いせの里保育園に対しまして、なるべく大きな

道路を通るようなことで保護者に説明するよう、お

願いを申し上げているところでございます。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 今後も注意喚起に努めるというこ

とで理解いたしました。 

 次に、いせの里保育園と支援センターどんぐりを

挟む北10条通の交差点についてですが、内覧会当日

にも事故が起きており、大変危険な交差点となって

おります。少なくとも現在、信号機が設置されてい

るオホーツク合同庁舎裏の交差点よりも、各段に信

号機設置の必要性が高いと思われます。早くから、

北地区町内会連合会より信号機設置、または移設の
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要望が挙がっているとは思いますが、それに関して

どのような進捗状況なのか伺います。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○酒井博明市民環境部長 信号機設置にかかわる要

望に対する進捗状況でございますが、一昨年の地域

要望におきまして、北連合町内会より、いせの里保

育園と子育て支援センターどんぐりが隣接する交差

点への信号機の設置要望があったところでございま

す。 

 この交差点には、オホーツク総合振興局側から北

山通を抜け、海岸町につなげる側の道路に一時停止

標識が設置されておりますが、一時停止をしない車

両が多いこと、また海岸町側から向陽ヶ丘方向に向

かう道路が通学路となっていることから、地域から

の要請もあり、警察の取り締まりを行っているとこ

ろでございます。 

 網走警察署との協議では、信号機の設置は難しい

とのことでしたので、議員おっしゃるとおり、オホ

ーツク総合振興局横の信号機を移設する方向で、こ

の信号機のある地域の町内会の合意も取れましたの

で、移設の協議を進めてまいりました。 

 しかし、６月上旬に網走警察署を通じて、要望し

ていた信号機の移設は難しいとの回答があったとこ

ろでございます。理由としては、平成28年３月に北

海道警察で定めた「信号機設置の指針における一定

時間内の車両の通行量を満たしていないため」との

ことでございました。 

 しかし、市としては引き続き網走警察署とこの協

議を進めていきまして、信号機の設置に向けて要望

を続けていきたいというふうに考えております。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 今、警察のいろいろな諸事情で信

号機移設が難しいというお話をいただきましたが、

私も実際に警察の方とお会いしてお話ししたとき

は、移設の方向で取り組んで動いているというよう

なお話を直接いただいておりましたが、こちらは実

際、事故も起きているということも踏まえて、警察

から直接、北中央町内会に隣接している町内会とい

うことでのお願いですが、交通安全運動への協力の

お願いがありました。春の交通安全運動期間中、子

供たちの安全な通学路の確保のため、私も一緒に町

内会のみんなと街頭に立ち、交通安全活動に参加さ

せていただきました。信号機がついていない現時点

で、市としてはどのような安全対策をとられている

のか伺います。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○酒井博明市民環境部長 現在の対応状況について

でありますが、いせの里保育園、児童センターの開

園に合わせまして、４月にいせの里保育園、児童セ

ンター及び中央交番によりまして、地域や地域に来

る子供たちの交通安全や見守り活動への協力依頼の

チラシを作成し、中央交番の警官により、いせの里

保育園等の周辺町内会への各戸へ配付が行われまし

た。５月には、春の全国交通安全運動の期間に合わ

せ、中央交番と町内会で、登校時に交差点周辺に立

ち、見守り、車両への注意喚起が行われておりま

す。 

 また、中央交番では今後も登下校時間帯のパトロ

ールに取り組んでいくこととしております。 

 市では、５月に交差点の登下校時の交通量調査を

実施いたしまして、交通状況について引き続き把握

をしていくこととしております。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 市で交通量調査を実施したと答弁

いただきましたが、その結果、内容はどのようなも

のなのか、お尋ねいたします。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○酒井博明市民環境部長 いせの里保育園前の交差

点の交通量調査についてでございますが、ことしは

５月28日に実施したところであります。時間帯は登

校時として７時から８時30分まで、下校時として14

時30分から16時までの各１時間半行いました。 

 交差点の自動車通過台数は、登校を含む時間帯で

439台、下校を含む時間帯で194台でありました。こ

の調査は、今回５回目の実施で、平成29年度に北連

合町内会から信号設置要望を受けて、年に２回調査

をしているところでございます。一番最初に行いま

した平成29年９月の調査と比較すると、登校を含む

時間帯で275台車がふえておりまして、下校を含む

時間帯では28台増加しているという状況でございま

す。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 もともと危険な交差点であったと

ころに、支援センターどんぐり、いせの里保育園が

新設に伴い、どんどん交通量がふえている実態だと

認識いたしました。 

 そんな中でも、この交差点にはいまだに横断歩道

もないというのが現状です。高齢者ドライバーの事

故も社会問題化している現在、通学時の安全確保

や、園児たちの散歩時の安全確保の面なども考慮
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し、横断歩道や信号機の設置はもちろんですが、そ

れが実現するまでの間は防護柵や標識、路面表示の

設置なども検討していくべきだと思いますが、安全

性を考えて、今後の市の方向性を伺います。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○佐々木浩司建設港湾部長 ガードレール等の防護

柵設置につきましては、今後の事故の危険性等を総

合的に勘案し、検討する必要がございます。 

 今後は、道路管理者といたしまして施設管理者及

び交通安全担当部署等の関係機関とともに、交差点

における車両及び歩行者の交通状況等の実態調査を

行い、防護柵、また警戒標識等、必要性について検

討してまいりたいと考えております。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 引き続き安全面に考慮して、信号

機移設の件ですが、市としても引き続き要望すると

いうことですので理解いたしました。 

 次に、ふるさと納税の制度改正による影響と、今

後の方向性について伺います。ふるさと納税制度

は、出身地や旅行で訪れた場所など、自分が応援し

たいと思う自治体に寄附ができる仕組みで、寄附を

すると自治体から特産品、名産品などお礼の品とし

て受け取ることができます。寄附した金額の分、そ

の年の所得税還付と、翌年度の個人住民税の控除が

受けられ、控除の上限額に達するまでは幾ら寄附し

ても自己負担額は2,000円であり、この仕組みの便

利さや返礼品の魅力が支持され、その仕様は近年、

急速に拡大してきました。 

 しかし、同時に返礼品の過熱といったひずみが生

じ、地元特産品と呼べない旅行券やアマゾンギフト

券を返礼品にする自治体が現れ、多額の寄附金を集

めたことで、地場産品で正直に運営している自治体

が報われないといった不満も日に日に高まっていき

ました。 

 こうした事態に総務省は、返礼品は地域の経済に

寄与する地場産品、寄附額に対する返礼品の割合は

３割以下にするよう何度も促しましたが、強制力の

ない通知であったことから事態は改善されず、強制

力のある法律でふるさと納税のルールを新たに定め

ることとなりました。 

 今後は総務省の事前審査を受け、返礼品は地場産

品で、かつ寄附額の３割以下などと、基準を守らな

い自治体は、ふるさと納税制度の対象外となり、さ

らに募集のための広告費や返礼品の送料などの費用

を含めて、経費を寄附額の５割以下に抑える必要が

あるとなっております。 

 この制度改正を踏まえた上、質問に入ります。当

市のこれまでのふるさと納税の推移を伺います。 

○井戸達也議長 企画総務部長。 

○岩永雅浩企画総務部長 お尋ねの寄附金でござい

ますが、寄附金にはふるさと寄附条例に掲げる事業

への寄附のほか、もっぱら市内の法人や団体などか

ら、産業振興や福祉のほか、都市緑化などへの寄附

金もございます。 

 お尋ねのふるさと納税の推移につきましては、平

成20年度の税制改正以降に定めたふるさと寄附事業

の運用のために用いている寄附金についてお答えを

させていただきたいと思います。 

 当市への寄附は、平成20年度から26年度までは毎

年数百万円程度で、寄附累計額は約3,092万円でご

ざいました。平成27年７月からは、地場の特産品を

返礼する取り組みを始めまして、初年度の平成27年

度は半年間の期間でございましたが、約５億9,300

万円の御寄附を頂戴いたしております。２年目の平

成28年につきましては、約７億3,500万円、３年目

の平成29年度は約６億4,500万円、昨年度は14億

4,900万円の御厚志を頂戴してございます。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 わかりました。 

昨年度大幅に税収が伸びている要因は、どのよう

に捉えているのか伺います。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○後藤利博観光商工部長 平成30年度寄附金の増加

ということでございますけれども、これを扱うポー

タルサイト、これを３社から５社にふやしたこと、

また広告の実施、それから返礼品の参加事業者の皆

さんによる返礼品の充実などがよく、これが主な要

因だったというふうに認識してございます。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 理解いたしました。 

納税者が指定寄附を行っているような自治体もあ

るようですが、当市の現状はどのようなものなの

か、指定寄附と当市の判断で自由に使える寄附金額

の割合はどのようになっているのか伺います。 

○井戸達也議長 企画総務部長。 

○岩永雅浩企画総務部長 ふるさと寄附条例では、

寄附者の網走市に対する思いを実現するために、ふ

るさと寄附事業を掲げてございます。返礼品を始め

た平成27年７月からは、子供たちの活動支援とスポ

ーツ環境整備、そして特別支援教育の推進の三つの
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取り組みを掲げております。 

 その後、平成28年４月からは、６次産業化・農商

工連携の推進の取り組みを追加をし、今年度４月に

は地域医療体制の維持・充実、地域公共交通の維

持・活性化、公共施設等の耐震化対策の三つの取り

組みを追加をいたしました。 

 取り組み別の寄附金の構成比でございますが、例

年、子供たちの活動支援が最も多く、次に６次産業

化・農商工連携の推進が続き、スポーツ環境整備と

特別支援教育の推進が同程度となってございます。 

 また、使途が指定されないその他につきましては

全体の２割程度になっております。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 理解いたしました。 

 それでは、今、子育てに関して使われているのが

一番多いということでしたが、ふるさと納税による

税収の使い道はどのような事業にどのくらい使って

いるのか、概要を説明していただきたいと思いま

す。 

○井戸達也議長 企画総務部長。 

○岩永雅浩企画総務部長 これまでの使途状況でご

ざいますが、平成28年度から30年度までの３カ年の

累計額でお答えをいたします。子供たちの活動支援

では約４億円、主なものは昨年度では北地区に整備

をしたいせの里保育園、いせの里児童センターへの

補助金として約１億4,000万円のほか、平成29年度

から２カ年で整備をいたしましたさんごそう保育園

の整備に約2,000万円。小中学校のＩＣＴ教育の環

境整備として、３カ年で約3,400万円を活用いたし

ております。 

 次に、スポーツ環境整備では約2,000万円でござ

いまして、主なものといたしまして昨年度は総合体

育館のバスケットボールのゴールの整備に約400万

円、陸上競技場の風速計更新に約100万円のほか、

平成29年度にはスポトレの環境整備として約700万

円を活用してございます。 

 次に、特別支援教育の推進では、約１億2,000万

円でございまして、主に平成29年度に開校した日体

大附属高等支援学校への支援や、小中学校の支援員

の配置などに活用させていただいております。 

 また、６次産業化・農商工連携の推進では約

1,400万円でございます。平成29年度から６次産業

化プロデューサーの育成ともち麦や長芋の高付加価

値化事業に活用したしております。 

 最後に、その他といたしまして約1,600万円で、

昨年度から博物館の重要文化財指定に向けた取り組

みなどに活用させていただいております。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 詳しい説明をいただきました。 

それでは、このふるさと納税に参加している事業

者数の推移というのは、これまでどのようになって

いるのでしょうか。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○後藤利博観光商工部長 返礼品の参加事業者数の

推移でございますけれども、平成29年度が44社、平

成30年度が46社、本年６月現在が44社ということ

で、現在横ばいで推移をしてございます。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 おおよそ特別ふえているわけでは

なく横ばいだということで理解いたしました。 

 当市のふるさと納税の広告についてですが、一体

どこに、どのような目的でどのような内容の広告を

出し、その内容を事業者に対してはどのように伝え

ているのか伺います。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○後藤利博観光商工部長 平成30年度の取り組みで

ございますけれども、まず広告は電車内での広告、

それから、新聞折り込みによるタブロイド紙による

公告、それから、ウエブサイトを利用した広告を行

っております。 

 なお、その広告内容につきましては、主に返礼品

を紹介するものとなってございます。 

 また、最もＰＲ効果の高いポータルサイトによる

商品紹介につきましては、返礼品を取り扱う事業者

の方から写真や商品説明などの提供を受けながら、

それをお示しをしているという状況でございます。 

 なお、市が実施した、あるいは新年度に予定をす

る広告につきましては、年度当初の事業者説明会に

おきまして、その概要を説明をしているところでご

ざいます。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 理解いたしました。 

 それでは、その広告代金の金額や、ポータルサイ

トへの支払額、返礼品の送料など、支出額はどれく

らいあるものなのか、内訳を含め御説明お願いいた

します。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○後藤利博観光商工部長 平成30年度の実績となる

と思いますけれども、広告代金、総額で約1,240万

円、これは電車広告、新聞広告、ウエブサイト広告
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でとなっております。それから、ポータルサイトへ

の支払いの内容でございますけれども、まず返礼品

の調達に係る費用としまして４億300万円、送料と

しまして9,300万円、事務手数料などで２億700万円

でございまして、総額では約７億円となってござい

ます。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 金額、内容、理解いたしました。

一部事業者からではありますが、このふるさと納税

にかかわる事業者に広告のそういった内容、細かな

内容については一切伝わっていないというようなお

話もいただいております。きちんと、こういったこ

とも事業者と共有し、より効果的な広告内容や宣伝

方法を協議・検討していくことも必要だと思います

ので、申し添えさせていただきます。 

 昨年度、一部の事業者で予想を超える寄附が大幅

にふえたことにより、対応し切れず、発送の遅延な

どのミスにつながってしまったと聞いています。ほ

かにも、その返礼品の送料を、事業者が発送年ごと

に１件１件手入力をしなければならず、約8,000件

から１万件の手入力はとても大変な作業であったと

聞いております。インターネットを通じた販売方法

については、全国送料が一律というのが全体の96％

を占めております。送料を一律化するということ

は、事業者の負担軽減にもつながると思いますが、

市の見解を伺います。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○後藤利博観光商工部長 現在、ふるさと納税制度

は先ほどもお話ししましたように５社のポータルサ

イトで取り扱いを行っておりまして、それぞれ運送

会社も異なっている状況でございます。 

また、返礼商品につきましてもサイズや重さ、規

格なども異なることから、なかなか現時点では返礼

品送料一律化は難しい状況でございますけれども、

返礼品事業者の事務負担ということを考えますと、

何とかシステムの改善などによりまして軽減が図ら

れるよう、ポータルサイト事業者と検討を進めてい

きたいと考えてございます。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 今後も、事業者とよく検討・協議

していただくということで理解いたしました。 

 ６月からのふるさと納税制度の改正に伴い、市内

の事業者からは相当な影響があると懸念されていま

すが、今まで取り扱っていた品物のうち、返礼品と

して使用できなくなってしまったものはどのような

ものがあり、ふるさと納税の税収のどの程度を占め

ていたものなのか。また、制度の概要などを含めて

説明していただきたいと思います。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○後藤利博観光商工部長 先ほど議員からも御案内

がございましたように、地方税法の一部の改正の法

律、改正する法律が６月１日から施行されました。

これは総務大臣が基準に適合した地方公共団体を、

ふるさと納税の対象として指定するというものでご

ざいまして、その基準の要点は一つ目に、寄附金の

募集を適正に実施すること。二つ目には、返礼品の

返礼割合を３割以下とすること。三つ目には、返礼

品は地場産品とすること。四つ目には、寄附金の募

集経費は全体の５割以下とすることなどが詳細に示

されたところでございます。 

 これにより、返礼品は市内で原材料の主要な部分

が生産されたものや、製造・加工により相応の付加

価値が生じているものなどに限られるということに

なります。具体的には、これは網走市にとりまして

も、返礼品の中でかなり上位を占めている品物でご

ざいますけれども、輸入のズワイガニのポーション

やサッポロビールなどが、今後は返礼品として使用

ができないという状況でございます。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 多くの事業者、また市民から、と

ても懸念されていることで、今まで人気のあった上

位の品物が返礼品としては扱えなくなったというこ

とで、今後の税収の見通しや、それを踏まえた上で

の市の対応、方向性について伺います。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○後藤利博観光商工部長 今回の納税制度の改正

が、全国的にどのような影響を及ぼすのか、なかな

か予測は困難というふうに思っておりますけれど

も、本市といたしましては、生まれ育ったふるさと

への貢献や、自分の意思で応援をしたい自治体を選

ぶなど、本来のふるさと納税制度の趣旨に乗っ取

り、引き続き一人でも多くの方に応援をいただける

ように取り組んでいきたいと考えてございます。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 なかなか税収の見込みは、なかな

か数字としては難しいところがあるのかなと理解い

たします。 

 ふるさと納税制度では、生産者が消費者に地場産

品を直接届けるというのが特徴で、網走が誇る第一

次産業、漁協や農協などとしっかりと連携・協力
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し、網走を強くアピールし、ふるさと納税のおかげ

で網走が元気になっているという姿を見せることが

大切だと思います。今後とも自治体の創意工夫がよ

り一層、試されると思いますが、そういった面で市

の方向性を伺います。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○後藤利博観光商工部長 新たなふるさと納税制度

では、返礼品等を強調した宣伝広告などについても

禁止をするという状況でございます。適正な事務執

行を基本としながら、工夫をしながら効果的なＰＲ

に努めていきたいというふうに考えてございます。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 終わります。 

○井戸達也議長 一般質問の途中ですが、ここで暫

時休憩します。 

午後３時00分休憩 

午後３時10分再開 

○井戸達也議長 休憩前に引き続き、再開します。 

一般質問を続行いたします。 

近藤憲治議員。 

○近藤憲治議員 －登壇－ 志誠会の近藤憲治でご

ざいます。 

 まず冒頭、過日山形で発災をいたしました地震に

よりまして、被災をされました皆様にはお見舞いを

申し上げたいというふうに思います。 

 それでは、通告に従いまして５項目お伺いをさせ

ていただきます。 

 まず１項目めでございますけれども、流氷館の展

示改修、いわゆるリニューアルに向けた検討の進捗

と方向性についてお伺いをさせていただきます。 

 総論的に伺ってまいりますけれども、前段として

本年度の当初予算で措置をした600万円の調査費に

ついて、一つ確認をさせていただきたいというふう

に思います。 

そもそも、このリニューアルに至った背景とし

て、まず１として建設時の経営見通しから５年に一

度程度の展示内容の見直しを予定していた。２、経

営見通しどおりに入館者数が減少傾向にある。３、

リニューアル用の財源も準備しているという点を根

拠として占めすやり取りが、さきの第１回定例会で

の答弁であったと記憶しております。 

しかし、受け取り様によっては財源を用意してい

るし、計画どおり入館者数が減ったのでリニューア

ルするとだけ聞こえてしまい、そのリニューアルの

必要性や経緯について判然としないでありますと

か、経営努力や現状の課題分析抜きで、漫然とリニ

ューアルをしても意味がないとの御指摘を周囲から

しばしばいただく場面がございます。 

改めて、この展示改修に踏み込んでいく背景と意

義、狙いをわかりやすくお示しいただきたいと思い

ます。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○後藤利博観光商工部長 流氷館のリニューアルに

至った背景と意義ということでございますけれど

も、網走市総合計画や今回、策定をいたしました観

光振興計画の中で、観光消費額の拡大と質を向上す

ることを目標の柱とするものの、観光入込客数の目

標とする指標の一つではございます。まち・ひと・

しごと創生総合戦略では、天都山周辺施設入り込み

客数をＫＰＩとしており、天都山展望台、オホーツ

ク流氷館は、これらの目標を達成する上でも一定の

役割を果たすものと考えております。  

 また、総合計画や観光振興計画では、地域資源を

活用した網走の魅力向上を掲げており、最もインパ

クトがあり、認知度や知名度も高い流氷を通年で観

光客が体感し、感動し、楽しめる地域資源を活用し

た施設である。さらに、観光客の入り込みの維持、

拡大を図り、そしてその入り込みを契機として、網

走での観光消費拡大にする施設の一つであり続ける

必要があると考えております。 

 現状としましては、流氷館建てかえオープンをし

た平成27年度は、前年度より約６万人増加をし、19

万3,000人の入館者となりましたが、翌年以降、

徐々に減少し、平成30年度は胆振東部地震の影響に

もより、入館者数の落ち込みがあり、約16万人の入

館者となったところであります。 

 このようなことから、新たな客層やリピーターの

獲得、また市民の皆様の来館を促すような施設とな

るよう、展示物改修基本計画を策定したいと考えて

ございます。 

○井戸達也議長 近藤議員。 

○近藤憲治議員 意義と背景につきましては、今、

御答弁をいただいた形で一旦認識として承らせてい

ただきたいと思います。 

 続いて、当初予算で盛り込んだ展示改修の検討事

業600万円の最新の進捗状況と、今後のスケジュー

ル感を明らかにしてください。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○後藤利博観光商工部長 改修基本計画につきまし

ては、プロポーザル方式で委託をする事業者の選定
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を行う予定としてございます。現在は、展示内容や

ターゲットの分析を進めるとともに、改修に向けた

コンセプトのまとめについて、指定管理者とも協議

をしながら検討しているところでございます。 

 今後のスケジュールとしましては、今年度中に改

修計画を策定し、来年度中に工事を実施し、完了さ

せ、リニューアルオープンをしたいというふうに考

えてございます。 

○井戸達也議長 近藤議員。 

○近藤憲治議員 また、この展示改修の事業の財源

ですけれども、基本構想時には開館から４年間の積

み立てを充当するという考え方であったというふう

に承っているわけなのですけれども、積み立てられ

ている金額を全て使い切ることを前提にこの検討が

進んでいるのか、それとも、今後策定されるこの検

討事業の結果のプランに応じて、必要な金額を支出

するという考え方なのか、お示しをいただきたいと

思います。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○後藤利博観光商工部長 展示物改修に係る財源に

つきましては、現在、積み立てられている基金、約

１億3,000万円ほどございますけれども、これを活

用することとしておりますが、基金のうち約１億円

程度を改修費とすることで計画提案の募集をしてい

きたいと思っております。 

○井戸達也議長 近藤議員。 

○近藤憲治議員 またそれは具体的な中身が出てき

た段階で、改めて議論をさせていただきたいと思い

ますが、先ほどこの展示改修の検討事業の中で、タ

ーゲットの分析というような御答弁がございまし

た。 

私は、あわせてやるべきなのは課題の整理だとい

うふうに思っております。来館者数の減少傾向に歯

どめをかけて、新たな顧客層を誘引すること、また

その結果として、流氷館そのものの経営状況を改善

していくことが大きな目的だろうというふうに思い

ます。その目的から逆算をしますと、現状では何が

問題なのか、課題の洗い出しをしっかりと行ってい

く必要があると考えます。 

 例えば、網走観光のゲートウェイとする建設当時

のコンセプトはどの程度達成されているかでありま

すとか、多様な客層の利用を促す施設づくりがどの

程度実現できているか、これは基本構想では周遊団

体ツアーに頼らない集客ということもうたわれてお

りました。また、多様化するインバウンド向けの対

策はどの程度充実してきているのか。国、地域別動

向の把握や対策はどの程度進んでいるのか。また、

リピート率や館内の滞在時間はどの程度伸びてきて

いるのか。入館料に対しての顧客満足度についての

現状を把握しているか。天都山エリア内の施設との

連動性は高まってきているのか。施設をＰＲするプ

ロモーションの手法と効果について、どの程度整理

ができているのか等々の課題を、きちんと整理をし

ていく必要があると思いますが、今述べた点につい

て、どの程度整理がなされているか、御答弁いただ

きたいと思います。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○後藤利博観光商工部長 まず、現状の課題とリニ

ューアルについての改善点ということで、ゲートウ

ェイとしての達成状況ということでございますけれ

ども、建てかえオープンをいたしました平成27年度

が19万3,000人、平成28年度、29年度ともに約18万

人、平成30年度は約16万人の入館者を確保しており

ます。 

 インパクトが大きく、魅力に富んだ地域資源の代

表である流氷を、季節にかかわらず１年中観光客が

体感をし、感動し、楽しめる施設として観光客の入

り込みを促進し、その入り込みを契機として、網走

での滞在時間の増加と観光消費拡大を図る観光施設

として一役を担っていると思っております。 

 今後も網走を代表する観光施設の一つですので、

観光客入り込みの維持・拡大に資する施設であり続

けるために、観光客を呼び込む魅力ある施設となる

よう、まず展示内容の研究をしていくことが一つと

考えております。 

 多様な客層の利用につきましては、団体観光客の

利用がベースとなっておりますけれども、国内外、

観光客の個人客が全入館者の約４割まで増加をして

おり、そのほかに修学旅行などの受け入れも継続的

にされておりますので、さまざまな客層に利用され

ている施設であると認識しております。 

 また、インバウンド向けの対応といたしまして

は、館内各種案内板など、外国語併記をしているほ

か、外国語対応可能なスタッフの配置などを行い、

受け入れもしております。 

 国や地域別の対応ではＷｉ－Ｆｉを活用した展示

内容の説明や、館内案内について英語、簡体字、繁

体字、ハングルの４言語までの多言語化を実施して

おり、今後に向けてはインバウンド受け入れ体制強

化のため、キャッシュレス化などの利用しやすい施
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設にも整備をしていきたいと思っております。 

 入館者数の平準化でございますけれども、流氷館

だけでは入館者数を平準化することは難しいと考え

ております。閑散期に来場するイベントを開催する

など、入館者の落ち込む時期の来館促進に向けた取

り組みも行っております。また、10月から１月まで

の閑散期は、特に入館者数が減少しますので、入館

者増加のため、ＳＮＳでの情報発信やプロモーショ

ンなどにより、入館者の減少を最小限にとめたいと

いうふうに考えてございます。 

 網走への宿泊や入り込みが落ち込むシーズンの対

策としまして取り組んでおります閑散期対策商品造

成事業や、宿泊客増強対策事業、施設めぐり観光バ

ス運行事業などの地域への入り込みや滞在時間の増

加を促進する総合的な取り組みを考える必要がある

と思っております。 

 次に、リピート率ということでございますが、リ

ピート率の状況につきましては近隣の児童・学生な

どを含めた一定の道内観光客においては、リピータ

ーがふえているというふうに感じてございますが、

全体としてはリピート率がそれほど大きい施設とは

なっていないというふうに感じております。 

滞在時間につきましては、建てかえによりフリー

スペースが広くなったことにより伸びているという

ふうに思っておりますが、今回の展示物改修により

まして、さらなる滞在時間の延長や、多くの方にリ

ピートしていただける施設にしたいと考えておりま

す。 

 顧客の満足度についてでございますけれども、指

定管理者の網走観光振興公社が入館者に対するアン

ケートを実施をしております。回答をいただいてい

るうちの約半数以上の方から満足との回答をいただ

いておりますけれども、展示内容の充実を求める声

や、入館料が高いなどとの回答もございます。 

 施設ＰＲプロモーションにつきましては、市、観

光協会、指定管理者と連携をした観光プロモーショ

ンを実施しているほか、ＳＮＳによる情報発信を行

っており、団体、個人、国内外を問わず、ＰＲがで

きているものと考えており、さまざまなツールを利

用し、より細かな情報発信をさらに進めていきたい

と考えてございます。 

○井戸達也議長 近藤議員。 

○近藤憲治議員 多岐にわたる論点を御丁寧に答弁

いただきましてありがとうございます。 

 次に、このリニューアルの検討に向けて幾つかの

提言をさせていただきたいというふうに思います。 

 今後の観光産業は、インバウンドのさらなる増

加、しかも先ほど御答弁にもありましたけれども、

団体から個人へと大きくシフトしていく流れをどう

受けとめていくか。また、人数ではなく、消費額の

伸びを意識して、地域内に循環する資本の総量をふ

やしていくという二つの視点が極めて重要であると

考えております。来日インバウンドの旺盛な需要

を、この流氷館のリニューアルでどういうふうに取

り込んでいくのか、中長期的な視点も含めてお示し

をいただきたいと思います。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○後藤利博観光商工部長 平成30年度のインバウン

ドの入館者のうち、個人客が約17％となっておりま

す。これは前年度の９％を大きく上回っている状況

です。インバウンドの個人化がやはり進んでいるの

だろうというふうには認識しております。さらなる

増加に向けて、キャッシュレス化などの利便性向

上、またＳＮＳを利用した情報発信を進めていきた

いと考えてございます。 

 インバウンドの需要取り込み策としましては、や

はり国や地域別の特性を踏まえた効果的なプロモー

ション、それと展示内容の魅力向上を図る必要があ

ると考えております。具体的にはウエブやＳＮＳの

活用などをするほか、ＢｔｏＣからＣｔｏＣへの加

速化の動き、また、受け入れ態勢については入館料

や館内テナントでのキャッシュレス化なども推進し

たいと考えております。 

 また、インバウンドが増加すると予想されますの

で、外国語対応可能なスタッフの常時配置など、受

け入れ体制強化も進めていく必要があると考えてお

ります。 

○井戸達也議長 近藤議員。 

○近藤憲治議員 続きまして、館内の工夫について

お伺いをいたします。 

 観光分野では一般的に滞在時間が延びれば消費額

がふえると言われております。現状の流氷館の滞在

時間、これは私自身の肌感覚でもございますけれど

も、現状だと30分程度かなというふうに受けとめて

おります。そこを、約２時間程度まで延ばすことが

できれば、例えばレストランで食事をしようであり

ますとか、ソフトクリームやコーヒーでも買ってか

ら次の場所へ移動しようという、消費の効果をより

一層促すことができると考えます。 

 そして、滞在時間の伸長には導線や展示内容の工
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夫が重要となってまいります。先ほど課題、論点を

整理させていただきましたけれども、リニューアル

時にはしっかりと来館客の満足度を高めて、滞在時

間を延ばすためのしかけが必要だと考えております

が、そのためには、やはりその運営サイドの戦略や

意思が不可欠であると思います。日本全国の公共施

設の建設や整備の状況を見ていて素朴に感じるの

は、コンサルタント業者任せだけではうまくいかな

いということであります。発注者側の明確な戦略と

意思が不可欠ですが、そういった認識はお持ちかど

うか、お伺いをいたします。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○後藤利博観光商工部長 今回の展示改修には滞在

時間の延長、それから新規顧客の獲得、また来館者

の満足度向上などを狙いとしておりますが、このこ

とは流氷館だけで完結するものではなく、天都山エ

リアや網走市全体、また他の地域も含めた周遊観光

なども視野に入れた中で、流氷館の来館をフックに

網走への誘客を促進し、流氷館自身はもちろんのこ

と、エリアとしての滞在時間の増加や観光消費額の

増加を図る取り組みも必要があるというふうに考え

ております。 

 展示物改修のコンセプトにつきましては、これま

での課題やターゲットの分析等をしっかり行い、発

注側として方向性を明確に設定した上で、発注をし

ていきたいと考えております。 

○井戸達也議長 近藤議員。 

○近藤憲治議員 さらに、消費額をふやすという点

では、現在無料入館者として扱われている展望台だ

けでありますとか、レストランだけの利用者からの

入館料徴収の可能性を検討することも大事な視点で

あると考えております。 

 建設時には、無料スペースがあることで来館する

団体ツアーがあるから無料部分を残したいというお

考えを伺いまして、その部分を尊重させていただき

ましたが、一方で基本構想時でも既に団体に頼らな

いと明確にうたっているわけですし、新たな観光振

興計画では消費額をふやすという方向性に大きく踏

み込んだわけであります。消費額をふやすという点

では、全館有料化が大きな一歩になると考えます

が、現状での有料入館者と無料入館者の数を明らか

にしていただきたいと思います。 

 また、無料入館者がそのまま有料入館者に転嫁し

た場合の流氷館の経営に与えるインパクトについて

もお示しください。 

 あわせて、全館有料化に向けたお考えがあるの

か、ないのか、ないのであればその根拠を改めてお

聞かせいただきたいと思います。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○後藤利博観光商工部長 平成30年度の有料入館者

数は16万149人でございます。無料の入館者数は７

万1,069人となっておりまして、施設全入館者のう

ち、約７割が有料の流氷館のほうに入館をしている

という状況でございます。 

 消費額をふやす方策の一つとしては、全館有料化

もあると思いますけれども、そのことによる入館者

の減少や、そのための金額設定については現在、検

証しておりませんので、経営上のインパクトなどに

ついては現時点ではお示しすることはできません。 

 今年度取り組むこととしております展示物改修

は、入館者の増加を目指すものと考えております。

このことによりまして、観光客入込数を維持・拡大

をさせ、観光業だけではなく、地域経済全体の観光

消費額を増大させることになると考えておりますの

で、現時点では全館有料化に向けた考えは持ってお

りません。 

○井戸達也議長 近藤議員。 

○近藤憲治議員 現状でのお考えを伺わせていただ

きました。また、今後さまざまな形でリニューアル

が進んでいくかと思いますので、改めて議論させて

いただきたいというふうに思います。 

 続きまして２項目め、いわゆるＳＤＧｓ、持続可

能な開発目標と市の施策の連動についてお伺いをい

たします。 

 昨年の第４回定例会でも議論をさせていただきま

したが、国連の持続可能な開発目標、ＳＤＧｓでご

ざいますけれども、これを市の各種施策と連動させ

ていくべきであるとの視点から質問をさせていただ

きます。 

 年があけまして2019年度を迎え、外務省が旗振り

となった取り組みが大きく広がりを見せています。

ＳＤＧｓの意義は、これまで国連の開発目標は発展

途上国向けの要素が強かったものを、全ての国々、

世界中の人々がかかわる仕組みに変えたという点で

あります。 

 また、新たなことを始めようというよりは、これ

までさまざまな視点から地域をよりよくしようと取

り組んできた事業に、世界的なシュアからの意義づ

けを行い、かかわる人々の意識を地域から世界へ、

また世界から地域への広げていく効果があると受け
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とめております。 

昨年からことしにかけて、市としてＳＤＧｓに対

しての認識の推移をまずお聞かせ願いたいと思いま

す。 

○井戸達也議長 企画総務部長。 

○岩永雅浩企画総務部長 ＳＤＧｓは2015年９月の

国連サミットで採択をされた2030年を期限とする、

先進国を含む国際社会全体の開発目標で、持続可能

な世界を実現するための17の目標を設定しており、

誰一人取り残さない社会の実現を目指し、経済、社

会、環境をめぐる広範な課題に統合的に取り組むと

されておりますので、市としては行政だけではな

く、市民や企業、団体など、あらゆる関係者が連

携・協働して取り組むことが必要であるというふう

に認識をしております。 

○井戸達也議長 近藤議員。 

○近藤憲治議員 続きまして、市の施策をＳＤＧｓ

と連動させる意義について、改めてお伺いをいたし

ます。 

内閣府の持続可能な開発目標、いわゆるＳＤＧｓ

推進本部は、ＳＤＧｓを全国的に実施するために

は、広く全国の地方自治体及びその地域で活動する

ステークホルダーに積極的な取り組みを推進するこ

とが必要不可欠である。この観点から、各地方自治

体に、各種計画や戦略、方針の策定や改定に当たっ

てはＳＤＧｓの要素を最大限反映することを奨励し

つつ、関係府省庁の施策等も通じ、関係するステー

クホルダーとの連携の強化と、ＳＤＧｓ達成に向け

た取り組みを促進するとうたっております。 

あわせて、当市地元でも企業としてＳＤＧｓを推

進することで、よりよき経営のあり方を模索する動

きも出てまいりました。市もこれまで行ってきた施

策をＳＤＧｓの視点と連動させながら、その意義づ

けや役割を広げていくべきであると考えますが、認

識を伺います。 

○井戸達也議長 企画総務部長。 

○岩永雅浩企画総務部長 国ではＳＤＧｓの推進は

地方創生に資するものであり、その達成に向けた取

り組みを推進していくことが重要としており、ま

ち・ひと・しごと創生基本方針2019案において、第

二期総合戦略における新たな視点として、ＳＤＧｓ

を原動力とした地方創生を掲げてございます。 

 現行の市の総合戦略は、今年度までの計画となっ

ておりますので、国の基本方針や戦略策定の動向を

注視しつつ、現行の戦略のＫＰＩの達成状況を踏ま

え、取り組み内容や評価指標の見直しを行い、第二

期網走市まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定に

着手をしたいというふうに考えております。 

 市としては、第二期の総合戦略の策定にあわせ、

施策の内容とＳＤＧｓを関連づけ、地方創生に向け

た取り組みとともに、ＳＤＧｓを推進していくこと

と考えてございます。 

○井戸達也議長 近藤議員。 

○近藤憲治議員 最後に、今後の方向性について伺

わせていただきますが、ＳＤＧｓを広げていくのは

企業や行政だけではございません。市民一人一人が

認識をするチャンスを築いていただきたいと思いま

す。既に推進をしている事業者や団体と連携をし

て、市民にＳＤＧｓの理解を広げていくよう意識し

ていただきたいと考えておりますが、いかがでしょ

うか。 

○井戸達也議長 企画総務部長。 

○岩永雅浩企画総務部長 ＳＤＧｓは国際社会共通

の目標であり、その達成に向けた取り組みが広がっ

てきているというふうに認識をしてございます。先

ほどお答えしたとおり、ＳＤＧｓの達成に向けた取

り組みは、行政だけではなく企業、団体などのほ

か、市民一人一人が意識を持って推進する必要があ

るというふうにも考えてございます。 

 現在、市内でも事業者などがこの取り組みに積極

的に関与されていることについても承知しておりま

すし、今後、市民を初め企業、団体などに対し、Ｓ

ＤＧｓについての理解促進、啓発の手法について検

討し、周知を図ってまいりたいというふうに考えま

す。 

○井戸達也議長 近藤議員。 

○近藤憲治議員 続きまして、３項目め、網走駅及

び網走駅周辺の活性化についてお伺いをさせていた

だきます。 

 網走駅は言うまでもなく網走の玄関の一つであり

まして、札幌圏からの特急列車が発着するだけでな

く、冬の観光列車流氷物語号の拠点駅であるほか、

各種路線バスの結節点として、また通勤、通学、通

院など、多様なニーズを持った住民が行き来をする

場所でもあります。 

 さらに、大型のビジネスホテルチェーンも集積

し、網走観光にとっても不可欠なエリアでありま

す。 

 しかしながら、ＪＲ北海道の経営状況の悪化を受

けて、駅構内のキヨスクや旅行センターの撤退、ま
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た諸般の事情を受けての駅前のコンビニエンススト

アや飲食店の撤退、廃業等の状況があります。駅そ

のもの、また駅周辺の地域を見てみますと、人が行

き来する場所でもあるにもかかわらず、そのニーズ

に十二分に応えきれていない、厳しいことを言いま

すと、網走のイメージを下げ兼ねない状況にあると

いう意識を持っております。 

 市としては、網走駅と駅周辺の地域特性及び現状

をどう受けとめているのかお伺いをいたします。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○佐々木浩司建設港湾部長 現況の網走駅と駅周辺

の地域特性についてでありますが、網走駅を含めた

周辺域は交通結節点であり、ターミナル的な要素を

持っているエリアであると認識しております。 

 また、ＪＲから他の交通手段に変化を生じたもの

の、観光客の入込数は増加傾向であり、これまでの

ホテルチェーンの進出からも、駅前周辺地域では今

までの商業施設とは異なる施設への新陳代謝が起こ

っているとも感じております。 

 今後、この地域には新たな集客施設等の投資の動

きも計画されてきていることから、さらなる利用者

ニーズに即した活性化の動きが起きる可能性がある

と考えております。 

○井戸達也議長 近藤議員。 

○近藤憲治議員 新陳代謝の最中にあるという認識

だというふうに受けとめさせていただきました。 

 次に、網走駅の観光拠点化の可能性についてもお

伺いをいたします。先ほど述べた現状からいたしま

すと、網走駅を観光拠点化し、駅または駅周辺に用

事がない人も立ち寄りたくなるような場所へと進化

させていく必要があるというふうに私は考えていま

す。 

 例えば、根室駅は列車自体の発着本数は極めて少

ないですが、日本本土最東端の駅ということでドラ

イブ客も訪れます。隣接をするバスターミナルには

簡素なお土産物屋さんがありますが、逆にそのお土

産物屋さんが濃密なコミュニケーションの場所とな

っておりまして、消費が促されています。 

 網走駅も鉄道利用客以外の取り込みを図る余地が

あると私は考えておりまして、今般ＤＭＯの拠点と

して網走を活用されるとのことでもありますが、ぜ

ひ網走駅と駅周辺を観光拠点化するという中長期的

な意識を持っていただきたいと考えますが、いかが

でしょうか。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○後藤利博観光商工部長 網走駅の観光拠点化の可

能性ということでございますけれども、先ほど建設

港湾部長のほうからも答弁ありましたとおり、やは

り駅を含めた周辺域は交通の結節点でありまして、

言わばターミナル的な要素を持っている場所である

というふうに思っております。多くのさまざまな人

が行き交い、新しい出会いなどが創出される場であ

りまして、その利便性の確保のためには、一定の食

事ができる店舗や宿泊施設等の建設が進んだ地域だ

というふうに思っておりますし、今後も民間の活力

などによりまして、そういう計画が進んでいくもの

というふうに思っております。 

○井戸達也議長 近藤議員。 

○近藤憲治議員 最後に、この項目最後ですけれど

も、網走駅及び駅周辺の活性化ビジョンの策定の必

要性についてお伺いをいたします。 

 駅や駅周辺の現状に関心を持つ民間事業者は少な

くありません。しかし、土地所有者やそれぞれの考

え方もありまして、なかなかその関心が具体的な事

業へと結びついていない残念な状況にあると受けと

めております。 

 また、駅周辺の地域に関心を持つ事業者は、市と

してはこの場所をどうしていきたいのだろうかとい

う素朴な疑問を感じるようでもあります。 

 そこで伺いますが、市として網走駅と駅周辺のさ

まざまな環境、特性、課題、今後の可能性を整理し

て、関係諸団体とともに網走駅及び駅周辺地域の活

性化ビジョンを策定し、そこから未来への投資を誘

引していくという考え方を持っていただきたいと思

います。網走駅及び駅周辺地域の活性化ビジョンの

策定に向けた意欲の有無をお伺いいたします。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○佐々木浩司建設港湾部長 網走駅及び駅周辺地域

の活性化ビジョンの策定の必要性についてでござい

ますが、網走駅周辺の活性化につきましては民間企

業による集客施設関連建設計画により、一部の市道

を廃止し、集客施設用地として売却手続を進め、駅

前活性化につながる誘致に努めているところであ

り、引き続き集客施設などの誘致に努め、民間主導

による投資を促してまいりたいと考えております。 

 鉄路そのものにつきましては、維持・存続が問わ

れている状況でございますので、まずはＪＲ北海道

と沿線自治体等が策定した石北線及び釧網線アクシ

ョンプランに基づき、関係団体と連携を図りながら

駅及び駅周辺の活性化に取り組んでまいります。 
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 また、都市計画マスタープランにおいても、市民

に親しみや関心を高めるためのイベントや各種情報

提供など、にぎわいの創生につながるソフト施策を

行っていくこととしておりますので、活性化関連対

策についても検討してまいりたいと考えておりま

す。 

○井戸達也議長 近藤議員。 

○近藤憲治議員 この部分につきましても、また

折々に議論をさせていただきたいというふうに思い

ます。 

 続きまして、４項目めでございます。高規格道

路、特に女満別網走間の整備促進に係る世論喚起に

ついてお伺いをいたします。 

 これまでもしばしば述べてまいりましたけれど

も、長引くデフレ脱却には地域内に回る資本の総量

をふやす公共投資が不可欠であります。一部マスコ

ミの誤った報道により公共事業は悪という認識が広

がってしまいましたが、そこは冷静に物事を見てい

ただく必要があると考えておりまして、私は必要な

公共投資は積極的に行っていくべきであるとの立場

であることをまず申し上げさせていただきます。 

 加えて、北海道では高規格道路のミッシングリン

クが多数存在し、物流の拡充による地域経済の発展

や広域周遊観光の充実、防災体制の整備、地域医療

の維持確保などを阻害しています。 

 いま一度、地域のインフラとしての道路整備に強

い意志を持つことが極めて大切であります。十勝オ

ホーツク自動車道に限定しても、昨年10月に陸別、

小利別、訓子府間が開通し、さらに端野高野間の

14.3キロについても、ことし３月、国の社会資本整

備審議会道路分科会事業評価部会で新規事業化は妥

当との結論が出されたところであり、ミッシングリ

ンクの解消に向けた動きが着実に進んでいると受け

とめておりますが、こういった高規格道路の整備促

進に向けた現状認識と課題について、市はどう考え

ているか、見解をお示しください。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○佐々木浩司建設港湾部長 高規格道路の整備促進

に向けた現状認識と課題についてでありますが、全

国の高速道路整備率は、北海道を除き88％の高い整

備率に対し、北海道は64％と低い整備率でありま

す。その中でも十勝オホーツク自動車道はつながっ

ていないミッシングリンクの状況にあります。この

ミッシングリンクを解消しなければ、整備効果を発

揮することができないと認識しているところでござ

います。 

 網走を含めたオホーツク地域において、観光、物

流、医療、防災における高速ネットワーク化は重要

なインフラ整備であり、必要不可欠な大きな課題で

あると考えております。 

○井戸達也議長 近藤議員。 

○近藤憲治議員 認識はともにできているというふ

うに承らせていただきました。 

 次に、女満別空港網走間に限定してお話をさせて

いただきますが、さきに述べた北海道内のミッシン

グリンクをなくして、北海道全体として力を高めて

いくという視点のほかに、やはり地域特性として昨

今の暴風雪の多発でありますとか、救急医療体制の

事情から北見への搬送の事例が今後、増大する可能

性が高いという点からも、早期の整備が不可欠であ

ります。女満別空港網走間の整備促進に向けて、改

めて具体的なアクションを起こしていくべきであ

り、そのためにも地元への世論醸成が不可欠であり

ます。 

 市として、同区間の整備促進に向けての意欲と、

今後の具体的な行動についての考え方をお伺いいた

します。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○佐々木浩司建設港湾部長 女満別空港網走間の整

備促進に向けた具体的な行動と世論醸成についてで

ありますが、高規格幹線道路の整備は物流の効率

化、医療の速達性、観光拠点とのネットワーク化の

ほかに、災害に強い安心・安全な道路網の整備は必

要不可欠であると考えております。 

 ことしの３月に端野高野間が事業化されたことか

ら、いよいよ女満別網走間の事業化が見えてきた状

況にございます。これまでも管内の首長で組織する

期成会で、北海道や国の関係機関への要望を定期的

及び必要に応じて行ってきたところでございます。

引き続き女満別空港網走間において、強く要望活動

を行っていくと考えております。 

○井戸達也議長 近藤議員。 

○近藤憲治議員 そこは期待を寄せたいと思いま

す。 

あわせて、地元への世論醸成は地域内の多様な団

体との連携・協働を意識していただきたいと思いま

すが、現状と今後の取り組みについての方向性を明

らかにしてください。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○佐々木浩司建設港湾部長 世論醸成に向けた地域
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連携についてでございますが、これまで女満別空港

美幌間が整備された翌年の平成18年に網走市の市民

団体から組織する期成会、網走明日をひらく道の会

が設立し、行政の要望活動とは別に国などへの要望

活動を行ってきております。この期成会は観光、農

業、漁業、商業などの関係業界のほか、医師会、町

内会連合会、中央商店街振興組合などから組織され

ているものでございます。民間の期成会との連携に

おいては、この期成会と行政が組織する期成会、北

海道横断自動車道北見網走間建設促進期成会と合同

で６月10日に国の関係機関へ女満別空港網走間の整

備要望を行ったところでもございます。 

 今後も引き続き官民連携し、女満別空港網走間の

高規格道路が早期に整備されるよう、積極的に活動

に取り組んでまいりたいと考えております。 

○井戸達也議長 近藤議員。 

○近藤憲治議員 それでは最後の項目でございま

す。エコーセンターの各種備品の更新の現状と課題 

についてお伺いをいたします。 

 供用開始から20年がたちまして、経年劣化により

さまざまな課題が顕在化しております。大きな修繕

は予算書にも出てまいりますので意識しておりまし

たが、さまざまな備品にも限界が来ているという状

況もあり、質問をさせていただきます。 

 まず、エコーセンターの備品整備の現状と課題に

ついて、総論的にお考えをお聞かせ願いたいと思い

ます。 

○井戸達也議長 社会教育部長。 

○猪股淳一社会教育部長 エコーセンターの備品に

ついてでございますけれども、エコーセンターの備

品につきましては机や椅子などの一般備品のほか、

調理室、創作室、音楽練習室、工芸室などにはそれ

ぞれの使用目的に沿った備品を設置しております。

それにつきましては、使用頻度や使用形態など、さ

まざまであることから、保守点検を行いながら可能

な限り長く使用できるよう努めているところでござ

います。 

 そのような中で、不具合が発生した場合には、必

要に応じて修理・交換などの対応を行いまして、利

用に不便が生じないよう、管理に務めているところ

でございます。 

○井戸達也議長 近藤議員。 

○近藤憲治議員 今、総論的なお考えをお示しいた

だきましたけれども、やはり限られた財源の中で全

ての備品を必要なタイミングで全て更新できていな

いという状況があると感じております。 

今後の人口減少や財源の先細りを考えますと、こ

れには一定の理解はできるものの、一方でやはり使

用料や利用料を徴収する施設である以上、顧客満足

度でありますとか利用者満足度の向上を意識した備

品整備に努めなければならないと思います。 

例えば、陶芸室の焼き物の窯ですが、老朽化によ

り窯に入れた作品のうち、下手をすると３分の１が

きちんと火が通らず、生焼けになってしまうという

状況があります。これらの状況は利用者満足度が高

い施設と言えるでしょうか。市としての認識を伺い

ます。 

○井戸達也議長 社会教育部長。 

○猪股淳一社会教育部長 陶芸室の窯についてでご

ざいますけれども、開館当初から複数の陶芸サーク

ルの方に使用の調整を図りながら15キロワットと25

キロワットの大小２基の陶芸用の窯を使用していた

だいておりますが、近年は陶芸の団体や利用者の数

が減少しているという状況にございます。 

 そうした中、現在25キロワットの大きいほうの窯

につきましては老朽化により一部ひびが入っている

状況でございますが、使用されている団体から伺っ

ている話では、制作する作品や焼き方にもよるよう

ではありますが、大きな影響があるまでには至って

いないというふうに捉えているところでございま

す。 

○井戸達也議長 近藤議員。 

○近藤憲治議員 大きな影響がないというふうな御

答弁をいただきましたけれども、やはりさきに述べ

た必要なものに必要なタイミングで全て予算がつけ

られないというような状況があるというふうに考え

ております。 

 やはり、その予算の財源というのは、市民の税負

担でありますから、その市民が何のために税金を払

っているのだろうかという疑念を持ってしまうよう

な流れにならないように留意していく必要がござい

ます。 

 現実のエコーセンターの備品整備の状況、今、部

長の答弁では大きな影響はないというふうに御答弁

されておりましたけれども、私が伺う限りでは全く

ないというわけでもないというふうに受けとめてお

ります。 

 そういう点では、納税者の税負担に対する納得感

や満足感を意識した予算づけをするよう心がけてい

ただきたいと切に思うところですが、市としての認
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識を伺います。 

○井戸達也議長 社会教育部長。 

○猪股淳一社会教育部長 ただいまのお話の中に、

窯につきましては使用方法等によって、それぞれ使

われる方の感じ方というのもあるかとは思いますけ

れども、施設や備品の使用料についてでございます

けれども、それはそれぞれのものの使い方にもより

ますけれども、公共性や近隣の類似施設の状況など

を勘案して設定をしており、基本的には使用される

方に御負担をいただいているという状況でございま

す。 

 施設の管理運営に当たりましては、さまざまなニ

ーズがある中で、多くの方々に満足いただけるよう

に毎年工夫をしながら必要な予算を計上していると

ころでございます。 

○井戸達也議長 近藤議員。 

○近藤憲治議員 必要なものに必要な予算を計上し

ているということでございますけれども、やはり一

方で財源には限りがある点、社会保障費が増大して

いる点、難しいやりくりは今後も続いていくだろう

というふうに考えております。  

 ですので、エコーセンターの備品整備につきまし

ては、やはり大まかでも結構ですので計画を策定

し、順番に整備していくこと。そして、またその計

画を利用者に明らかにして、利用料や使用料を払っ

ていただいている市民の理解を得ることを意識して

進めていっていただきたいと思いますけれども、原

課の考え方をお示しください。 

○井戸達也議長 社会教育部長。 

○猪股淳一社会教育部長 エコーセンターも開館か

ら20年が経過いたしまして、老朽化が見られる設備

や備品があることは承知をしております。施設を管

理していく上では、利用される方が安全に安心して

利用できることを最優先として取り組んでおります

が、備品につきましては利用される方それぞれが多

様なニーズがありますことから、そうした方々のお

声も聞きながら整備に取り組んできたところでござ

います。  

 館内の備品は使用頻度の多いものや特定の用途で

使用するものなど、多岐にわたりますことから、全

体にどのように整備していくかという点では予算を

含めまして難しい面もございますが、できるだけ計

画的に整備していきたいと考えております。 

 また、先ほどお話のありました陶芸用の窯につき

ましては、現在一部ひびが入っているというような

状況でもございます。ほかにも整備更新しなければ

ならない備品も数多くありますが、窯の使用状況な

ども見ながら、できる限り改善できるよう検討して

いきたいと考えております。 

○井戸達也議長 近藤議員。 

○近藤憲治議員 終わります。 

○井戸達也議長 ここでお諮りをします。 

 本日の議事日程であります一般質問はまだ終了し

ておりませんが、本日はこの程度で延会とし、あす

一般質問を続行することにしたいと思いますが、こ

れに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議がありませんので、本日はこれをもって延会

といたします。 

再開は、あす午前10時としますから、参集願いま

す。 

 お疲れさまでした。 

午後３時56分延会 
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○議事日程第４号 

令和元年６月26日午前10時00分開議 

日程第１ 一般質問 

─────────────────────── 

○本日の会議に付した事件 

 一般質問 （立崎議員、石垣議員、松浦議員、栗田

議員） 

─────────────────────── 

○出席議員（１６名） 

石 垣 直 樹 

井 戸 達 也 

小田部   照 

金 兵 智 則 

川原田 英 世 

工 藤 英 治 

栗 田 政 男 

近 藤 憲 治 

澤 谷 淳 子 

立 崎 聡 一 

永 本 浩 子 

平 賀 貴 幸 

古 田 純 也 

松 浦 敏 司 

村 椿 敏 章 

山 田 庫司郎 

─────────────────────── 
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午前10時00開議 

○井戸達也議長 おはようございます。 

 本日の出席議員は16名で、全議員が出席しており

ます。 

 ただいまから、本日の会議を開きます。 

─────────────────────── 

○井戸達也議長 本日の会議録署名議員として、立

崎聡一議員、澤谷淳子議員の両議員を指名します。 

─────────────────────── 

○井戸達也議長 本日の議事日程は、既に印刷して

令和元年第２回定例会 

網 走 市 議 会 会 議 録 第 ４ 日 

令和元年６月 26 日（水曜日） 
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配付の第４号のとおりであります。 

日程に従い、直ちに議事に入ります。 

─────────────────────── 

○井戸達也議長 日程第１、昨日に引き続き一般質

問を続行します。 

 立崎聡一議員。 

○立崎聡一議員 －登壇－ おはようございます。

立崎でございます。 

 通告に従いまして、２点お尋ねしたいと思います。 

 まず、野生鳥獣の被害対策についてでございます。 

 ことしは、この４月に統一地方選挙がありました。

過去の歴史から網走市市議会議員選挙の年は、強風

被害を記憶しているところであります。ことしも５

月19日、強風により被害がありました。 

 作物別に取りまとめた数字は、ビート直販・移植

合わせて156.70アール、タマネギで599アール、ゴ

ボウで470アール、行者菜で１アール、アスパラは

変形等の被害を受け、掃除刈りという作業にて対応

されております。ビートにつきましては、補植対応

または廃耕、バレイショへの変更、タマネギにつき

ましては、廃耕後デントコーンへの変更、ゴボウに

ついては、まき直し等の対応に追われました。 

 施設被害も15件ありました。ビニールハウスの屋

根ビニール全損、部分破損や倉庫、車庫の屋根の部

分破損、哺育ハッチの全損等の被害がありました。 

 被害を受けた農家の復旧作業の努力に敬服いたし

ます。その作業努力とその後の降雨により、各作物

は持ち直しつつあるものの、秋の減収は否めないの

かなというふうに感じております。 

 ことしは天候による自然災害が余りにも深刻で、

他の被害、鳥獣被害状況の報告がかすんでしまった

ようにも思います。 

 そこでお聞きしますが、喫緊のエゾシカ等鳥獣に

よる被害状況についてお尋ねします。また、農業被

害状況以外について報告されたものがあれば、同時

にお聞きしたいと思います。 

○井戸達也議長 農林水産部長。 

○川合正人農林水産部長 鳥獣による被害の状況に

ついてでございますが、まず、農業被害の多くにつ

きましては、エゾシカによるものというふうになっ

ておりまして、平成22年度では被害額が6,300万円

以上あったものが、鳥獣被害防止緊急捕獲等対策事

業や一斉捕獲実施等をしまして、捕獲圧を強めたと

いうことで、減少傾向になっておりまして、平成29

年では約4,000万円、平成30年度では約3,800万円と

なってございます。被害額につきましては減少して

おりますが、農作物の被害は依然として多いという

ふうに認識をしております。 

 また、農業以外の被害につきましてですが、カラ

スやキツネのふん害やごみステーションを荒らす被

害が報告されております。これらのことにつきまし

ては、生活環境課におきまして、巣の撤去やごみ処

分場での駆除を行っているというところでございま

す。 

 また、北海道警察が公表しておりますエゾシカが

関係する交通事故発生状況では、平成30年では、オ

ホーツク総合振興局内で224件発生しておりまして、

そのうち網走市での発生は21件の報告があるという

ところでございます。 

○井戸達也議長 立崎議員。 

○立崎聡一議員 やはり金額的には減ったものの被

害はまだあるのかなというふうに思います。 

 本当に喫緊の話で申しわけないのですけれども、

けさも各農家何カ所か回らせていただきました。そ

うしたら、ことしは熊の被害がまだそんなに報告さ

れていないのではないですかというお話をしたとこ

ろ、やはり熊も出ているというお話でした。それか

ら、エゾシカについても、もちろん被害があるとい

うふうにいろいろお話をされました。 

 実際、そちらの地区のてん菜、それから種芋農家

のところにちょっと足を運んだのですけれども、種

芋もいたずらをされていて、私たちのところのビー

トや芋は好まれるのだよね、鹿や熊にという冗談ま

じり言葉を言っていたのですけれども、油断はでき

ないのだろうなというふうに思います。 

 それでは、ヒグマの関係についてちょっとお話を

したいなというふうに思います。 

 先日も道央自動車道のほうで交通事故がありまし

た。それから、全道各地からメディアを通じていろ

いろな目撃情報が入っているのは皆さん御存じかと

思います。網走でも目撃情報が報じられております。

まだ目撃情報しかというか、目撃情報で済んでいる

からいいとは思いますけれども、その目撃情報の地

域的な偏りとかというのはあるのかどうか、お尋ね

したいと思います。 

○井戸達也議長 農林水産部長。 

○川合正人農林水産部長 ヒグマの目撃情報の偏り

等についてですが、ヒグマによる農業被害につきま

してはエゾシカほど多くはないものの、ビートやデ

ントコーンなどの食害が毎年発生しているという状
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況であります。 

 また、人的被害につきましては、網走市におきま

しては報告をされておりませんが、これまで郊外の

畑に出没するケースがほとんどでありましたが、近

年では人里近く、市街地付近の森林地帯での目撃情

報も見受けられてきているところであります。 

 こうした市街地での目撃情報が増加しているとい

うことから、今年度からヒグマ生息実態調査事業を

実施しておりまして、一つ目は、ヒグマの生息状況

の調査、二つ目は、知識・技術向上を目的とした研

修、三つ目は、市街地での目撃等問題解決に向けた

専門的な立場からの提言を受けるというこの三つを

柱としまして、喫緊の課題であるヒグマのリスクに

対応していきたいというふうに考えております。 

○井戸達也議長 立崎議員。 

○立崎聡一議員 いろいろな対策をとられていると

いうことは理解はするのですけれども。 

 それでは、今度はハンターとの関係についてお尋

ねしたいなと思います。 

 エゾシカについても熊についても、やはり狩猟者

との関係性というのは重要なことなのだろうなとい

うふうに思います。専門的な知識も持ち合わせてい

ることでしょうし、我々素人でははかり知れないよ

うな行動を鹿にしても熊にしてもとるのかなという

ふうに思います。ハンターの確保と育成についてお

尋ねしたいと思います。 

 この被害、鳥獣の被害を最小限に食いとめるため

にどのような対策をとっているのか、具体的に教え

ていただきたいと思います。 

○井戸達也議長 農林水産部長。 

○川合正人農林水産部長 鳥獣被害の対策、それと

ハンターの確保等についてでございますが、エゾシ

カにつきましては、猟友会による有害鳥獣捕獲のほ

か、鹿の侵入防止柵やくくりわな、箱わな、一斉捕

獲などにより対応しているところであります。 

 また、熊につきましては、農作物の被害防止、出

没による偶発的な人身事故を防ぐために、猟友会と

も協議をしながら、市内に熊の箱わなを６カ所設置

してございます。 

 また、ハンターの確保ということで、こうした取

り組みにおいて重要となってくるのが、それに携わ

る狩猟者の方だというふうに思っておりますが、全

国的にもハンターの高齢化が進んでおりまして、狩

猟者の育成、確保が必要であるというふうに考えて

おります。 

 このため、市としましても、狩猟免許の取得に対

する助成をこれまでも行っておりまして、今後もこ

うした取り組みを進めて、狩猟者の確保を進めてい

きたいというふうに考えております。 

○井戸達也議長 立崎議員。 

○立崎聡一議員 少子高齢化に伴いまして、狩猟者

のほうも高齢化になっているのだろうなというふう

に思いますし、また、運転免許証と同じで返納され

る方もいらっしゃいます。そういうところを含めて、

まだまだ足りないのだろうなというふうに思います。 

 それから、侵入防止柵なのですけれども、被害と

いう言い方が正しいかどうかちょっとわからないの

ですけれども、野ウサギですとかキツネなんかを防

止するのに網を張っているという農家もいらっしゃ

いました。それもけさ聞いた話なのですけれども、

そういうのもきちっと対応していってほしいなとい

う声は上がっているのですけれども、まだまだそこ

まではというお話はしてきました。 

 ただ、被害を受けている農家にとってみれば、や

はりそこは精神的なショックが大きいのかなという

ふうに思います。 

 それとあと、今いろいろな対策をとっているとは

思いますが、生き物なので、網走市だけでとっても

どうしようもないのだろうなというふうに思います。

周辺町村との連携というのですか、その辺について

のことをお尋ねしたいと思います。 

 それぞれ各いろいろな侵入防止柵、それから箱わ

な、それからハンターの確保ということに関しては、

周辺の市町も取り組んでいることなのだろうなと思

いますし、侵入防止柵なんかは単独でやっても、例

えばここまでが網走市で、ここからは大空町ですよ

とか、そういった境界線というのですか、そういう

のもあるので、やはり近隣の町村との連携というの

は非常に必要なことなのだろうなというふうに考え

ます。その辺について、実際のところはどういうふ

うに取り組んでいるのか、連携がどのように進んで

いるのかを具体的にお尋ねしたいと思います。 

○井戸達也議長 農林水産部長。 

○川合正人農林水産部長 周辺市町との連携した対

策というところでございますが、野生動物のテリト

リーは、市町の境界に関係なく行動しまして、特に

ヒグマにつきましては、人的な被害も憂慮されると

いうことから、議員のお話のあったとおり、周辺市

町との連携は必要であるというふうに考えておりま

す。 
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 市、町境界付近での目撃情報があった場合は、相

互に連絡をしまして、情報共有をすることとしてお

り、今年度から実施しているヒグマ生息実態調査事

業の一環として、近隣の市町に出没する熊の目撃情

報や足跡、ふん、また、問題固体として駆除された

ヒグマのＤＮＡ解析をするなど、データとして集積

を図りまして、ヒグマの生息や行動パターンを分析

し、その分析結果に基づく効果的な取り組みを検討

していくこととしております。 

 また、こうした調査とあわせまして、ヒグマの生

態についての研修会を９月に一般市民を対象に開催

することを予定しております。 

○井戸達也議長 立崎議員。 

○立崎聡一議員 いろいろな意味で共存共栄なのか

なというふうに思います。私たちも鹿や熊のいると

ころまでどんどん広げていっているというのか、侵

食していっているという言い方がいいのかちょっと

わからないのですけれども、ただ、向こうもだんだ

ん、例えば住むところがなくなってきて、追われて

きているのかなという気もしないわけではありませ

ん。ただ、やっぱり何とかしなければならないこと

なのだろうなというふうに思います。 

 次に、狩猟者との連携についてお尋ねしたいと思

います。 

 狩猟者の確保と育成については、先ほど説明があ

ったとおり、周辺市町とともに頭を悩ませている状

況にあるというふうに理解します。慢性期な狩猟者

の不足、高齢化というのは本当に問題なのだろうな

というふうに思います。 

 あと、猟友会の中に組織強化など、多くの問題を

抱えているというふうに思われます。昨年も猟友会

の方にいろいろ御相談をいただきまして、いろいろ

お話し合いをさせてもらった経過もあります。 

 それから、猟友会のほうでは、箱わなの設置等も

立ち会い、その他目撃情報時のパトロール、追跡調

査など、警察、それから当然原課のほうでも猟友会

にはお世話になっているのだろうなというふうに思

います。 

 そこで、聞きますけれども、猟友会との連携はど

のようになっているか、お尋ねしたいと思います。 

○井戸達也議長 農林水産部長。 

○川合正人農林水産部長 猟友会との連携について

でございますが、猟友会の皆さんには、熊の足跡、

ふんの発見、目撃情報があった場合、地域住民の安

全確保のため出動をお願いしまして、対応等につい

ても適宜アドバイスをいただいております。 

 熊の出没情報があった場合は、これまでは猟友会

の事務局への連絡体制であったものを、今年度から

は各地域の分課への連絡もあわせて行いまして、現

地確認の時間短縮を図り、機動的に対応できるよう

にさせていただいたところであります。 

 猟友会の方には、熊の夜行性という生態もありま

して、日の出の前、早朝からのパトロールをお願い

するなど、目撃時には御負担をおかけすることがあ

りますが、これまでどおり住民の安全確保について

御理解をいただきながら、良好な関係を引き続き築

いていきたいというふうに考えてございます。 

○井戸達也議長 立崎議員。 

○立崎聡一議員 各分課への連絡というお話が今あ

りました。やはり時間短縮、それからあと夜行性と

いう話もありましたので、昼間は熊も動かないとい

うのはわかります。僕らもそれはわかるのです。そ

ういうところを、きめ細やかな感じにはなってしま

うのかもしれないのですけれども、それがまず第一

歩かと思いますので、引き続きよろしくお願いした

いと思います。 

 続きまして、公共施設、郊外道路についての維持

管理についてお尋ねしたいと思います。 

 この質問は去年もしたのですけれども、今回、ち

ょっとまた別な視点の部分もありますので、重複し

ているところがあると思うのですけれども、お尋ね

したいと思います。 

 昨年も言いました、一般的に言われている広域農

道についての、まずお話を聞きたいなというふうに

思います。広域農道は昨年も申したとおり、国道

244号線と246号線が並行して走っている道路という

ことで、交通量も比較的少ないのかなというふうに

思います。 

 そういうことから、いろいろな意味で、物流の関

係、それから農業関係、それから観光面でも当然必

要な道路だと思いますし、網走市を含め１市３町を

縦断する道路として広く利用されているということ

は、前回のお話で理解しているところでもございま

す。 

 そうは言っても、去年も申したのですけれども、

植物が伸びて、毎年枝を伸ばしてきますが、農業車

両とか、それからトラック等でいきますと、視線に

枝が入ってくるですとか、これからまだ伸びるので

しょうけれども、例えば作業機等の移動のときに、

その枝が邪魔になる、もしくはかわそうとしたとき
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に非常に危ないという声を聞いておりますが、もう

ちょっと早目の対応をしていただきたいというお話

を聞いております。その辺についてはいかがでしょ

うか。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○佐々木浩司建設港湾部長 昭和・呼人線は、東網

走にある麦類乾燥調製貯蔵施設への麦の運搬を初め、

農作物運搬の大型車両が通行しますが、一部区間に

おいて、道路隣接地の樹木の枝などが道路交通の支

障となる場合があります。 

 このため、例年、農作物運搬の繁忙期前の７月下

旬から８月上旬に道路路肩の草刈りや樹木の枝払い

を行っているところでございます。本年においても

道路交通の安全確保ため、適正な時期の草刈り及び

枝払いを実施するよう心がけてまいりたいと考えて

おります。 

○井戸達也議長 立崎議員。 

○立崎聡一議員 今のように計画されているのであ

れば、やはり早目早目に対応していただいたほうが

利用者からの、こういう言い方をしたら変ですけれ

ども、クレーム等も少なくなるのかなというふうに

思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 広域農道の維持管理についてお聞きしたいと思い

ます。 

 今、重要病害虫の話がいろいろ出ていまして、や

はり作物を収穫した場合に、運搬することが当然の

ように起ってまいります。バレイショですとかてん

菜、豆類、タマネギなど、それぞれの作物を収穫し

た後、搬出作業がされるのですけれども、そのとき

に土砂のついているものに関しては、重要病害虫、

シロシストセンチュウは土壌菌なものですから、土

の飛散防止のためにシートをかけて、きちんと指定

されたルートで出荷物を運ばなければならないとい

うことがあります。 

 輸送コストの上昇等については、またそれは別な

議論になるかと思います。実際には、距離的にも時

間的にも相当ロスになりますし、無駄な感じもする

のですが、ただ、生産物の移動、それから重要病害

虫の飛散防止という点からいいますと、とても重要

なことだというふうに思います。 

 それから、第２藻琴川付近のところが物すごく、

ちょうど橋が道路に垂直ではなく斜めに横断してい

るところがありまして、その両端が物すごく下がっ

ているという指摘を受けまして、これは常日ごろ、

機械の大型化ですとか、そういったもので自然に道

路が傷んでいく。地盤もあの辺は余りいい地盤では

ないのかなというふうに思いますけれども、そんな

状況になっています。 

 また、今、麦類乾燥工場の話がありました。豊郷

地区から東網走地区に向けての道路なんかは完全に

両肩が下がっている状況で、ハンドルをとられそう

になったなんていう事例も聞いております。幸いに

して大きな事故にはつながっていないのですけれど

も、いつ起きてもおかしくないのだろうなというふ

うに思います。最低限通れるような状況であれば問

題はないのかなというふうに思うのですけれども、

今後、広域農道の維持管理についての方向性だとか

考え方だとかについてお尋ねしたいと思います。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○佐々木浩司建設港湾部長 今後の広域農道の維持

管理についてでございますが、広域農道は、小清水

町、斜里町を結ぶ１次産業を支える重要幹線道路と

して認識しているところでございます。また、広域

農道の周辺は美しい畑作地帯が広がり、網走の周遊

観光として重要な観光道路でもあります。 

 しかし、整備から40年以上が経過し、路肩が弱い

箇所や曲線箇所は、農業機械の大型化が進んでいる

状況や交通量の大幅な増加から道路改良が必要であ

ると認識しているところでございます。 

 今年度、斜里町、小清水町と連携し、北海道に対

して道道昇格の要望を行ったところでございます。

今後は、道道昇格の要望活動を進めるとともに、局

所的に危険な箇所においては改良整備を行っていき

たいと考えております。 

○井戸達也議長 立崎議員。 

○立崎聡一議員 道道昇格、早い段階で行われれば

いいのかなというふうに思います。 

 それでは次に、他の市道についてもお聞きしたい

と思います。市道認定されている道路、砂利道の関

係なのですけれども、維持管理をしていると思いま

す。その内容と、それから総延長をお聞きしたいと

思います。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○佐々木浩司建設港湾部長 維持管理の内容といた

しましては、砂利道につきましては、路肩の草刈り、

路面の整地等を行っております。そのほかに、舗装

道路については路面清掃、路面性状等も行っており

まして、現在、市で維持管理をしている市道の総延

長については554キロになります。 

○井戸達也議長 立崎議員。 
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○立崎聡一議員 554キロ、かなり長いなというふ

うに思います。長いのか短いのか、ちょっとその辺

は、面積広いですからあれなのですけれども、草刈

り、それから路面清掃がありましたけれども、砂利

道、未舗装道路の路面整地についてお尋ねしたいな

というふうに思います。 

 砂利道路の路面整地、いわゆるグレーダーによる

整地作業のことかなというふうに思います。今議会

でもグレーダーの更新、取得がお話に出ました。新

しい機械が入って、最新鋭の機械が入って、仕事も

やりやすくなってよろしいのかなというふうに思い

ます。 

 道路の両端を削り、踏み固められていた砂利を掘

り起こして、最後に道路の頂点を整形していくとい

う作業かなというふうに思っております。非常に地

味な作業なのですけれども、それが実は大変重要な

作業であるというのは理解されていると思います。

上り下りの道路なんかで、道路脇の雨水を上手に流

し込むですとか、道路内でのでこぼこ、要するに低

い部分に雨水を余りためないようにするなど、いろ

いろなことが想定されます。多くの経験と技術が必

要とされます。そこには適切な指導と、現場を目視

し感じ取る経験値が大変重要だと、必要だというふ

うに思います。これは冬場の除雪にもつながること

だというふうに考えております。この辺については

どのようにお考えでしょうか。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○佐々木浩司建設港湾部長 平成30年度より道路等

の維持管理業務につきましては、全面民間委託を行

っているところでございますが、未舗装道路のグレ

ーダーによる整地作業は、未舗装道路の維持管理の

かなめであり、その仕上がりは、グレーダーのオペ

レーターの経験によるところが大きいと認識してお

ります。 

 現在、市職員による技術の継承を行っており、委

託先のオペレーターは日々経験を積んで技術を身に

つけている最中であります。今後も夏期の道路維持

作業、冬期の除雪作業において、市民生活に支障を

来さないよう技術の継承を続けてまいりたいと考え

ております。 

○井戸達也議長 立崎議員。 

○立崎聡一議員 技術継承は時間のかかることだと

思いますし、その話もけさ、ちょっと回ったときに

お話が出まして、時間かかりますよね。でも、きち

っと継承していただいて、市民サービスの向上につ

なげていただきたいと思います。 

 終わります。 

○井戸達也議長 石垣直樹議員。 

○石垣直樹議員 －登壇－ おはようございます。 

 自由民主党、志誠会、石垣直樹でございます。本

日は、６点質問させていただきます。 

 まず一つ目に、スマート農業に向けた取り組みに

ついて質問させていただきます。 

 農業振興費の補正予算においても、農業経営基盤

確立事業補助金として300万円計上されておりまし

た。現在、網走市では、第12期網走市農業振興計画

において、基本目標を時代の変革に対応し、飛躍す

る農業の確立を目指してと掲げて取り組まれている

ことと存じ上げております。 

 特に、課題である安定した農業基盤の確立と新技

術の導入、そして、方策として掲げられているスマ

ート農業の実現に向けた新技術の導入支援について

お伺いいたします。 

 現在、西地区、特に農村部におきましては、イン

ターネット環境がいまだＡＤＳＬ回線を使用されて

いるのが現状でございます。自動操舵などのＧＮＳ

Ｓガイダンスシステムの導入においては、インター

ネット回線は重要度は低いかと思われます。 

 しかしながら、ＩＣＴやＡＩ、それらを活用した

農業機械、ロボット等のさらなる新技術を導入して

いく上で、そもそもスマート農業、新技術導入支援

として、まずはインターネット回線の環境整備が前

提かと思われます。 

 開発局主催の６月20日に行われましたスマート農

業実装等に向けた農地整備にかかわるシンポジウム

において、農業分野の最先端技術研究者で知られる

北大大学院農業研究員の野口教授も、ＩＴなどを活

用したスマート農業普及のためには、新たな技術開

発に加え、通信環境の基盤整備が重要と言われてお

ります。 

 第５世代移動通信システム（５Ｇ）を目前に控え、

総務省の通信移動課においてはローカル５Ｇの実用

化に向けて、20年度により実証実験を開始すると新

聞報道で確認いたしましたが、網走市としては、ど

のような認識のもとに進められているのでしょうか

伺います。 

○井戸達也議長 企画総務部長。 

○岩永雅浩企画総務部長 農業地域における光回線

などのブロードバンド環境につきましては、北海道

市長会やオホーツク圏活性化期成会を通じて、国に
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対し整備を要望しているほか、通信事業者に対しま

しても早期整備を要請しておりますけれども、採算

性の問題から、全道的には整備が頭打ちといった状

況でございます。 

 お話の５Ｇにつきましても、超高速・多数同時接

続・超低遅延の次世代通信システムでありまして、

2020年には日本でも使用、利用が開始される見込み

というふうにお聞きしておりますけれども、伝送距

離が短いため多数の基地局が必要とされており、当

面は都市部での利用が先行する見通しだということ

についてお聞きしているところでございます。 

 また、ローカル５Ｇにつきましては、現在のとこ

ろ工場の敷地内など、比較的小規模な区域で利用す

ることが想定されており、当市においての活用方法

は、費用面も含めて今後の課題と認識をしておりま

す。 

 網走市全域に光回線を整備する場合には約20億円

の費用がかかるというふうに見込まれておりますの

で、光回線についてはエリアではなく、ピンポイン

トでの整備の可能性について、現在、検討中でござ

いまして、５Ｇにつきましても国の制度や新技術の

動向を注意して、研究をしてまいりたいというふう

に考えております。 

○井戸達也議長 石垣議員。 

○石垣直樹議員 ありがとうございます。 

 通信事業者頼みでは進まないと私は思っておりま

す。ぜひとも引き続き検討と要望のほうをお願いい

たします。 

 次に、農業用広域農道、郊外路線についてお聞き

いたします。 

 斜網広域農道が整備され、農家の方々や市民、そ

して観光客にも有効に活用されている現状かと思い

ます。また、国道334号線と接続されており、斜里

地区においては、天に続く道と命名され、道路を含

めた農村部の景観が観光資源として脚光を浴びてお

ります。 

 最近では、サイクリストの使用なども頻繁に目撃

され、女満別空港から網走、そして斜里へと広域的

な観光道路として重要度が増していると感じている

次第でございます。 

 網走市においても農業用広域農道として、農業者

の皆様が活用し、農協の作業場、通称土場に面して

いるなど、収穫時期の最盛期には広域農道として効

果を十二分に発揮しているところでございます。 

 しかしながら、その道路が老朽化を迎え、一部通

行に不便が起こっていることに対して、網走市とし

てはどのように認識されているか、伺いたいと思い

ます。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○佐々木浩司建設港湾部長 農業用広域農道及び郊

外路線の老朽化に対する現状認識についてでござい

ますが、国道39号線の呼人から国道244号線と並行

し、小清水町を経由し斜里町へとつながる広域農道

は、日ごろの農作業道路として、そして収穫時期に

はビートや小麦など、農作物の重要な幹線輸送道路

となっております。 

 また、観光においても女満別空港から斜里へのア

クセス道路として、大型バスやレンタカーの交通量

が近年急増している状況は認識しているところでご

ざいます。 

 この広域農道は昭和50年代に整備され、舗装のひ

び割れ、平坦性の欠如など、老朽化が進行している

状況であり、特に路肩の弱い箇所や曲線箇所は、農

業機械の大型化が進んでいる状況や交通量の大幅な

増加から、道路改良が必要であると認識していると

ころでございます。 

 今後、局所的に危険な箇所においては改修を行っ

てまいりますが、広域に及ぶ道路であることから道

道昇格し、道路改良を進めていきたいと考えており

ます。 

○井戸達也議長 石垣議員。 

○石垣直樹議員 ありがとうございます。 

 道道昇格、そして補修等のお話を伺いましたが、

近隣の農業者の方に言わせると、今に大きな事故が

起きると。収穫時期の繁忙期、大型トラックにビー

トを満載にして積んだトラックが頻繁に行き交う、

何かあっては目も当てられません。人手不足、後継

者不足で困っている方々にとっても大変重要な問題

につながることと思っております。 

 また、農大寒冷地農場の管理者に伺ったところ、

大型トラックが目の前ではねていると、そういう話

をお聞きしました。寒冷地農場におきましては、榎

本武揚が樺太の農場を奪われて、それでも、ぜひと

も日本国内に寒冷地農場をつくりたいと、その意思

を継いだ西郷隆盛の孫がつくったものと認識してお

ります。その目の前で道路に不測の状況があり、事

故が起こる。とうとい犠牲者を出すと。そんなこと

にはしたくないと思っております。ぜひともそのと

うとい意思が実現された目の前で、非常に市民生活

を脅かす危険な道路がいまだに存在する。ぜひとも
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網走市としてしっかりとした対応をお願いいたしま

す。 

 次に、道の駅流氷街道網走、通称道の駅について

お聞きいたします。 

 2009年に開業し、来年で10年が経過しようとして

います。本年の市政施行基本方針においても、魅力

アップに向けた方策を検討しているかと、予算を通

じて確認しております。 

 現在、道の駅は、網走市のランドマークとして非

常に認知され、さまざまなイベントを含め、有効に

活用されていると存じております。また、日中、大

曲方面から車を走らせてくると網走川が左に見えて、

そして道の駅、オホーツク海、知床連山と非常にい

い景観を感じさせていただいております。 

 しかしながら、夜間においては、暗くて川がある

ことすらも認識できない、海も見えない、知床連山

も見えない、さらには、道の駅が暗くてわからない

という市民の皆様の声を聞いております。私もその

ように感じております。網走市としましては、その

件に関しましてどのように感じているか、お聞かせ

ください。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○佐々木浩司建設港湾部長 道の駅流氷街道網走の

夜間照明に係る市の認識についての御質問でござい

ますが、議員からお話がありましたとおり、流氷街

道網走は、ここ数年、年間64万人を超える方々に利

用いただく市内でも指折りの観光交流施設になって

おります。 

 開館10周年を迎え、魅力を高める取り組みを実施

することで入館者が増加することは、さらなる地域

の活性化にもつながるものと考えております。 

 市といたしましては、その取り組みを進めるため、

今年度の予算で、みなと観光交流センター魅力向上

検討事業を立ち上げ、利用者のニーズを把握し、流

氷街道網走をさらに魅力的なものにする方策を検討

することとしております。 

 これまで施設を管理している港湾課や指定管理者

の観光協会に、流氷街道網走が暗くてわからないと

いった意見や相談等は寄せられておりませんが、利

用者のニーズを把握する取り組みを進める中で、夜

間照明のあり方についても確認し、維持管理費用な

ど、費用対効果や周辺環境への影響なども含め、調

査・研究してまいりたいと考えております。 

○井戸達也議長 石垣議員。 

○石垣直樹議員 ありがとうございます。 

 網走青年団体連合会が主催しているイルミネーシ

ョンが非常に地元の方からも観光客の方からも好評

を得ております。彼らは手弁当でまちのために活動

されております。その一部の常設化など、彼らが頑

張ってきた成果として、あわせて道の駅のさらなる

ランドマークとしての存在意義を示すためにも、次

の10年、明るく輝き続ける、市民の希望となる道の

駅の第２期を期待しております。ありがとうござい

ます。 

 続きまして、平成30年度第４回定例会において、

近藤議員から質問がありました。その後の外国人資

本による土地の買収についての動向を伺いたいと思

います。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○佐々木浩司建設港湾部長 外国人によります市内

の土地買収についてですが、国土利用計画法の規定

により、市内において一定面積以上の土地に関する

権利を取得する場合、網走市を経由して北海道に届

け出が必要となっております。その後の外国資本ま

たは企業による土地の買収実績については確認され

ていない状況でございます。 

 また、道条例であります北海道水資源保全に関す

る条例に基づく、東網走の区域指定地において、無

届け事例についても、現在のところない状況でござ

います。 

 今後は、他の自治体の情報収集も行い、外国資本

による土地買収については注視してまいりたいと考

えております。 

○井戸達也議長 石垣議員。 

○石垣直樹議員 ありがとうございます。 

 竹島に続き、現在、北海道が外国資本による土地

買収のターゲットにされております。アイヌの方々

が住まわれていた北海道を、明治から大正にかけて

先人たちが極寒の地、この北海道を開拓されたもの

でございます。 

 現在、高齢化、過疎化などの厳しい環境で、土地

を手放さなくてはならない現状があるかと思います

が、現状の法体制では、世界中でも珍しく、外国の

方でも誰でも日本国内の土地を買えるのが現状です。

北海道がつくった条例にしても、指定された水源地

の売買に関して、３カ月前に告知するというような

内容で、法的な強制力はないかと存じ上げておりま

す。 

 そして、市民の皆様から聞くところによると、現

在、網走では、濤沸湖周辺の森林を既に外国人が買
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われたという話も聞いております。また、天都山周

辺においても、外国人の方が購入の意思を示してい

るなどとお伺いしております。ぜひとも網走市とし

ましても動向を注視してほしいと思います。 

 続きまして、学校周辺及び防犯カメラの設置につ

いてお聞きしたいと思っております。 

 全国で子供たちの命が無残に奪われる事態が多発

しております。嘆かわしく感じておりますが、網走

市においても不審者の情報が出ているところでござ

います。まだ一大事となるような事案までは発生し

ていないと認識しておりますが、それもこれも学校

関係者の皆様、そしてＰＴＡや地域の皆様、安全ネ

ットワーク等の皆様方が日々子供たちのために活動

をされているからだと思っております。しかしなが

ら、今後、全国で起こっているような無残な事件が

この網走で絶対起こらないとは言えないかと思いま

す。 

 そこで、現状、各学校にある程度の防犯カメラを

設置していると存じ上げておりますが、学校近辺へ

の増設、通学路への設置等を検討されているか教え

てください。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○林幸一学校教育部長 通学路への防犯カメラの設

置についての御質問でございますが、防犯カメラは、

犯罪や事故などに対する抑止力としての効果が期待

できるものと考えているところでございます。 

 一方で、防犯カメラの設置につきましては、プラ

イバシーに関する問題から、全国の各自治体におき

ましても慎重に検討を重ねている状況であると認識

もしております。 

 このような中、当市におきましては、市内関係機

関による子どもの安全確保連絡会議を設置し、危険

箇所の合同点検や意見交換を行っているほか、スク

ールガードリーダーによる校区、学校の巡回指導、

こども110番の家のほか、郵便事業株式会社とこど

も110番事業の協定締結、関係各団体によるパトロ

ールや多くの市民による見守りにより、犯罪及び事

故の防止を図ってきたところであり、相当の効果が

あると認識しているところでございます。 

 こうしたことから、引き続き保護者や地域の方々、

関係各団体などの御協力をいただきながら、見守り

による犯罪及び事故の抑止や防止に努め、防犯カメ

ラなどの機械による抑止につきましては、今後、研

究してまいりたいと考えております。 

○井戸達也議長 石垣議員。 

○石垣直樹議員 プライバシーより子供の命が大事

だと思っております。防犯カメラは犯罪の抑止力に

なりますので、引き続き検討していただければと思

います。 

 そして最後に、４条商店街の振興についてお伺い

したいと思います。 

 現在、４条商店街では、皆様が御存じのとおりシ

ャッター街化が進んでおります。中心市街地の活性

化について、網走市において、網走市商店街空き店

舗活用事業補助制度があると思われますが、また、

中央商店街振興組合の皆様におかれましても、七福

神まつり等々、さまざまな取り組みがされておりま

す。 

 さらには、株式会社まちなか網走の開業、地域お

こし協力隊など、さまざまな補助金を活用した取り

組みがなされておりますが、いまだ結果が見えてい

ないかと存じております。 

 今後の４条商店街振興に向けた網走市の考えをお

聞かせください。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○後藤利博観光商工部長 南４条通り商店街を含む

中心市街地についてでございますけれども、この場

所は、過去から現在まで多様な文化を育んできた当

市の顔であり、地域住民も観光客も気軽に立ち寄り、

にぎわいが生まれる場であると考えております。 

 そのためには、商店街において主役となる魅力あ

る事業者が参入、定着することや、商店街で人が過

ごす時間と場を用意することが重要であると思って

おります。 

 このための一つの取り組みとして、平成17年から

空き店舗活用事業の補助を行っているところ、今年

度までに26件の出店があり、このうち約７割の18件

が事業を継続しております。 

 また、平成29年11月に設立されました株式会社ま

ちなか網走は、当市が事務局を務めるまちづくり会

社推進協議会と連携し、農産物などを販売するらる

あーと朝市、キッチンカーなどの集うＮＯＲＴＨ 

ＴＲＵＮＫ ＰＬＡＺＡ、地元学生も出店参加する

ビアガーデンなどを開催し、中心市街地のにぎわい

の創出と活性化に貢献をしております。 

 今後におきましても、中心市街地ににぎわいをも

たらす取り組みを通じて、商店街の一つ一つの事業

者が主役となり、その魅力を十分に発揮できるよう

な取り組みを行ってまいりたいと考えております。 

○井戸達也議長 石垣議員。 
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○石垣直樹議員 ありがとうございます。 

 まちなか網走に関しては、ある程度の効果が出て

いるのかなというふうに私も感じておりますが、こ

の４条商店街に関しまして、やはり基本は自助努力

であると私は考えております。しかしながら、共助

によるまちづくりが必要な事態であると認識してお

ります。 

 ４条商店街の一部では、網走市役所移転のうわさ

もありますが、３年後、４年後には、さらなる時間

経過とともに、この商店街の衰退が考えられるかと

思います。引き続き商店街と協力しながら、網走市

としてしっかりとしたまちづくりについて検討して

いただければと思っております。 

 私からは、以上でございます。 

○井戸達也議長 松浦敏司議員。 

○松浦敏司議員 －登壇－ 日本共産党の松浦でご

ざいます。 

 過日、山形県、そして新潟県での震度６強という

大変大きな地震があり、被害も大変大きく受けたと

いうふうに報道されております。被災された皆さん

に心からのお見舞いを申し上げます。 

 それでは、通告に従って質問をしてまいります。 

 １項目めは、国民健康保険についてであります。 

 国民健康保険法の目的として、第１条で、国民健

康保険事業の健全な運営を確保し、もって社会保障

及び国民保健の向上に寄与することを目的とすると

あります。 

 第２条では、国民健康保険は被保険者の疾病、負

傷、出産または死亡に関して必要な保険給付を行う

ものとする。 

 第３条、都道府県は、当該都道府県内の市町村と

ともに、この法律の定めるところにより、国民健康

保険を行うものとする。 

 国、都道府県及び市町村の責務として、第４条、

国は国民健康保険事業の運営が健全に行われるよう

必要な各般の措置を講ずるとともに、第１条に規定

する目的の達成に資するため、保健、医療及び福祉

に関する施策、その他の関連施策を積極的に推進す

るものとする。 

 ２項、都道府県は、安定的な財政運営、市町村の

国民健康保険事業の効率的な実施の確保、その他の

都道府県及び当該都道府県内の市町村の国民健康保

険事業の健全な運営について中心的な役割を果たす

ものとすると、このように述べております。 

 そのことを踏まえて質問をしてまいります。 

 まず最初に、平成31年度、国民健康保険料の料率

についてであります。 

 ６月10日の文教民生委員協議会の中で、６月４日

の市の国民健康保険事業の運営に関する協議会にお

いて、諮問のとおり実施することが適当であると議

決され、その旨答申を受けたと報告がありました。

昨年の一般質問での答弁で、資産割については、３

年後までに廃止するとのことでありました。その具

体化の一つだというふうにも思います。 

 そこで、医療分の資産割で10.80％のマイナス、

後期支援分で２％のマイナス、介護分として2.10％

の料率を引き下げる。また、介護なし保険で、これ

は12.8％、介護ありでは14.9％とありますが、これ

による影響額について伺います。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○酒井博明市民環境部長 平成31年度に資産割を引

き下げたことによる影響額についてでありますが、

国保料として、医療分、後期高齢者支援分、介護分

を合わせて約1,700万円の減額になると試算してお

ります。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 そこで、資産割の料率を見直すこ

とによって、収入が減少することになると思います。

減収となる分の原資はどのように確保するのか伺い

ます。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○酒井博明市民環境部長 資産割を引き下げたこと

による国民健康保険料の減額についてでありますが、

医療分の法定賦課限度額が３万円引き上げられたこ

とで、当市でも条例を改正し、同様の引き上げをす

ることとしておりまして、約1,000万円の増額が見

込まれております。 

 また、国保加入者の所得割の課税標準額が前年よ

りも2.0％ふえると見込んでおりまして、そのほか

の要件を考慮して、今回、資産割を引き下げ、所得

割、均等割、平等割を据え置くこととしても、必要

な保険料は確保できるものと見込んでおります。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 そこで具体的に伺いますが、賦課

限度額が３万円引き上げられるということになるわ

けですが、その負担増の影響を受ける世帯、そして、

どういう所得階層になるのか、その辺伺いたいと思

います。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○酒井博明市民環境部長 今回の限度額引き上げの
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対象となる世帯の所得についてでございますが、平

成28年度の全国平均保険料率で厚生労働省が試算し

た結果では、４方式の場合、所得で880万円以上の

世帯となっております。当市で対象となるのは、約

350世帯と見込んでおりまして、保険料としては約

1,000万円ふえるものと試算しております。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 350世帯、約1,000万円というよう

な答弁でありましたけれども、賦課限度額が引き上

げられたことで、保険料の収入が増加すると。しか

し、資産割は来年も引き下げるというふうになると

思うのです。３年後には完全に資産割はなくなると

いうふうな方向が示されておりますが、そうなると、

賦課限度額の増額を来年も国がするかどうかという

のはまだ不透明だというふうに思います。限度額の

増額がないとしたら、これで賄うことができるのか、

その辺どのように対応するのか伺います。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○酒井博明市民環境部長 今、議員おっしゃられた

とおり、資産割は来年度以降も段階的に引き下げま

して、最終的には廃止するということを予定してお

ります。次年度の賦課限度額の改正のある、なしと

いうのは、例年12月末ごろに判明いたします。限度

額の引き上げがあった場合は、今年度と同様に資産

割引き下げによる減収の一部として対応いたします。 

 保険料率につきましては、今後、北海道の納付金

額、被保険者数、国保加入者の課税標準額などを考

慮して決めていくこととなりますので、状況に応じ

ましては、資産割以外の保険料率についても改正の

必要性が生じることもあるというふうに考えており

ます。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 先ほどの答弁にあったように、厚

労省の資産では、およそ880万円以上だと最高賦課

限度額というふうに言っております。だとすると、

これは国保の矛盾でもあるのですけれども、いわゆ

る１億円があろうとも同じなのです、賦課限度額と

いうのが。そこが私たちも問題だというふうに、こ

れまでも指摘してきたところです。これまで賦課限

度額が引き上げられるときに、全体の中間層も含め

て、平準的にといいますか、一定程度の賦課をかけ

られたと。 

 今回、それではなくて、あくまでも賦課限度額の

人たちに対して賦課をするだけなので、ほかの層に

は影響を与えないという点で、私たちはその辺は賛

同するところです。今後もやはり、本来だと賦課限

度額というのを少し上げていかないと、どうしても

保険収入が上がらない。とりわけ今の国保の状況と

いうのは、第１次産業の人たちも一定数いますけれ

ども、今、大半は年金生活とか、そういった低収入

の人たちが非常にふえてきているというような中で

の国保運営でありますから、非常に原課としては大

変な苦労をなされているのだろうというふうに思い

ます。 

 そこで、次に移っていきたいと思いますが。 

○井戸達也議長 松浦議員の質問の途中ですが、こ

こで、暫時休憩いたします。 

午前11時01分休憩 

午前11時11分再開 

○井戸達也議長 休憩前に引き続き、再開します。 

 一般質問を続行します。 

 松浦議員の質問から。 

 松浦議員。 

○松浦敏司議員 次に、国保料の協会けんぽ並みの

保険料を目指す取り組みについて伺っていきたいと

思います。 

 今、安倍政権は、今でも高過ぎる国保料のさらな

る引き上げへ、自治体に圧力をかける議論を進めて

おります。政府の経済財政諮問会議や財務省の財政

制度等審議会では、国保の財政運営が主要課題の一

つに据えられ、住民の保険料軽減に努力している市

町村独自の財政繰り入れを早くやめさせることなど

を盛んに強調されております。独自の繰り入れがな

くなったら、住民の支払う保険料は一層高騰し、暮

らしは立ち行かなくなることは明らかです。 

 2018年から都道府県化されたことによって、都道

府県が設定する標準保険料率にあわせて国保料引き

上げを市町村に強要する仕組みを導入いたしました。

この仕組みが本格化する中で、国保料をアップする

自治体が広がってきております。 

 そこで伺いますが、標準保険料率について、市町

村は従う法的義務はあるのか、まず伺います。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○酒井博明市民環境部長 標準保険料率を市町村の

保険料率とするか、その法的義務があるかについて

ですが、これにつきましては法的義務はございませ

ん。 

 網走市の場合は、北海道国民健康保険運営方針に

おいて、市町村は標準保険料率等を参考に、所得や

世帯状況など、それぞれの状況に応じた保険料率を
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定めることとされておりまして、当市におきまして

は、保険料率の算定の際の参考としております。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 今、答弁ありましたように、市町

村は、標準保険料率をあくまでも参考にして保険料

を決めるというふうに、そのことは確認できたと思

います。 

 次に、安倍政権は、昨年４月から国保の都道府県

化をスタートさせて、2019年の３月から４月は統一

地方選挙があるため、国民の批判をそらすために、

激変緩和を国が指示したために、国保料の引き上げ

を抑える政策をとった。しかし、2019年度以降は、

本格的に値上げの仕掛けが動き出そうとしています。 

 その仕掛けとは、標準保険料の水準に合わせた国

保料に引き上げることを市町村に強要していくこと

であります。標準保険料率は、一般会計からの公費

繰り入れ、いわゆる法定外繰り入れを行わないこと

を前提に計算されています。 

 当市は、基本的な考えとして、保険料の引き下げ

のために公費投入はしない、そして、してこなかっ

たので、このことによって大きな影響はないと思い

ますが、公費繰り入れを行ってきた市町村にとって

は大幅な保険料の引き上げを余儀なくされることが

予想されます。 

 日本共産党は、2019年度、標準保険料率を発表し

ている38都道府県で、市町村が標準保険料率どおり

に国保料を改定した場合、負担増がどうなるのか、

モデル世帯を置いて試算いたしました。 

 その結果、一つに、８割の自治体で国保料の値上

げとなる。二つに、給与年収を400万円、４人世帯、

これは30歳代の夫婦と子供２人で見ると80％。

1,144市町村で値上げとなる。平均値上げ額は４万

9,000円となる。三つに、給与年収の単身世帯、年

金収入の高齢夫婦世帯、自営業の３人世帯など、別

のモデル世帯でも、約８割の自治体で値上げという

傾向は同じでありました。 

 このようなことから、当市においても今後、保険

料の引き上げが予想されるというふうに感じますが、

見通しについて伺います。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○酒井博明市民環境部長 当市の保険料率について

ですが、毎年、北海道納付金額、被保険者数、前年

所得などを勘案し、網走市の国民健康保険事業に関

する運営協議会への諮問、答申を経て決定されてお

ります。 

 今後の当市の保険料につきましては、被保険者数

の増減や国保加入者の所得の見込みなど、未確定要

素が多いことから推測は難しいものと考えておりま

す。 

 なお、北海道におきまして、2030年度までに道内

保険料水準の統一を目指すこととしておりまして、

その場合、所得水準や医療費水準の見直しが検討さ

れておりますことから、当市においても何らかの影

響があるものと考えております。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 何らかの影響があるということで

ありました。 

 2030年までに道内保険料水準の統一を目指すとい

うことであります。国の狙いはそこにあるわけで、

国はなぜ都道府県化をしたかと。その目的は、市町

村が公費を投入して保険料の上昇を抑えている。こ

の市町村の公費投入をやめさせることにあるわけで

す。 

 確かに未確定要素が多いと思いますけれども、既

に北海道は2019年から激変緩和措置を大きく変えま

した。2018年度の市町村国保の１人当たり保険料を

プラス２％の抑制から、自然増分は激変緩和の対象

としないとの方針に変えました。具体的には、激変

緩和率10.755％イコール自然増分6.71％プラス一定

割合4.04％の運用率は想定内だと言われています。

要するに１人当たり保険料の伸び率を10.75％まで

容認するということではないかと思いますが、見解

を伺います。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○酒井博明市民環境部長 北海道納付金や標準保険

料率を算定する北海道国民健康保険運営方針は３年

ごとに見直しされることとなっておりますが、その

際に、市町村との十分な協議を行うこととされてお

ります。 

 保険料の将来的な見直しは、先ほど申し上げまし

たように、判断が難しいところですが、激変緩和策

や保険料の平準化、統一化など、今後も北海道と十

分協議をいたしまして、当市の状況等について説明

をしていきたいというふうに考えております。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 いずれにしても、網走あたりだと

比較的これまでが保険料が高かったというようなこ

ともあって、影響は一定程度受けるけれども、町村

が大変負担がふえるだろうというふうに言われてお

ります。 
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 次に移ります。 

 国保料が高過ぎる原因についてであります。 

 これまでも高過ぎる国保料の問題で、根本的要因

として指摘しておりましたが、やはりこれは、国が

安定運営のために投入してきた国庫支出金の割合が

年々下がっているという問題です。 

 1984年は、国保料の国の負担について大きく変わ

る年でありました。年間の保険料と国庫支出金割合

の推移では、1984年の段階では、国の負担割合は10

万円で、国保加入者の負担は約４万円。５年後の

1989年には、国は約６万円、国保加入者の負担は約

６万円と並びました。その後も国の負担はどんどん

下がり続け、国保加入者の負担はどんどんふえ続け

るという状況にありました。 

 さらに、2003年から2007年にかけて、国の負担が

急激に下がり、国の負担は約２万円で、国保加入者

の負担は約８万円と、こういうふうに格差が広がっ

ていると。2010年には国の負担は１万円にも満たな

い状況。こういう状況で、国の負担は右肩下がり、

国保加入者の負担は右肩上がりというものでありま

す。 

 この状況は、国民健康保険法でいう第４条、国は

国民健康保険事業の運営が健全に行われるよう、必

要な各般の措置を講ずるとともに、第１条に規定す

る目的の達成に資するため、保健、医療及び福祉に

関する施策、その他の関連施策を積極的に推進する

ものとするとありましたけれども、この法の精神に

反するというふうに私は思いますが、市の見解を伺

います。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○酒井博明市民環境部長 国の政策が国民健康保険

法第４条の精神に反するかということについてでご

ざいますが、網走市としては、国の政策は、国民健

康保険法第４条に定める、国は国民健康保険事業の

運営が健全に行われるよう、必要な各般の措置を講

ずるの精神に必ずしも反するものではないというふ

うに考えております。 

 しかしながら、国民健康保険の財政基盤強化のた

め、国の財政支援の継続、拡充は必要不可欠なもの

でありますので、今後も全国知事会、全国市長会を

通じて要望していきたいというふうに考えておりま

す。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 なかなか国に対して、反するとい

うふうには言いにくいと思います。 

 いずれにしても、国が国保法第４条、国は、先ほ

ど言ったような形で言っているわけですから、その

精神からすると、私は、明らかにその責任を果たし

ていないというふうに感じます。日本語として、率

直に素直に読めば、国の責任はあるというふうに私

は確信を持っているところであります。 

 次に進みます。 

 公費１兆円投入で国保料を協会けんぽ並みに引き

下げをするには何が必要かという問題であります。 

 日本共産党は昨年11月、公費を１兆円投入して国

保料を協会けんぽ並みに引き下げるという政策を発

表しております。この政策は、昨年も言いましたけ

れども、全国都道府県知事会、全国市長会、全国町

村会などで、国に対して、公費投入で構造問題を解

決するという地方の強い要望とも一致しているとい

うふうに思います。 

 全国知事会などが指摘している公費投入で構造問

題を解決するとは、何を意味していると考えている

のか見解を伺います。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○酒井博明市民環境部長 ただいまの質疑の答弁の

前に、１カ所訂正をさせていただきたいと思います。

先ほどの国保料が高過ぎる要因についてのところで

すけれども、要望につきましては、全国知事会では

なく、今後も全国市長会を通じて要望してまいりた

いということでございます。 

 それから、公費投入で構造問題を解決するという

意味についてでございますが、国民健康保険は、被

保険者の年齢構成が高く、被用者保険と比べ１人当

たりの医療費が高い、収入が年金や非正規雇用のた

め、低所得階層が多いなどの構造的課題がありまし

て、国保財政の基盤を強化する上でも公的財政支援

は必要不可欠なものであるというふうに考えており

ます。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 全く同感であります。公費投入で

構造問題を解決するとの地方の声を、やはり国保法

第４条で定めている条項そのものだというふうに思

います。その意味でも、国の責任は重大だと言わざ

るを得ません。 

 いずれにしても、この間、国は、本来、国保加入

者の層が大きく変動しているにもかかわらず、そこ

に国庫支出金をふやすのではなく、減らすという方

向に、逆の方向に向いていっていると。だから、当

然のごとく医療費は高額になる。しかし、加入者の
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構成割合は、低所得者がどんどんふえていると、こ

ういう中でありますから、国が何らかの公費を負担

して、そこを調整しない限り保険料が上がる一方と

いうふうに私は強く感じているわけです。 

 次に移ります。 

 国保料を引き上げているもう一つの要因は、資産

割、均等割、平等割の加算にあると思います。資産

割については、今年度、ある程度の料率を引き下げ

て、３年後には完全に廃止するという方向が示され

ておりますが。 

 そこで、これまでも均等割について取り上げてま

いりました。均等割は、１人当たり２万7,500円で

す。４人家族だとすれば、それだけで11万円の加算

ということになります。昨年の質問でも提案しまし

たけれども、均等割は、年齢、収入に一切関係なく、

１人当たり２万7,500円という加算であり、いわゆ

る天下の悪税、人頭割と、これと同じ仕組みの加算

であります。収入の全くない生まれたばかりの赤ち

ゃんに対してもこの加算はされるわけでありまして、

そういう意味でも子供への加算はすべきでない。ゼ

ロ円もしくは減額を検討すべきだと思いますが、均

等割についての見解を伺います。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○酒井博明市民環境部長 子供の均等割額の軽減に

ついてですが、これにつきましては、国が制度とし

て整備すべきものというふうに考えておりまして、

全国市長会でも、子育て世帯の負担軽減を図るため、

子供に係る均等割保険料を軽減する支援制度を創設

することと要望しているところでございます。当市

としても市長会を通じまして、制度創設に向けて働

きかけを行っていきたいというふうに考えておりま

す。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 制度創設に向けて働きかけるとい

うことでありましたけれども、それを待っていると

いつになるかわからないというのも現実だと思いま

す。 

 全国的に見ると幾つかの自治体では、収入のない

子供には均等割をゼロにしているところもあります。

それから、減額する、あるいは子供の人数に応じて

減額する。もしくはその分が３人目からゼロと、こ

ういったいろいろな形でやっていると。 

 確かに国のやるべきことかもしれませんが、しか

し、地方自治体としてできないわけではない。工夫

次第でできると、このように思います。特別会計と

してはなかなか大変かもしれませんけれども、前段

の答弁にもあったように、国保加入者の年齢構成が

高い、それから被保険者と比べての１人当たりの医

療費が高い、年金や非正規のため、低所得者が多い

と、こういった構造的な課題、こういうふうな問題

があるわけですから、国保加入者の暮らしが大変だ

という認識であれば、人頭割とも言うべき均等割の

子供への加算については、真剣にこの内容について

検討すべきだと思いますが、見解を伺います。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○酒井博明市民環境部長 低所得者への保険料軽減

に対する保険基盤安定負担金制度のような国庫負担

金がない中で、市独自の軽減を行うということは、

保険料に影響があるというふうに考えられますので、

国が制度化して、必要な額を補塡していただくとい

うことが、やはり必要であるというふうに考えてお

ります。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 国の責任は、確かにそうなのです

が、先ほど言ったように、やはり市独自でもやって

いるところがあるわけですから、そういう方向を考

えてほしいと思いますが。 

 次に移りますが、実は1995年に国保法改定があり

ました。国保料の応能割と応益割の、いわゆる平等

割、均等割の比率について、当時、応能割が70、応

益割が30であったのが、これが50対50へと応益割が

拡大になりました。 

 しかし、昨年、都道府県化になる中で廃止になっ

たと思いますが、当市のいわゆる能力に応じた応能

割、あるいは利益を得る応益割の状況、これについ

てどのようになっているか伺います。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○酒井博明市民環境部長 当市の応能、応益の割合

につきましては、平成30年３月に条例改正をしてお

りまして、医療分については、応能分の所得割が

51％、同じく資産割が５％、応益分の均等割は30％、

平等割を14％としておりまして、応能、応益では56

対44となっております。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 以前は70対３であったのが、今、

都道府県化に伴って56対44というふうになったとい

うことで、私はやはり応能、いわゆる能力に応じて

納めるというのが一番いいことだというふうに思い

ます。ここも国が50対50にしたことによって、大変

国保加入者に大きな影響を与えたということであり
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ます。いわゆる応益というのは、平等割、均等割の

関係です。あるいは資産割ということでありますか

ら、これは能力に関係なく加算されるという、こう

いう不平等な制度だというふうに思います。そうい

う意味で、応能をふやしていく、そして応益は減ら

していくと、こういう姿が基本的な姿だというふう

に思いますので、今後もその立場でぜひ取り組んで

いただきたいと思います。 

 次に移ります。 

 次に、国保法第44条についてであります。国保法

第44条とは、どういう法律なのか、法律の目的につ

いて伺います。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○酒井博明市民環境部長 国民健康保険法第44条の

目的についてですが、法では、保険者は、特別な理

由がある被保険者で、保険医療機関等に第42条又は

前条の規定による一部負担金を支払うことが困難で

あると認められる者に対し一部負担金の減額、一部

負担金の支払いの免除、保険医療機関等に対する支

払いにかえて一部負担金を直接に徴収することとし、

その徴収を猶予することとされております。 

 被保険者が何らかの理由により一部負担金の支払

いが困難となった場合の救済措置としての目的があ

るものと考えております。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 ただいまの答弁のとおり、国保法

第44条は、特別な理由がある場合に、被保険者を救

済する法律だというふうに思います。 

 それでは、この間、44条の活用はどれだけあった

のか伺います。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○酒井博明市民環境部長 当市における国保法第44

条の申請についてでございますが、平成17年３月に、

網走市国民健康保険一部負担金の減免または徴収猶

予の取扱要領を策定して以降、申請についてはござ

いません。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 17年３月の関係でいうと、その前

段で私も一般質問して、救済する必要があるという

ふうになったのですが、残念ながら今聞くと、その

後の利用はされていないということでした。 

 つまり、被保険者が困って窓口に相談に来た場合、

職員はどのように対応しているのか、今の状況につ

いて伺います。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○酒井博明市民環境部長 取扱要領、第３の③にお

きまして、生活困難が長期にわたると判断される者

につきましては、その時点で生活福祉資金や生活保

護の受給もしくは親類縁者の支援を指導するという

ふうに定めておりまして、相談内容によりましては、

遅滞なく福祉部局と連携を図るようにしております。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 適切な対応をなさっているという

ふうに理解しますが、ただ、国保法第44条について、

意外と知られていないというのが実態です。これは

ぜひ知らせる必要もあるかなと。状況によって、今、

網走市は生活保護だとか、さまざまな形で救済する

努力をしているということでありますから、それは

それで評価をするのですが、いわゆる救済するもの

があるのだということ自体知られていない。それは

多分、要綱か何かになっているのかなというふうに

思うのですけれども、それはそれとしてわかりまし

た。 

 次に移ります。 

 ２項目めの公共交通のあり方についてです。 

 これは、さきの同僚議員の質問もありましたけれ

ども、重複する分については御了承いただきたいと

いうふうに思います。 

 日本の中心都市においては、公共インフラの大規

模開発事業が進む一方、地方の公共交通の衰退は深

刻であります。ＪＲを初めコミュニティバスなど、

生活に欠かせない地域公共交通は廃止、減便などが

相次いでいます。国と地方公共団体、事業者等の責

任と共同で地域公共交通を維持するために必要な財

源を確保する必要があります。 

 しかし、国の地方に対する持続可能な地域公共交

通ネットワークの予算は約210億円、４億円の減に

すぎない。日本共産党は、当面1,000億円程度まで

増額すべきだと考えています。地域の公共交通のあ

り方について、今日の状況を踏まえて議論をしてい

きたいと思います。 

 まず、市内バスの利用状況についてでありますが、

現在のバスの利用状況は、通学・通勤時はたくさん

の乗客が乗っているというふうに感じています。し

かし一方で、昼間の利用状況というのは数名しかな

いという状況があるのではないかと。どのような利

用状況になっているかまず伺います。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○後藤利博観光商工部長 バスの利用状況について

でございますけれども、市内バスが行っております
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乗降調査の結果から見ますと、市内路線バスの平日

の運行においては、高校を経由する路線については、

朝の登校時間であります午前８時前後の便と、授業

終了後の午後４時前後、部活動が終了した午後６時

前後の利用は多い状況となっております。 

 その他の時間や学校を経由しない路線につきまし

ては、午前中は、おおよそ10人程度の利用がござい

ますが、午後の便によって利用が少ない状況となっ

てございます。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 私の感じていたところと同じだと

思います。 

 それで、次に伺いますけれども、利用状況につい

て、バス会社の認識と市の認識についてどのように

考えているか伺います。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○後藤利博観光商工部長 利用状況の認識について

でございますけれども、これまで当市は、網走バス

株式会社と連携をしながら路線バスの運行などにつ

いて協議・検討を進めてきております。利用状況に

つきましても同様の認識ということでございます。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 次に移ります。 

 コミュニティバスの運行と利用状況についてであ

ります。 

 2011年度から始まった地域公共交通確保維持改善

事業補助金は、幹線バス交通、それから地域内交通

の運行、これは過疎交通不便地域等の路線バス、そ

れから予約式の乗り合いタクシー等の運行や車両購

入等支援というのは、地域交通に欠かせない事業で

あります。 

 ところが道補助金の予算額は、2011年度の305億

円から、2019年は220億円と、約３割減となってお

ります。安倍政権以降、地域公共交通支援の補助金

削減が顕著になっているというふうに感じています。 

 そこで伺いますが、コミュニティバスの運行につ

いては、一定程度の人口集積があるにもかかわらず、

路線バスなどの公共交通サービスが空白となってい

る地区を対象に、住民の公共交通に関する需要の把

握と将来的な民間事業による輸送サービスの可能性

について検証するために、平成24年12月から25年９

月までの10カ月間、錦町・鉄南地区でのコミュニテ

ィバスの実証試験をして、結果をもとに現在の運行

になっていると思います。 

 そこで、現在の運行数と時間帯、利用状況につい

て伺います。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○後藤利博観光商工部長 コミュニティバスの運行

数、時間帯、利用状況の関係でございますけれども、

当市のコミュニティバスであります西山通り線につ

きましては、地域住民と協議の上、平成25年10月１

日から正式運行をしておりまして、運行数は１日５

往復、経路につきましては、網走バスターミナルか

ら駒場ショッピングセンターまでの往復で、運行時

間については、地域住民からの要望から、平成28年

度に一部変更しております。 

 利用実績につきましては、平成26年度の運行開始

以降、下降傾向でありましたけれども、毎年地域住

民と意見交換を行い、利用者のニーズや利便性を把

握するとともに、地域住民への周知を一層図るとと

もに、新聞広告などを活用し、ＰＲに努めた結果、

平成30年度は利用数が増加したところでございます。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 多分これは免許返納などのいろい

ろなことがあるのかと思いますけれども、やはり地

域住民との協議というのが一定なされている点で、

意識の変化もあるかなというふうにも思います。 

 次に移りますが、コミュニティバスの運行につい

て、一定程度の人口集積があるにもかかわらず、路

線バスなどの公共交通サービスが空白となっている

地域を対象に、住民の公共交通に関する需要の把握

と将来的な民間事業による運送サービスの可能性に

ついて検証するために10カ月間検証をしてきたと。

そのことで今、一定の、平成30年は増になったとい

うことであります。 

 そこで、きのう永本議員も質問をして、重複する

部分がありますが、網走市高齢者生活総合支援助成

金というのがありますが、社会参加という区分で、

乗車料の助成をしていると。 

 そこで、交付対象となる条件と金額、発行件数及

び利用状況について伺いたいと思います。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 網走市高齢者生活総合支

援事業についてでありますが、対象者につきまして

は、市民税所得割課税者がいない世帯に属する70歳

以上の市民税非課税の方が対象となりまして、

6,000円分の助成券を交付しているところでござい

ます。 

 平成30年度の実績でありますが、3,237人に助成

券を交付いたしまして、使用率は87.32％となって
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おります。区分ごとの割合につきましては、社会参

加が90.43％、学習機会の確保が0.11％、健康増進

が8.90％、生活支援が0.56％となっております。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 やはり利用している人たちの声の

多くは、6,000円ということだと、タクシーを使う

と２日も乗ればなくなってしまうという話も来てお

りまして、やはりそういう点では、今の状況という

のは決して十分でないという、利用者にとっても増

額の要望があるということをぜひ知っていただきた

いと思うのですが、ぜひこれの改善を今後していっ

てほしいというふうに、この辺は要望して、次に移

ります。 

 次に、高齢化社会に伴う交通対策についてであり

ます。 

 近年、高齢ドライバーによる重大事故が頻繁に起

こっております。けさのニュースでもまたありまし

た。さまざまな要因で事故が起こっているというふ

うに思います。高齢者も免許証の返納について真剣

に考えています。私も市議会議員選挙の中で何人か

の高齢者の皆さんに、真剣に悩んでいる話を伺いま

した。 

 しかし、返納した場合、きのうの議論でもありま

したように、その後の交通手段がないということで

す。市役所やまちに出かけるのが困難になると。こ

の交通手段の方向性が見えないと、なかなか免許証

の返納をしたくても返納できないという状況にある

と。そういう意味では、極めて困難だというふうに

も思いますけれども、この高齢者の声に対して、市

として高齢者の交通事情についてどのような認識を

持っているのか伺います。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○後藤利博観光商工部長 高齢者の交通事情に対す

る認識でございますけれども、高齢化が進むにつれ、

高齢者の自動車運転事故が多くなっているという状

況でございます。自動車の運転誤操作に対する技術

の一層の向上が進まない限り、高齢者の免許返納が

必要になってくるだろうと。今後は、一層返納者が

増加し、公共交通の重要度は一層増すものと考えて

おります。 

 網走における公共交通は、本年度より、地域公共

交通網形成計画の策定の中で、改めて検討を深める

こととしておりますが、より多くの方々が利用しや

すいルートや仕組みを構築することが必要であると

思っております。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 そのとおりだと思います。今、公

共交通のあり方について、やはりいま一度真剣に考

えていかないと、全国どこでもそうですけれども、

こういう問題が起きてくるのだろうというふうに思

います。 

 次に移りますが、そこで、市では圏域別、そして

地区別高齢化率というのを掌握していると思うので

すが、地域によって高齢化率に違いが出ているとい

うふうに思いますが、この状況についてどのような

認識を持っているか伺います。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 圏域別、地区別の高齢化

率に対する市の認識についてでありますが、当市に

おける平成31年４月１日現在の高齢化率は31.91％

となっております。 

 中学校区をベースとした日常生活圏域別の高齢化

率の状況でありますが、北圏域が28.94％、中央西

圏域が33.62％、東・呼人圏域が32.37％、南圏域が

31.06％となっております。 

 高齢化率につきましては、地区ごとに相違があり

ますが、世帯構成や地域の実情によりまして、抱え

る課題もさまざまであるというふうに認識をしてご

ざいます。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 私も見まして、結構違いがあるな

というのと、北、東、中央、南というふうにありま

すけれども、そこには、一定の農村地域の部分も入

ったりしていて、それを除くと、また結構違う数字

になるというふうにも思います。 

 いずれにしても、高齢化率も違えば、それから、

地域によって、地域の道路条件や地理的条件も違う

というふうに思います。ということは、地域によっ

て要求も違いがあるのだというふうにも思います。

市全体を一律で考えると、なかなか実情に合わなく

なるというふうに私は思います。何をやるにしても、

やはり地域の状況をしっかり把握するということが

ポイントだというふうに思うのですが、福祉の観点

からはどのように考えるか伺います。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 福祉の観点からといった

御質問でございますけれども、先ほどの答弁とも重

複しますけれども、やはり地区ごとに高齢化率が相

違しているというような部分がございますので、地

域の実情を把握といったことが今後重要になってく
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るというふうに考えてございます。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 次に移ります。 

 先ほど私が言った、地域のことをしっかり踏まえ

て取り組むということをポイントにして、次の質問

をしていきたいと思いますが、公共交通であるバス

運行のあり方について、地域ごとに議論を深めるこ

とが重要だと私は考えます。 

 先ほど前段で、地域別の高齢化率が違うとか、条

件が違うというふうに言いましたように、地域ごと

に、そういった面も含めて議論を深めることが非常

に重要だというふうに私は認識しておりますが、市

としてはどのような認識を持っているか伺います。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○後藤利博観光商工部長 地域公共交通のバスのあ

り方ということですけれども、やはり市内地区にお

きましては、その中でも公共交通不便地域もござい

ます。このような部分については、やはり町内会な

どと協議をしていく、それから郊外地区におきまし

ても、各地域ごとにさまざまな状況があると思いま

すので、意見交換を行っていきたい。やはり市民に

有効な地域公共交通を見つけ出すということは、地

域住民と議論を行い、地域に適した、そして必要と

され、十分活用される公共交通を検討することが必

要だと思っております。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 その点では、私も全く同感であり

ます。 

 きのう永本議員も東京都羽村市の取り組みについ

て述べておりましたけれども、非常に参考になる取

り組みであるというふうに私も感じています。私も

地元のバス利用者の話も伺いましたけれども、実は、

バスに乗っている人でも、うっかりすると自分が行

きたい目的地に行かない、違うところに行ってしま

う。つまり、経由がわからないと言うのです。です

から、そういう意味では、バスを利用する人たちに、

このバスはどこを経由していくのかということがわ

かるような周知、そういったものが必要なのだろう

というふうに思います。そういったサービスもしっ

かり考えていかなければならないのではないかと。 

 つまり、先ほども言いましたけれども、地域の条

件によってもいろいろ違うのだけれども、もう一つ、

バスを利用する人たちに対して、本来、潮見に行き

たいのだけれども、乗ってみたら、潮見を経由しな

いで違うところに行くというようなことがあるとい

う。バスを利用している人でもそういうことがある

と。ましてや、これまで運転免許を持っていた人が

返納して、そしてバスに乗ろうとしたら、より一層

迷うだろうと。こういう点でも、今後、取り組みに

ついて考える必要があるのではないかと思うのです

が、観光商工部としてどのように考えるか伺います。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○後藤利博観光商工部長 今年度より、公共交通網

形成計画の策定に向けていろいろ議論を進めていき

たいと思っておりますが、昨日からのお話でもござ

いますように、バス利用の促進ということもありま

すし、使いやすいバスの運行方法ということもある

と思います。そういう形成計画をつくっていく中で、

いろいろな方と議論を交わして、協議を進めていき

たいと思っております。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 ぜひ地域ごとに、公共交通のある

べき姿についてしっかり議論して、やはりその地域

のニーズに合ったバスの運行というのも非常に重要

だと思いますので、ぜひその辺は努力をしていただ

きたいと思います。 

 最後に、北見市では、高齢者、障がい者に対して

バス料金助成制度があります。基本的には、年間

1,000円納めれば、市内どこにでも乗り放題という

ことで、利用も順調にあるというふうにも聞いてお

ります。このような制度も検討する必要があるとい

うふうに思うのですが、見解を伺います。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 高齢者や障がい者に対す

るバス料金助成制度についてでありますが、当市に

おける交通機関の助成制度につきましては、先ほど

質問のありました高齢者生活総合支援事業及び車椅

子やストレッチャーを利用しなければ外出が困難な

要介護４以上の外出支援を目的とした寝たきり高齢

者等移送サービス事業がございます。 

 障がい者につきましては、重度の身体障がい者の

生活圏の拡大を目的とした網走市福祉ハイヤー料金

助成事業及び知的・精神障がい者の社会復帰活動、

自立、社会参加活動の促進を目的とした網走市知

的・精神障がい者社会参加交通費助成事業がござい

ます。 

 北見市と同様の助成制度の検討につきましては、

大きな財政負担が生じるとともに、両市におけるバ

ス料金の体系や路線網に相違があるため、今後、庁

内関係部署と意見交換を行いながら、研究をしてま
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いりたいというふうに考えてございます。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 いずれにしても、いわゆる公共交

通、それから福祉の分野それぞれの意見を交換しな

がら、よりよい交通アクセス、いわゆる公共交通の

あり方というのをぜひ庁内でも協議していただいて、

高齢者が免許証を返納しても安心してバスを利用で

きる、あるいはハイヤー、タクシーを利用できる、

そういった形にできるように、今後の取り組みに期

待して私の質問を終わります。 

○井戸達也議長 一般質問の途中ですが、ここで、

昼食のため休憩とします。 

 再開は午後１時とします。 

午前11時59分休憩 

午後１時02分再開 

○井戸達也議長 休憩前に引き続き、再開します。 

一般質問を続行します。 

 栗田政男議員。 

○栗田政男議員 －登壇－ まず冒頭に、改選後初

の議会でございます。私、３期12年、今までは比較

的控え目に発議をしながら、専ら議会のこと、いろ

いろな視点に関して学ぶ立場であったように思いま

す。いよいよ４期目、私も60歳を前にして、これか

ら物を言える議員、そういう立場でしっかり発議を

させていただきたいと思います。４年間どうぞよろ

しくお願いいたします。 

 まずは通告のとおり、脳疾患の現況についてお尋

ねをしたいのですが、昨日、永本議員のほうから概

要、今の現況についての質疑がなされ、内容が見え

てきたところがございます。その部分は割愛させて

いただきながら本日の質疑に入りたいと思います。 

 非常に残念な内容だったように思います。私もい

ろいろ、うわさの範疇でしかないのですが、いろい

ろな現状を心配する内容のことが耳には入っていま

したが、何分にも内部的なこと、いろいろな水面下

の話については、よくわからなかったことが実情で

あります。 

 そういう中で、なぜこのような状況に至ってしま

ったのかということが、まずは知りたい部分でござ

いまして、きのうの質疑の中で、その部分は触れら

れていなかったように思いますけれども、現状、ど

うして、俗に言う前の網走脳神経外科リハビリステ

ーション病院の、閉院ではないのですけれども、そ

ういう受け入れができない状況に陥ってしまったの

かということにお尋ねをしたいと思います。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 旧網走脳神経外科リハビ

リステーション病院、現在の網走の丘総合病院でご

ざいますけれども、なぜそういった状況に陥ったか

といったことでございますが、理由につきましては、

一部報道にもありましたけれども、看護師の離職に

よりＳＣＵ、いわゆる脳卒中集中治療室の設置基準

が満たせない状況になったものというふうに認識を

しているところでございます。これはあくまで病院

の経営判断のもと、こういった決断をされたという

ようなことで認識をしてございます。 

○井戸達也議長 栗田議員。 

○栗田政男議員 報道の中にもありましたけれども、

その中によりますと、ＳＣＵの基準を満たせなかっ

たと。脳疾患ですから、ＩＣＵも含めた、そういう

チームワークで治療をしなくてはいけないというこ

とで、一定の基準を満たせないということは、当然

治療に当たれないということなのですが、問題は、

なぜ看護師がそれほど大量にやめなくてはならなか

ったかということなのですが、その辺については、

わかる範囲で結構ですから、お願いいたします。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 看護師が離職に至った原

因でございますけれども、市としてもその部分は、

病院の経営上のことでございますので、詳細は把握

しておりませんけれども、これも一部報道にも記載

ありましたように、賞与のカットなどが一つの要因

というふうに考えてございます。 

○井戸達也議長 栗田議員。 

○栗田政男議員 約束した部分の給与が払えなかっ

たということが原因だというふうに私も聞いていま

したけれども、ということは、病院経営、特に脳神

経外科病院のどの部分が、大きな法人でやっていら

っしゃるので、総体的な話になると思うのですけれ

ども、経営的なことがかなり苦しい状態にあるとい

うふうに理解してよろしいのですか。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 医療機関の経営の中身の

ことですので、そこまで市として把握している状況

ではございません。 

○井戸達也議長 栗田議員。 

○栗田政男議員 同じようなことなのですが、当然

今まで緊急手術その他で対応していただいたドクタ

ー数というのがあると思うのですが、脳外科の、僕

も素人なのでよくわからないのですが、１人のドク
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ターが全て執刀するのか、それとも何人かのチーム

でやるというのがあると思うのですが、いずれにし

ても、１人の脳外科医では、手術その他の対応は無

理ではないかと思うのですが、その辺のドクターの

数の推移というのはどういうふうになっているので

しょうか。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 医師の配置状況のことで

ございますけれども、脳疾患に関しては、網走の丘

総合病院と桂ヶ丘クリニックに脳外科医が１名ずつ

常勤でおられるといったことは把握しておりますけ

れども、その他の派遣医ですとか、そういった部分

は、病院の内部のことでございますので、そこまで

は把握してございません。 

○井戸達也議長 栗田議員。 

○栗田政男議員 病院といえども公的なものではな

いですから、内部的なものについては、やはり我々

外部がそうそう簡単に入り込める問題ではないと思

うのですが、医療の問題というのは、やはりこれか

らはいろいろな部分で行政サイドのいろいろな連携

というのは欠くことのできないことですから、ある

面で経営の状況等の判断も、やはり市としてもある

程度予測したり、いろいろな判断をしていかないと、

今回のような緊急事態になったケースの場合には、

大変対応が難しいのかなという気がします。 

 きのうの質疑の中にございました、当面は北見の

日赤のほうに搬送して対応するということなのです

が、それに対してのシミュレーション、その他も全

て整っているというような答弁をいただいたのです

が、それでよろしいでしょうか。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 網走の丘総合病院がそう

いった状況になったといったことで、まず市として

考えたのは、救急搬送の体制を整えることだという

ふうに、そこが急務だというふうに考えました。そ

の後、網走医師会、そして１市４町と協議をいたし

まして、北見赤十字病院への搬送、これを要望して、

北見赤十字病院で受け入れ可能というようなことで

回答をいただいたところでございます。 

 基本的には、救急救命士が、いろいろ判定基準が

ございまして、その中で、明らかに脳卒中が疑われ

て、緊急的な対応が必要、手術が必要といった場合

に北見赤十字病院への搬送、それ以外につきまして

は、地元病院でワンクッション、応急処置をした中

で、安定化を図ってから、手術が必要になれば北見

赤十字病院へ搬送するといった内容でございます。 

○井戸達也議長 栗田議員。 

○栗田政男議員 救急救命士が判断するということ

なのですが、果たしてそれで対応がパーフェクトに

できるのかという、非常に心配をするのです。救急

救命士がその場で判断をして、脳疾患なのか心臓疾

患なのか、いろいろな判断をしなくてはいけないと

いうことは、その救急救命士に係る責任の割合とい

うのは非常に大きくなります。ドクターであればあ

る程度の責任、義務というか、医療知識も豊富です

から、そういう部分を鑑みたときに、救急救命士が

そこで判断をして、搬送するかしないか、日赤に送

るか送らないかという判断というのは、いろいろと

問題が出ているのは実例としていっぱい出てきてい

るのですが、その辺についての見解はどうでしょう

か。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 救急救命士の判断といっ

たことでございますけれども、先ほど大まかな、北

見赤十字病院への搬送につきましてはルールをつく

っているのですが、細かい部分、救急救命士の判断

というようなことにつきましては、消防機関と北見

赤十字病院の間で判定基準というものをつくってお

りまして、さまざま、私も詳しくはないのですが、

倉敷式だとかシンシナティ式というような判定基準

がございまして、それに当てはめて救急救命士が判

断をするというようなことになっておりまして、そ

こは、北見赤十字病院と消防機関が連携をして調整

しているところでございます。 

○井戸達也議長 栗田議員。 

○栗田政男議員 現在の対応としては、それしか方

法はないので、しっかりその辺も注視しながら進め

ていただきたいのですが。 

 きのうの答弁の中にもありました、網走の丘総合

病院は、平成の始まりに開院されて、30年間、まさ

しく平成の30年間、この網走に多大なる貢献をして

いただきました。それはなぜかと申しますと、脳疾

患、それまでやはり、今おっしゃって、これから始

まることなのですが、北見に搬送して緊急手術をし

ていた現況があります。そのおかげでたくさんの命

と、いろいろな障害、高度障害を持った、その医療

体制が当市において、まさしく革命的な進歩です。

地元で緊急手術ができるすばらしい病院ができたと

いうことで、私たち、私もこの網走に帰ってきた当

時ですけれども、本当にうれしく思い、網走がいい
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まちになるということを感じた次第です。そういう

中で、まさしく今、時計が逆戻りして30年前の状況

に戻ろうとしているような気がしてならないのです。 

 そういう中で、現在の状況ですし、ドクターがい

ないことには全てが進まない話ですし、市役所に市

立病院があるわけでもないですから、それも難しい

話だと思いますが、やはり時間を逆戻りして、網走

市、当市にいる市民が不安になるような政策、施策

というのは、やはり避けるべきではなかったかとい

うふうに私は思いますし、いろいろな情報で、不可

抗力で仕方ないことはあるかと思うのですが、非常

に残念でならない気がします。 

 当時と違うのは、多少道路環境その他がよくなっ

て、搬送時間が短くなったのと、北見の日赤は、一

つの病院が閉院した関係で、脳外科医がたくさん集

まっていらっしゃいます。そういう関係で、受け入

れ体制は十二分にあろうかと思いますが、その時間

差、網走から北見まで、夏場でしたら１時間弱、冬

場でしたら、道路状況にもよるでしょう。もしかす

ると、場合によっては美幌経由で搬送しなくてはい

けないというようなことを考えたときに、当市の医

療体制としてはいかがなものかなと私は思うのです

が、その30年前に戻るという感覚というのは、原課

ではお持ちでしょうか。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 今、議員の御指摘のあっ

た部分でございますけれども、やはり網走に脳神経

外科があることで、斜網地域の脳疾患の急性期に対

応する体制が構築されていたわけでございまして、

まさに30年前に戻るというような、今、議員の御発

言がありましたけれども、医療は進歩したとしても、

そういった状況がありますことから、やはり斜網地

域の脳疾患における急性期を担う医療機関、これは

不可欠であるという共通認識、１市４町の共通認識

でございますけれども、そういった意味で、今後、

１市４町がしっかり連携をして体制の構築に努めて

いきたいというふうに考えてございます。 

○井戸達也議長 栗田議員。 

○栗田政男議員 まさに網走の脳外科というのは、

１市４町の核となる病院だったのです。皆さん、北

見に運ぶか網走に運ぶかによって、脳疾患というの

は時間が命というのは誰しもが知っている話なので、

時間が命で、外科手術は、最近はかなり薬も発達し

ているらしくて、薬による治療のほうがメーンにな

っているらしいのですが、それでも、やはり緊急な

手術が必要ということは多々あろうかと思います。 

 誰しもがその危険性というのは、今ここにいる皆

さんもいつなるかわからないのが本当に正直なとこ

ろなのです。予防予防と言いながらも、脳外科がし

っかりしていたというか、以前はドクターがいろい

ろな、まちの中での健康相談とか、脳疾患にならな

いための健康フォーラムみたいなものをやっていた

だいて、それを見ながら、網走市というのは脳疾患

に対する意識も高いのだと思うのです。本当に残念

でならない気がするのですが、当座、ワールドカッ

プが終わった後も、脳外科の手術ではない対応とい

うのはずっと維持されるというふうに考えてよろし

いのですか。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 脳外科の維持といったこ

とでございますけれども、脳外科の標榜がなくなる

わけでもなく、そして脳外科医もおられますので、

脳疾患に関する対応、脳ドックの予防も含めて、そ

ういった部分の対応は可能であるというふうに考え

てございます。 

○井戸達也議長 栗田議員。 

○栗田政男議員 そのような状況なので、先ほど申

しましたように、何分にも民間相手の話なので、医

療と言いながら、いろいろな形で携わりながらも、

最終的にはそこを経営なさっている法人の考え方に

よるものと思います。いろいろな話も聞きます。経

営状態、メーンバンクの移転だとか、いろいろな話

も、情報が錯綜していますけれども、そういう中で、

ぜひともいい方向性を持っていただければなという

ふうに思います。 

 そこで、きのう永本議員のほうからも提案されて

いました。これは医師会の会長といいますか、医師

会のほうからもそのような要請ということなのです

が、今後、脳外科の大切な核となる治療の部分につ

いては、もしかすると厚生病院のほうにお願いする

検討も必要ではないかという、きのうお話があった

と思いますが、私もできるならばそういう環境で進

めていただければと思うのですが、それについて、

再度見解をお伺いしたいと思います。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 医療機関に対する要請と

いったことでございますけれども、きのうの市長の

答弁でもございましたが、斜網地域に脳外科が必要

というのは、１市４町の共通した認識でございます。

しっかり１市４町連携して、関係機関に対する要請
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も含めて検討していくというようなことでございま

す。 

○井戸達也議長 栗田議員。 

○栗田政男議員 余りこの地域というのは脳疾患が

毎日のように、要するに患者数が採算に乗るだけの

数はないというお話も聞いています。となると、単

独でその部分を、採算性を合わせるというのはなか

なか難しいわけだけれども、私たち地方に住む人間

としては、脳疾患に関する緊急的なものに対する治

療は絶対必要だという認識があります。 

 そういう中で、何が必要になってくるのかという

と、やはり財政的な支援が必ず必要になるのです。

全て、病院を含めてというか、可能かどうかはわか

りません。その脳外科の部分だけにきちっとした補

塡をしてあげられたり、それは工夫次第で可能だと

思うのですが、いろいろ１市４町の皆さんで支援し

ていくシステムをつくらない限りは話は前に進まな

いと思うのですが、その辺についての見解はどうで

しょうか。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 先ほどの答弁とも重複し

ますけれども、斜網地域に脳外科が必要というのは、

１市４町の共通認識であります。今後しっかり連携

をしながら協議を進めてまいりたいというふうに考

えてございます。 

○井戸達也議長 栗田議員。 

○栗田政男議員 本当に前向きに、積極的な支援と

いうか方向性、できるならば網走の中できっちりと

外科手術ができる体制をまた戻せる、そういう自信

を持ったしっかりした政策が必要ではないかという

ふうに思いますし、多くの市民の皆さんは非常に不

安がっています。この網走に住むことすら不安にな

っているのが現状です。そういうことをしっかりと

捉えて、その方向性、どういう形で、お金の問題で

は僕はないと思います。命の問題ですから。そうい

う部分からすると、やはり網走が将来に向けて、地

方都市としてしっかり生きていくためには必要不可

欠ではないかと思いますので、積極的な検討をお願

いしたいと思います。この質問はこれで終わります。 

 ２点目に入ります。 

 これは３月の定例会の中の委員会のほうで、所管

事務調査ということで、いろいろ種々議論をさせて

いただきました。僻地保育所の運営方法についてで

あります。 

 平成30年度に発生した保育園の運営費の横領事件

に関しての報告がそのときなされて、粛々と議論さ

せていただきましたが、委員会の中でやったことを

また掘り起こす気持ちはないのですけれども、その

後、緊急で、ほかの園も含めていろいろな調査をさ

れたと思われるのですが、それについての内容につ

いて概略を教えていただきたいと思います。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 はまなす保育園の不祥事

につきましては、発覚後、書類調査、面談調査を実

施し、平成31年３月２日の文教民生委員会に調査結

果を報告させていただきました。 

 また、はまなす保育園に加え、ほかの僻地保育園

に対しても監査委員の助言などを受けながら、過去

５過年度分の書類調査、面談調査を実施し、本年６

月10日の文教民生委員協議会に調査結果を報告して

おります。 

 内容につきましては、全ての保育園において新た

な不正使用は確認されなかったということ。また、

運営委員会のヒアリングの中では、運営委員会方式

による園運営に関しては前向きにかかわりたいとい

うような御意見もあったところでございます。 

 この調査結果を踏まえまして、課題検討事項を整

理いたしまして、今後、対応策等の整理、検討を行

ってまいりますけれども、内容等が取りまとまった

段階で、また議会に報告をさせていただく予定とし

ているところでございます。 

○井戸達也議長 栗田議員。 

○栗田政男議員 ３月の定例会でもいろいろ、ちょ

っと議論がかみ合わないところが理事者のほうとも

ありまして、いろいろその後、私もいろいろ調査、

検討したのですが、今回のような業務上横領のケー

スでは、一義的な被害者、今回はこの運営委員会が

多分なるのだろうと思いますが、被害者ですが、 

少額というか、金額は250万円ですから、少額とは

言えないのかもしれませんが、一般的なケースとす

ると少額に値する。返済をしているし、そういう場

合は告訴しないというのが通例であるような気がし

ています。それに関しても、私の認識からすると、

親告罪ではない。確定した段階で確実に犯罪が成立

しているのになぜ起訴しないのだというような感覚

を持っていたのですが、いろいろな案件、いろいろ

な事例、その議会前後にもいろいろこういう問題が

たくさん報道されていました。 

 最近では、当市にも関係がある消防協会の道のほ

うの本部では１億1,500万円というとんでもない金
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額を１人で横領したということであります。これに

ついては、当然返済もできないので、起訴、告訴さ

れるというのが当然の流れになろうかと思いますし、

１億円を超えていますので実刑も免れないなという

判断らしいです。 

 なぜそんなにたくさんこういうことが起きるのか、

人間の本質的な、魔が差すという部分が多いのだろ

うと思います。ただし、それを肯定するわけには私

たちはいきませんので、そこにお金があるからそれ

を使っていいということには到底ならないというこ

となのですが、今の現状、司法当局もそのような内

容という限り、よっぽどのことない限り、少額のケ

ースについては立件しないというような方向性であ

ります。 

 それはそれとして、私は、そういう判断が今され

ているというのが現況ですから、今回の判断につい

ては、それを尊重したいなというふうに思います。 

 その中で見えてきたこと、まずは、市のチェック

体制の甘さがやはり如実にあらわれたということは

はっきりしています。今まで報告の中にもありまし

たが、運営委員会側の監査が行われているので、市

側としては監査をしなかったと、資料のチェックも

しなかったということが言われていました。報告さ

れていました。 

 非公式な書類なのですが、その中には、文書化に

ついての管理体制の甘さもあった。これは当然、民

法上の時効期限の５年は保管するというのが通例で

ありますし、それにのっとってきちっとこれからは

管理をしていただきたいなというふうに思いますし、

監査体制の強化、少なくてもこういう事件があった

ときに、やはり指導も含めて、１年に１回ではなく

て、何回かの指導、監査、チェックが必要ではない

かというふうに思うのですが、その辺についての見

解はどうでしょうか。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 今後の運営に係る改革の

必要性でございますけれども、議員御指摘のとおり、

さまざまな課題がございまして、今回このような不

祥事に至ったというふうに認識しておりますので、

調査結果におきまして、課題検討事項として、運営

に対する市の体制、決算書の作成要領、繰越金の取

り扱い、運営組織における経理事務等の負担軽減、

この四つの項目を整理して取りまとめたところでご

ざいます。 

 また、これらの事項を受けて、今後の対応方針と

して、僻地保育所運営要綱の見直し及び会計基準を

設け、園運営及び会計処理の統一化、透明化を図る

とともに、これらの対応を含めて、事務負担の軽減

策や持続可能な運営組織のあり方並びに運営組織の

内部牽制が働く仕組み、管理運営状況を適正に把握、

確認、チェックする体制について、今年度中に取り

まとめることとしております。 

○井戸達也議長 栗田議員。 

○栗田政男議員 いろいろ体制を強化しながらしっ

かりやるのですが、やはり運営委員会の、これも前

回のときにいろいろお話をしましたが、負担になら

ないということはすごく大事な話なので、ほぼボラ

ンティアに近く、こういう運営委員会というものに

参加をして、自分の仕事を持ちながら協力をしてい

ただいている人たちに対する、やはり心遣いといい

ますか、特に職員の管理というのが一番大変だと思

うのです。いろいろな保険管理、源泉管理、いろい

ろなことが出てくるので、これは会社では一つのセ

クションがあるわけですから、そういう部分をこの

運営委員会の人たちに任せるというのは、非常に大

変な作業ですし、中には、多分お金を出して外注を

していらっしゃるのではないかと。そういうところ

もいろいろと検討されながら、まとめてどこかに発

注するとか、いろいろな方法をしていただければな

いというふうに思いますけれども、その辺に対する、

一番大きなウエイト、運営補助金の中のウエイトと

して、人件費だと思うので、その辺についての見解

を教えてください。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 これから今後の運営につ

いての改革というような部分で、運営委員会の皆さ

んとヒアリング、また協議を進めていく予定でござ

います。その中で、さまざまな御意見もいただくと

いうふうに思っております。 

 また、議員御指摘の運営委員会の方々の負担軽減

というようなことも大変重要なことだと思っており

ますので、運営協議会の皆さんの意見を踏まえなが

ら検討していきたいというふうに考えてございます。 

○井戸達也議長 栗田議員。 

○栗田政男議員 いい方向にしっかりと検討してい

ただきたいと思います。今まで運営委員会に全て、

言い方は悪いですが、丸投げのような状態で運営を

任せていたというのが正直なところだと思います。

悪い言い方をすると、過去10年間も、10年間になる

のでしょうか、５年間さかのぼったにしても、ほと
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んど不明瞭そのもので運営をされてきて、そこに補

助金を支出していたという現況があったのだろうと

思います。これを契機にやはりしっかりとした体制

で、原資が公金である、血税であるというしっかり

とした意識を持って補助金支出に当たっていただき

たいなというふうに思うのです。 

 私たち、予算委員会、決算委員会、皆さんを信頼

して、しっかりとした、この補助金に関しては決算

をいただいているのですね、それを検討した上で次

年度の予算を立てているのですねというお願いを何

度も私はしたと思います。その信頼関係が残念なが

ら今回大きく崩れてしまったということは、ぜひと

も信頼回復をしっかりと、全ての補助金に僕は言え

ることだと思います。この問題だけでなくて、出し

放しではなくて、しっかりとしたリターンをもらっ

て、その中で検討をして、次年度、必要であれば増

額、不要であれば減額、そういう作業が、多少仕事

量がふえてもこれはしなくてはいけない大切な仕事

ではないかというふうに私は思いますし、今年度の

決算委員会以降、しっかりその辺についても御指摘

をしていきたいなと思います。 

 いずれにしても、今回を契機に、一つの方向性、

いい方向に向かう一つの契機になったと思います。

地域の僻地保育所の運営というのは、まだほかにも

いろいろなさまざまな問題があろうかと思いますが、

地域の人とともに、しっかりとこの問題を解決して、

ともに歩んでいければなというふうに思います。 

 以上で、質問を終わります。 

○井戸達也議長 これで、一般質問を終わります。 

 以上で、本日の議事日程は全て終了しました。 

 再開は、あす午前10時としますから、参集願いま

す。 

 本日はこれで散会とします。 

御苦労さまでした。 

午後１時33分散会 

────────────────────── 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 85 -  

 

 

 

 

 地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。 

 

 

     網走市議会議長    井 戸 達 也 

 

 

        署名議員    立 﨑 聡 一 

 

 

        署名議員    澤 谷 淳 子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 86 -  

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月２７日 （木曜日） 第 ５ 号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 87 -  

 

 

 

 

○議事日程第５号 

令和元年６月27日午前10時00分開議 

日程第１ 委員会審査報告案12件 

     （議案第１号～第11号、 

      報告第１号） 

日程第２ 意見書案第１号～第５号及び 

委員会審査報告案６件 

（請願第２号～第３号、第６号 

陳情第６号、第８号～第９号） 

日程第３ 議案第12号 

日程第４ 議案第13号 

日程第５ 議案第14号 

日程第６ 議案第15号 

○議事日程第５号の追加及び変更 

日程第７ 閉会中継続審査について 

日程第８ 議員の派遣について 

日程第９ その他会議に付すべき事件（１件） 

─────────────────────── 

○本日の会議に付した事件 

議案第１号 平成31年度網走市一般会計補正予算

（原案可決） 

議案第２号 平成31年度網走市介護保険特別会計

補正予算（同） 

議案第３号 平成31年度網走市水道事業会計補正

予算（同） 

議案第４号 網走市税条例等の一部を改正する条

例制定について（同） 

議案第５号 網走市介護保険条例の一部を改正す

る条例制定について（同） 

議案第６号 網走市国民健康保険条例の一部を改

正する条例制定について（同） 

議案第７号 財産の取得について（同） 

議案第８号 財産の取得について（同） 

議案第９号 財産の取得について（同） 

議案第10号 財産の取得について（同） 

議案第11号 辺地に係る公共的施設の総合整備計

画の変更について（同） 

議案第12号 網走市教育委員会委員の任命につい

て（同意決定） 

議案第13号 網走市固定資産評価審査委員会委員

の選任について（同） 

議案第14号 網走市固定資産評価員の選任ついて

（同） 

議案第15号 新庁舎建設特別委員会の設置につい

て（原案可決） 

報告第１号 網走市税条例の一部を改正する条例

の制定に係る専決処分の報告につい

て（報告承認） 

意見書案第１号 2019年度北海道最低賃金改正等

に関する意見書提出について

（原案可決） 

意見書案第２号 2020年度地方財政の充実・強化

を求める意見書提出について

（同） 

意見書案第３号 「子供の貧困」解消など教育予

算確保・拡充と就学保障、義務

教育費国庫負担制度堅持・負担

率改善の検討、教職員の超勤・

多忙化解消・「30人以下学級」

の実現に向けた意見書について

（同） 

意見書案第４号 「これからの高校づくりに関す

る指針」を見直し、拙速な高校

統廃合を行わないことを求める

意見書について（同） 

意見書案第５号 特別支援学校の設置基準の策定

及び特別支援学級の学級編制標

準の改善を求める意見書につい

て（同） 

請願第２号 2019年度北海道最低賃金改正等に関

する意見書提出についての請願（採

択に決定） 

請願第３号 2020年度地方財政の充実・強化を求

める意見書提出についての請願 

（一部採択に決定） 

請願第６号 「子供の貧困」解消など教育予算確

保・拡充と就学保障、義務教育費国

庫負担制度堅持・負担率２分の１へ

の復元、教職員の超勤・多忙化解消

・「30人以下学級」の実現に向けた

意見書提出についての請願（同） 

陳情第６号 「国の責任による35人以下学級の前

令和元年第２回定例会 

網 走 市 議 会 会 議 録 第 ５ 日 

令和元年６月 27 日（木曜日） 
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進」を求める陳情（採択に決定） 

陳情第８号 「これからの高校づくりに関する指

針」を見直し、機械的な高校統廃合

を行わないことを求める陳情（同） 

陳情第９号 特別支援学校の設置基準の策定及び

特別支援学級の学級編制標準の改善

を求める陳情（同） 

その他会議 新庁舎建設特別委員会委員の選任に 

に付した  ついて(選任決定) 

事件（２）  

その他会議 閉会中継続審査について(承認) 

に付した 

事件（３）  

その他会議 議員の派遣について(決定) 

に付した 

事件(４) 

その他会議 付託事件の閉会中継続審査について 

に付した  (承認) 

事件(５) 

─────────────────────── 

○出席議員（１６名） 

石 垣 直 樹 

井 戸 達 也 

小田部   照 

金 兵 智 則 

川原田 英 世 

工 藤 英 治 

栗 田 政 男 

近 藤 憲 治 

澤 谷 淳 子 

立 崎 聡 一 

永 本 浩 子 

平 賀 貴 幸 

古 田 純 也 

松 浦 敏 司 

村 椿 敏 章 

山 田 庫司郎 

─────────────────────── 

○欠席議員（０名） 

─────────────────────── 

○説明のため出席した者 

 市     長    水 谷 洋 一 

 副 市 長    川 田 昌 弘 

 企画総務部長    岩 永 雅 浩 

 市民環境部長    酒 井 博 明 

 健康福祉部長    桶 屋 盛 樹 

 農林水産部長    川 合 正 人 

 観光商工部長    後 藤 利 博 

 建設港湾部長    佐々木 浩 司 

 水 道 部 長    脇 本 美 三 

 企画調整課長    北 村 幸 彦 

 総務防災課長    伊 倉 直 樹 

 財 政 課 長    古 田 孝 仁 

…………………………………………………………… 

 教  育  長    三 島 正 昭 

 学校教育部長    林   幸 一 

 社会教育部長    猪 股 淳 一 

─────────────────────── 

○事務局職員 

事 務 局 長    大 島 昌 之 

次     長    細 川 英 司 

総務議事係長    高 畑 公 朋 

総務議事係主査    寺 尾 昌 樹 

      係    早 渕 由 樹 

─────────────────────── 

午前10時00分開議 

○井戸達也議長 おはようございます。 

 本日の出席議員は16名で、全議員が出席しており

ます。 

 ただいまから、本日の会議を開きます。 

─────────────────────── 

○井戸達也議長 本日の会議録署名議員として、古

田純也議員、永本浩子議員の両議員を指名します。 

─────────────────────── 

○井戸達也議長 ここで、諸般の報告の追加につい

て報告します。 

 既に、印刷してお手元に配付のとおり、本定例会

の付議事件として、議案４件、意見書案５件、委員

会審査報告案18件、その他会議に付すべき事件２件

の合計29件を追加しておりますので、承知願いま

す。 

 本日の議事日程は、既に印刷して配付の第５号の

とおりであります。 

 日程に従い、直ちに議事に入ります。 

─────────────────────── 

○井戸達也議長 日程第１、委員会審査報告案12

件、議案第１号から議案第11号まで及び報告第１号

を一括して議題とします。 

本件は、去る６月20日の本会議において、関係 

常任委員会に付託した案件でありますので、その審
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査結果について、順次、委員長の報告を求めます。 

初めに、総務経済委員会、立崎聡一委員長。 

○立崎聡一委員長 －登壇－ 本定例会において、

総務経済委員会に付託されました議案につきまし

て、その審査経過と結果について報告します。 

本委員会に付託されました議案は、議案第１号平

成31年度網走市一般会計補正予算中、当委員会所管

分、議案第３号平成31年度網走市水道事業会計補正

予算、議案第４号網走市税条例等の一部を改正する

条例制定について、議案第７号財産の取得につい

て、議案第８号財産の取得について、議案第９号財

産の取得について、議案第11号辺地に係る公共的施

設の総合整備計画の変更について及び報告第１号網

走市税条例の一部を改正する条例制定に係る専決処

分の報告についての８件であります。 

 本件につきましては、去る６月20日開催の本会議

におきまして当委員会に付託され、同日開催の当委

員会において審査を行ったところであります。 

 審査の結果といたしましては、議案第１号、議案

第３号、議案第４号、議案第７号から議案第９号ま

で、議案第11号及び報告第１号の８件につきまして

は、いずれも委員全員の一致により、議案は原案可

決すべきものと、報告は報告承認すべきものと決定

したところであります。 

 以上が、総務経済委員会での審査経過と結果であ

ります。 

 議員の皆様におかれましては、当委員会の決定に

御賛同賜りますようお願いしまして、委員会の審査

結果の報告とします。 

○井戸達也議長 次に、文教民生委員会、永本浩子

委員長。 

○永本浩子委員長 －登壇－ 本定例会において、

文教民生委員会に付託されました議案につきまし

て、その審査経過と結果について報告いたします。 

本委員会に付託されました議案は、議案第１号平

成31年度網走市一般会計補正予算中、当委員会所管

分、議案第２号平成31年度網走市介護保険特別会計

補正予算、議案第５号網走市介護保険条例の一部を

改正する条例制定について、議案第６号網走市国民

健康保険条例の一部を改正する条例制定について、

議案第10号財産の取得についての５件であります。 

 本件につきましては、去る６月20日開催の本会議

におきまして当委員会に付託され、翌21日に開催の

当委員会において審査を行ったところであります。 

 審査の結果といたしましては、議案第１号、議案

第２号、議案第５号、議案第６号及び議案第10号の

５件につきましては、いずれも委員全員の一致によ

り、議案原案可決すべきものと決定した次第であり

ます。 

 以上が、文教民生委員会での審査経過と結果であ

ります。 

 議員の皆様におかれましては、当委員会の決定に

御賛同賜りますようお願い申し上げまして、委員会

の審査結果の報告といたします。 

○井戸達也議長 以上で、各委員長の委員会審査報

告を終わります。 

これより、委員長報告に対する質疑に入ります。 

 各委員長の報告に対し、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 質疑なしと認めます。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 討論がありませんので、上程中の議案第１号から

議案第11号まで及び報告第１号の合わせて12件を一

括して採決します。 

 それでは、お諮りします。 

 議案第１号から議案第11号まで及び報告第１号の

合わせて12件は、各委員長の報告のとおり、議案は

可決することに、報告は承認することに御異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第１号から議案第11号まで及び報告

第１号の合わせて12件は、各委員長の報告のとお

り、いずれも議案は可決、報告は承認されました。 

─────────────────────── 

○井戸達也議長 次に、日程第２、意見書案１号か

ら意見書案第５号まで及び委員会審査報告案６件を

議題とします。 

 初めに、意見書案第１号2019年度北海道最低賃金

改正等に関する意見書提出について、意見書案第２

号2020年度地方財政の充実・強化を求める意見書提

出についてを議題とします。 

 なお、意見書案第１号には請願第２号が、意見書

案第２号には請願第３号が、それぞれ関連しており

ますので、あわせて議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 総務経済委員会、立崎聡一委員長。 

○立崎聡一委員長 －登壇－ ただいま御上程いた

だきました請願第２号2019年度北海道最低賃金改正
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等に関する意見書提出についての請願、請願第３号

2020年度地方財政の充実・強化を求める意見書提出

についての請願の委員会審査の報告と意見書案第１

号及び意見書案第２号の提案理由を申し上げます。 

 まず、請願第２号及び請願第３号の２件は、６月

20日開催の当委員会におきまして慎重に審査した結

果、委員全員の一致により、請願第２号は、採択す

べきものと、請願第３号は、一部採択すべきものと

決定をしました。 

 次に、意見書案第１号及び意見書案第２号につい

てでありますが、ただいま報告したとおり、意見書

を関係行政庁に提出しようとするものであります。 

 それぞれの文案及び提出先につきましては、既に

皆様のお手元に配付のとおりであります。 

 どうか議員皆様の御賛同を賜りますようお願い申

し上げまして、提案理由の説明とします。 

○井戸達也議長 以上で、総務経済委員会委員長の

提案理由の説明を終わります。 

 これより、委員長報告に対する質疑に入ります。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 質疑なしと認めます。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

それでは、お諮りします。 

上程中の意見書案第１号及び意見書案第２号は、

原案のとおり可決することとし、請願第２号は採

択、請願第３号は一部採択と決定することに御異議

ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

 よって、意見書案第１号及び意見書案第２号は、

原案可決、請願第２号は採択、請願第３号は一部採

択と決定されました。 

 次に、意見書案第３号「子供の貧困」解消など教

育予算確保・拡充と就学保障、義務教育費国庫負担

制度堅持・負担率改善の検討、教職員の超勤・多忙

化解消・「30人以下学級」の実現に向けた意見書提

出について、意見書案第４号「これからの高校づく

りに関する指針」を見直し、拙速な高校統廃合を行

わないことを求める意見書提出について及び意見書

案第５号特別支援学校の設置基準の策定及び特別支

援学級の学級編制標準の改善を求める意見書提出に

ついてを議題とします。 

 なお、意見書案第３号には請願第６号及び陳情第

６号が、意見書案第４号には陳情第８号が、意見書

案第５号には陳情第９号が、それぞれ関連しており

ますので、あわせて議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 文教民生委員会、永本浩子委員長。 

○永本浩子委員長 －登壇－ ただいま御上程いた

だきました請願第６号「子供の貧困」解消など教育

予算確保・拡充と就学保障、義務教育費国庫負担制

度堅持・負担率２分の１への復元、教職員の超勤・

多忙化解消・「30人以下学級」の実現に向けた意見

書提出についての請願、陳情第６号「国の責任によ

る35人以下学級の前進」を求める陳情、陳情第８号

「これからの高校づくりに関する指針」を見直し、

機械的な高校統廃合を行わないことを求める陳情、

陳情第９号特別支援学校の設置基準の策定及び特別

支援学級の学級編制標準の改善を求める陳情の委員

会審査の報告と、意見書案第３号から意見書案第５

号までの提案理由を申し上げます。 

 まず、請願第６号、陳情第６号、陳情第８号及び

陳情第９号の４件については、６月21日開催の当委

員会におきまして慎重に審査した結果、委員全員の

一致により、請願第６号は一部採択すべきものと、

陳情第６号、陳情第８号及び陳情第９号は採択すべ

きものと決定いたしました。 

 次に、意見書案第３号から意見書案第５号までの

合わせて３件についてでありますが、ただいま報告

したとおり、意見書を国会及び関係行政庁に提出し

ようとするものであります。 

 それぞれの文案及び提出先につきましては、既に

皆様のお手元に配付のとおりであります。 

 どうか議員皆様の御賛同を賜りますようお願い申

し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○井戸達也議長 以上で、文教民生委員会委員長の

提案理由の説明を終わります。 

 これより、委員長報告に対する質疑に入ります。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 質疑なしと認めます。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

それでは、お諮りします。 

上程中の意見書案第３号から意見書案第５号まで

の３件は、原案のとおり可決することとし、請願第

６号は一部採択、陳情第６号、陳情第８号及び陳情

第９号は採択と決定することに御異議ありません
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か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

 よって、意見書案第３号から意見書案第５号まで

の３件は、原案可決、請願第６号は一部採択、陳情

第６号、陳情第８号及び陳情第９号は採択と決定さ

れました。 

─────────────────────── 

○井戸達也議長 次に、日程第３、議案第12号網走

市教育委員会委員の任命についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 市長。 

○水谷洋一市長 －登壇－ 議案第12号網走市教育

委員会委員の任命についてでございますが、本市教

育委員会委員の杉本匡規氏は、令和元年６月30日付

で辞職するため、その後任に伊藤亮人氏を新たに任

命いたしたく、地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律第４条第２項の規定により、当市議会の御同

意をお願いするものであります。よろしくお願いを

いたします。 

○井戸達也議長 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 質疑なしと認めます。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

討論がありませんので、採決します。 

それでは、お諮りします。 

本件は、原案に同意することに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第12号は、同意することに決定しま

した。 

─────────────────────── 

○井戸達也議長 次に、日程第４、議案第13号網走

市固定資産評価審査委員会委員の選任についてを議

題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 市長。 

○水谷洋一市長 －登壇－ 議案第13号網走市固定

資産評価審査委員会委員の選任についてでございま

すが、本市固定資産評価審査委員会委員の里見哲也

氏は、令和元年６月30日で任期満了となりますが、

引き続き同氏を選任いたしたく、地方税法第423条

第３項の規定により、当市議会の御同意をお願いす

るものであります。よろしくお願いをいたします。 

○井戸達也議長 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 質疑なしと認めます。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 討論がありませんので、採決いたします。 

 それでは、お諮りします。 

 本件は、原案に同意することに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第13号は、原案に同意することに決

定いたしました。 

─────────────────────── 

○井戸達也議長 次に、日程第５、議案第14号網走

市固定資産評価員の選任についてを議題とします。 

 提案理由を求めます。 

 市長。 

○水谷洋一市長 －登壇－ 議案第14号網走市固定

資産評価員の選任についてでありますが、本市固定

資産評価員の伊倉直樹は、令和元年６月26日をもっ

て解任いたしましたので、その後任者として高橋勉

を選任いたしたく、地方税法第404条第２項の規定

により、当市議会の御同意をお願いするものであり

ます。よろしくお願いをいたします。 

○井戸達也議長 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 質疑なしと認めます。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 討論がありませんので、採決いたします。 

 それでは、お諮りします。 

 本件は、原案に同意することに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第14号は、原案に同意することに決

定いたしました。 

─────────────────────── 

○井戸達也議長 次に、日程第６、議案第15号新庁

舎建設特別委員会の設置についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 近藤憲治議会運営委員長。 

○近藤憲治委員長 －登壇－ ただいま御上程いた
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だきました議案第15号新庁舎建設特別委員会の設置

について、提案理由の説明を申し上げます。 

 新市庁舎の整備等における諸課題について、地方

自治法第98条第１項に基づく検閲、検査等を行うこ

とを目的に特別委員会を設置しようとするものであ

ります。 

 当特別委員会は、委員会条例第５条第１項の規定

により設置し、同条第２項の規定による委員の定数

は、８名をもって構成しようとするものでありま

す。 

 なお、特別委員会の設置内容につきましては、既

に皆様のお手元に、印刷して御配付の設置案のとお

りでございます。 

 どうか議員皆様の御賛同を賜りますようお願いを

申し上げまして、提案理由の説明にかえさせていた

だきます。よろしく御審議を願います。 

○井戸達也議長 以上で、提出案件の説明を終了い

たします。 

 ただいま上程されました議案第15号につきまして

は、議会運営委員会の決定に基づきまして、直ちに

議事を進めることといたします。 

 本件に対し質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 質疑なしと認めます。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、お諮りします。 

 上程中の議案第15号は、原案どおり可決すること

に御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第15号は、原案のとおり可決されま

した。 

 引き続いて、特別委員会の委員の選任を行いま

す。 

 特別委員会の委員の選任については、委員会条例

第６条第１項の規定によりまして、議長が会議に諮

って指名することとなっておりますので、早速、次

のとおり指名いたします。 

 本特別委員会委員には、石垣直樹議員、栗田政男

議員、立崎聡一議員、松浦敏司議員、川原田英世議

員、近藤憲治議員、永本浩子議員、山田庫司郎議

員、以上８名の方々を選任したいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議がありませんので、ただいま申し上げた８名

の方々を本特別委員会委員に選任することに決定さ

れました。 

 ここで、新庁舎建設特別委員会を開催する必要が

ありますので、暫時休憩します。 

 再開は、追って予鈴をもってお知らせしますか

ら、御承知願います。 

午前10時23分休憩 

午前10時49分再開 

○井戸達也議長 休憩前に引き続き、再開します。 

 ここで、諸般の報告の追加について報告します。 

 既に、印刷して御配付のとおり、本定例会の付議

事件として、新庁舎建設特別委員会の閉会中継続審

査についての１件を追加しておりますので、御承知

願います。 

 次に、議事日程第５号の追加及び変更について、

お諮りします。 

 既に、印刷して配付のとおり、閉会中継続審査に

ついての１件を追加しておりますので、お手元に配

付の議事日程の追加及び変更のとおり決定したいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議がありませんので、お手元に配付の議事日程

第５号の追加及び変更のとおり決定されました。 

─────────────────────── 

○井戸達也議長 日程第７、閉会中継続審査につい

てを議題とします。 

 新庁舎建設特別委員会の閉会中継続審査について

でありますが、既に印刷してお手元に配付のとおり

、新庁舎建設特別委員会から、閉会中の継続審査の

申し出がありましたので、これを承認することにし

たいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認め、そのように決定をいたしまし

た。 

─────────────────────── 

○井戸達也議長 次に、日程第８、議員の派遣につ

いてを議題とします。 

お諮りします。 

議員の派遣については、お手元に配付しましたと

おり、派遣することにしたいと思いますが、御異議

ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

 よって、議員の派遣については、お手元に配付し
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ましたとおり、派遣することに決定しました。 

 なお、この際、お諮りします。 

 ただいま議決した議決事項について、諸般の事情

により変更する場合には、議長に一任を願いたいと

思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

 よって、そのように決定しました。 

─────────────────────── 

○井戸達也議長 次に、日程第９、その他会議に付

すべき事件１件を議題とします。 

 本件は、付託事件の閉会中継続審査についてであ

りますが、既に印刷して配付のとおり、本会議で関

係委員会に付託した案件10件は、それぞれ関係委員

長から、閉会中継続審査の申し出がありましたの

で、これを承認することとしたいと思いますが、御

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認め、そのように決定をいたしまし

た。 

─────────────────────── 

○井戸達也議長 以上で、本定例会の付議事件は全

て終了しました。 

これをもって、閉会としてよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 これをもちまして、令和元年網走市議会第２回定

例会を閉会します。 

 大変御苦労さまでした。 

午前10時52分閉会 
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